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　森の奥深く、ひっそりと建てられた屋や敷しきの三階には、バルコニーに面した高窓がある。

　大きな窓の隅すみに立つ人ひと影かげはすらりと背が高く、風が強いわけでもないのに、短い銀の髪かみがくしゃくしゃに乱れていた。

　窓の内側からひとりの少女が近づくと、硝子ガラスをコンと叩たたいて合図を送ったあと、室内から話しかける。

「今日も、ここだけ大風があったみたいだ。鳥の巣みたいな髪を直してやろうか？」

「いいえ、このままでも死にはしませんから」

　落ち着いた声の真ま面じ目めな返答に、部屋の中にいる少女は楽しい冗じよう談だんを聞いたかのように嬉うれしそうに笑う。

　長く淡あわい金きん髪ぱつは一部が耳の上で編みこまれ、残った房ふさがゆるく背を流れていた。

　首回りから細い手首にまで、重たそうな水すい晶しようの装身具をつけた少女は、たおやかな風ふう貌ぼうに似合わず、少年を思わせるような言こと葉ば遣づかいをしている。

「あと一日の我が慢まんです。そうすれば、貴女あなたは無事女王として即そく位いなされる。そのあとはもうこんな窮きゆう屈くつな思いをせずにすみますとも」

　返される声が耳に心ここ地ち良よく、じき女王になると言われた少女は、再び口をひらく。

「ここは窮屈だが、退たい屈くつではなかったぞ。そなたが警護についてくれたおかげで、毎日が間ま違ちがい探しのようで、楽しみにしていた」

　バルコニーに立つ青年は政府機関の人間だ。一時的に政情が不安定なこの都市へ、次期女王の警護任務のため遣つかわされたに過ぎない。

　そして自分は、彼にとって重要警護対象であるだけの人間だ。

　重苦しい緊きん張ちようがつづく日々のなか、バルコニーに立つ青年の姿を目にするようになってから、どこかしらおかしなところに気づくようになった。

　寝ね癖ぐせ、制服の襟えりの乱れ、ベルトのゆるみ……数え上げるとキリがなく、どこかしまりのない人物が要人警護の任につくことを最初は不思議に思った。

　それでも、彼が周辺一帯に張り巡めぐらせている防ぼう御ぎよ陣じんの緻ち密みつさと確かなことは、他ほかの誰だれにも替かえられるものではないと少女にはわかる。

「そなたは仕事に完かん璧ぺきだから、自分のことに無む頓とん着ちやくなのか？」

「いいえ。生来のものかと……子供の頃ころから直りませんので。見苦しいことをお詫わびします」

　それを聞いて、さらに少女は小さく口元に笑えみを浮うかべた。

　窓から盗ぬすみ見ることができる横顔は、どの角度から眺ながめても見苦しさとは無む縁えんのものだ。

　知性を感じさせる額、すっと通った鼻び梁りよう。眼鏡めがねの下の薄うす青あおい瞳ひとみは、なじみ深い湖の湖面を思わせる。

「今日で最後だ。お礼にこれぐらいはさせてほしい」

　少女は窓の掛かけ金を指ではずすと、開いた隙すき間まから手を差し伸のべた。

　外気に触ふれた手が、一いつ瞬しゆんの違い和わ感かんを経て、青年の銀の髪に触れる。

　途と端たんに、はじかれたように振ふり向いた青年の端たん整せいな顔は、驚おどろきに変わっていた。

「……どうして、防御陣があるのに窓の外へ手を出せるなんて──」

　これまで警護をしてきて、青年は防御陣を破られたことがなかったのだろう。

　少女は少し困ってしまい、眉まゆ根ねを寄せて口をひらく。

「私に、破れない護まもりはほとんどない。しかし、これだけ長い時間防御陣を展開しつづけられるそなたの実力には、驚きよう嘆たんしたぞ」

　奇き妙みような状じよう況きようはお互たがい様だと口にして、もう一度銀の癖くせ毛げに指を伸ばす。今日で最後だというのなら、一度でいいから触れてみたかったのだ。

　思ったよりもやわらかな猫ねこっ毛は、日差しを浴びて透すき通るように先が光る。

「ほら、こうしておけばもっと素す敵てきだ」

「すみません、貴女が誰であるのかを忘れていたようです。ドロップパレスの魔ま女じよの頂点に立たれるお方だというのに……」

　畏おそれがにじむ言葉を、少女はゆるく振り上げた拳こぶしで、青年の胸をトンと叩いて遮さえぎった。

「やめよう。それは明日からのことだ。即位すれば、私は二度とあの塔とうから出られない」

　そのことを知らなかったのだろう。青年ははっとした顔で、はじめて少女を見た。

　一瞬、瞳を大きく揺ゆらして、青年は「そうだったんですか」とつぶやく。

「そなたが、すまなく思うことじゃない。ドロップパレスは魔女が束ねる都市だ。誰かが決められた椅い子すに座らねばならない。たまたま私が、その定めに生まれてきたということだ」

　迷うことなくそう口にできるまで、どれほど悩なやみ、逃にげ出したいと思ったか知れない。

　だがもう二度と心を迷わせまいと、ぎゅっと拳を握にぎる。

　すると目の前の青年は、自らが手にする杖つえを胸むな元もとに掲かかげ、まるで騎き士しのように膝ひざを折った。

「貴女がお困りのときには、私が必ず力をお貸しします。心が迷われたときには、捧ささげた誓ちかいを思い出していただきたい」

　まっすぐに向けられた視線に、どうしてか気き恥はずかしさを感じる。それでも、いま窓を閉めてしまえば、二度と青年の顔をみることはないかもしれない。

　迷っていると青年の手がそっと指に触れ、手の甲こうに口づけられた。

　騎士の誓いや、貴族相手の外交でも珍めずらしくないはずの行こう為いが、今日はひどく胸を騒さわがせて、慌あわてて手を引いてしまった。

「忘れないでください。私の誓いは絶対です」

　小さく開いた窓の隙間から聞こえた声は、差しこむ光のように胸に落ちた。

　あたたかな言葉と約束にすがりそうになる前に、窓を閉めてしまわねばならない。

「ありがとう。私にはなによりの約束だ」

　声だけは落ち着いて応こたえられた。決して手の震ふるえを悟さとられまいと己おのれを[image: ]しつ咤たして、少女はゆっくりと窓を閉め、掛け金を下ろす。

　いま、この手に落ちた約束は、長い長い自分の孤こ独どくを埋うめてくれるだろう。
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　アイリは鼻歌を歌いながら、両手に大量の菓か子しを抱かかえて地下へとつづく階段を下りていく。

　後ろには、飲み物が入ったボトルの箱を手にしたハイヅカがつづいている。

「アイリ、足もとよくみて下りろよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、私がお菓子を手放すわけないじゃないですか」

　自信たっぷりに答えるアイリの金きん褐かつ色しよくの髪が、螺ら旋せん階段を下りるリズムにあわせて揺れる。

　白と臙えん脂じ色いろの制服姿のふたりが向かっているのは、所属部署である『七聖守護物ザインタリスマン対策室』だった。

　七聖守護物対策室はコーネル室長を筆頭に、主任であるシアーズを含ふくめ、総勢六名で構成されている。

　中央都市であるセントパレスに本庁を置く『七聖府ザイン』と呼ばれる政府機関の一組織だ。

　このアルステラ大陸すべての都市の安全を守るため、アイリたち七聖府の職員は働いている。

　勤務時間はすでに終えていたが、今日は特別に対策室の全員が集まることになっていた。

「それにしたって、酒類はなしってのが味けねぇよな」

　低い声でもらすハイヅカは、長い足で危なげもなく階段を下りていく。

「仕方ないですよ。基本的には自室、もしくは食堂以外での本庁内飲酒は禁止って規則なんですから」

　階段を下りきって歩くふたりはかなりの身長差があり、ハイヅカはアイリのつむじを見下ろしている。

「食料運うん搬ぱん部隊ただいま帰き還かんしましたぁ」

　入り口でアイリが声をあげると、対策室の扉とびらが内側へと開かれる。

「うん、ごくろう」

　迎むかえに出たダリウスがえらそうに答える。肩かたより上で切りそろえられたまばゆい金きん髪ぱつがさらりと揺れ、気の強そうな琥こ珀はくの瞳を瞬またたかせたが、しかし荷物を受け取ってはくれない。

　ダリウスの背後から進み出たアダムが、アイリの手から荷物をひょいと持ち上げた。

「すみません、イスフェルドさんに荷物を運ばせてしまって。私も一いつ緒しよにいくべきでしたね」

　短い銀ぎん髪ぱつの癖毛の下、眼鏡をかけたアダムは理知的な印象を与あたえる。一見冷れい淡たんにも見える美び貌ぼうだが、きちんと女性を気づかえる穏おだやかな人ひと柄がらだ。

「軽いお菓子ばっかりですから、大丈夫です。それに、ハイヅカさんが移動するなら私が一緒にいかないと」

　アイリの生まれ持っての幸運体質と、ハイヅカの大だい凶きよう体質は、ふたりが相棒パートナー制度を必要とする絶対的な理由だった。

　互いの距きよ離りが一定以上離はなれてしまうと、ハイヅカの大凶体質が発動し、落らく雷らい、火災、建造物崩ほう壊かいとただならぬ災わざわいが引き起こされてしまうのだ。

　相棒パートナーとして配属されてから、現場でも私生活でも、常にお互いの距離を気に掛けて暮らすようになった。

　アイリたちが対策室を出ている間に、各自のデスクは部屋の中央に寄せられ、大きなひとつのテーブルにされている。

　アダムがそこに箱を置くと、ダリウスがさっさと梱こん包ぽうを解き、クラッカーやチーズを並べ出した。

　楕だ円えんの紙皿に緻ち密みつに分量を量りながらスナックを並べるダリウスの姿に、日ひ頃ごろの仕事へのこだわりをみるようでアイリはつい苦く笑しようする。

　すると気配を感じとったのか、琥珀の大きな瞳ひとみにきっと睨にらみ返された。

「ほら、アイリ。君もぼさっとしてないで、花束を用意しておけよ」

「あ、はい！」

「それでは、私が主任をお呼びしてまいります」

　アダムは本日の主役を呼びにいくため上階にある執しつ務む室へとあがっていき、ハイヅカは人数分のグラスに炭酸水を注いでいく。

　ほぼ支し度たくも終わり、満足げにダリウスがテーブルを見回す頃ころ、戻もどってきたアダムが合図のノックをした。

　扉がひらかれるタイミングで、アイリは拍はく手しゆをして口をひらく。

「シアーズ主任、退院おめでとうございまーす！」

　アイリの背後でもハイヅカが大きく手を叩たたき、ダリウスとアダムもそれにつづく。

　久しぶりに対策室へ足を運んだシアーズは、驚おどろいたようすでオリーブ色の目を見張っている。

　アダムがすっと手を取ると、エスコートするようにテーブルへと連れていった。

「主任の通常勤務は明日からだと室長から伺うかがっておりましたが、このあとも慌ただしくなりそうなので、ささやかですけど復帰祝いをさせていただきたいです」

　丁てい寧ねいな扱あつかいに、シアーズはまんざらでもなさそうに顔を輝かがやかせて笑う。

　金茶の巻まき髪がみが軽かろやかに揺れ、手入れされた爪つめや顔色の艶つややかさは、とても退院したばかりとは思えない活力にあふれていた。

「やだ、あんたたち。可愛かわいいことしてくれるじゃない」

　突とつ然ぜん、勤務時間外に呼び出され、なにごとかと思っていただろうシアーズは、部下たちからの復帰祝いを喜んでくれたようだ。

　アイリが手て渡わたした花束に顔を寄せると、ハイヅカが差し出したグラスを手に取る。

　その中身が赤いのを見て、アイリはグラスの中身が炭酸水ではないことに気づいてぎょっとする。

　当然中身が何であるかはシアーズも気づいたはずだが、ふっくらとした唇くちびるで色っぽく微笑ほほえむ。

「あら、最近じゃこんな炭酸水もあるのね」

　そう言って赤く塗ぬられた唇をつけると、仰あお向むいて美味おいしそうにグラスをあおった。

「なんだか気が抜ぬけちゃってるけど、かえって美味しい気がするわ」

　シアーズの言葉に、ハイヅカが意味ありげに目配せを返した。

「お気に召めしていただければなにより。特別に手に入れた品ですから。いまの調子なら、主任も完全復帰だな」

　どうやらボトルの一本は、果実酒がまぎれこませてあったらしい。

　シアーズがグラスを差し出すと、ハイヅカはすぐに中身を注つぎ足し、自分のグラスにも同じものを注ぎ入れた。

「まったく、これしきの怪我けがで長く寝ねてるような腑ふ抜ぬけじゃないわよ。あんたたちの派は遣けん任務の結果は、室長からさっそく詳くわしい報告書をいただいたわ。ミッドパレスの七聖守護物ザインタリスマンにも、やっぱり『黒の七しち星せい旅りよ団だん』が絡からんでたのね」

　そもそもミッドパレスへ派遣任務に赴おもむくことになったのには、シアーズが七聖府ザインの創立記念式典で負傷した、ある襲しゆう撃げき事件が関係していた。

　創立記念の舞ぶ台たいで、コーネル室長の演説を狙ねらい、襲おそいかかってきた青年たちは、ミッドパレスの若者だったのだ。
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　彼らは十五年前に故郷で起きた『落日の礼拝』以降、故郷の復興が遅おくれている原因は、七聖守護物にあるのではないかと疑っていた。

　過去にミッドパレスで『落日の礼拝』が引き起こされた際、『黒の七星旅団』に破は壊かいされかけた七聖守護物は、修復のため七聖府本庁へと持ち帰られた。

　だが修復後、ミッドパレスへと戻された七聖守護物は偽にせ物ものとすり替かえられており、ウィッカの守護が正しく受けられていないために、ミッドパレスの復興が遅ち延えんしているのだと噂うわさが流れた。

　ミッドパレスの若者たちに不ふ穏おんな噂を吹きこみ、七聖府への不信感を植え付け扇せん動どうしたのは、『黒の七星旅団』だった。

　彼らは七聖守護物対策室が設立されて以来、ずっと追い続けている組織だ。

『黒の七星旅団』は、アルステラ大陸に魔ま術じゆつ師しウィッカが施ほどこした、七聖守護物が生み出す『風の天窓』による守護を認めていない。『歪ゆがんだ星を自らの手で正しく導く』と声明を出し、政府への対たい抗こう意志を示していた。

　ここ一年の間だけでも、『黒の七星旅団』は大陸中の各都市にある七聖守護物へ魔まの手を伸のばし、アイリたち対策室も被ひ害がいをくい止めようと奔ほん走そうしてきた。

「七聖守護物も、あんたたちも無事に戻ってきたから良かったけど……対策室の人間を連れ去るだなんて、あいつらの動きもかなり大だい胆たんになってきてる」

　苦々しく口にしたシアーズは、それでもぱっと表情を切り替えた。

「でも今回のことで、ミッドパレスに正しく『大鏡』が戻ったことだし、復興が順調になると思えば誇ほこらしいわ」

　自じ慢まんの部下たちだと言いたげなシアーズに、アイリも嬉うれしくなりうんうんとうなずく。

「でも、ミッドパレスへの派遣はシアーズ主任がいらっしゃらなかったので、私も思わぬ苦労をしました……」

　アイリはそう言って、ちらりとアダムへ視線をやった。

　アダムは黙だまって立っていれば、女性の誰だれもが視線を奪うばわれる魅み惑わく的な容姿をしている。

　しかし、ひとつだけ難をあげれば、身だしなみが整わないという欠けつ陥かんがある。

　日頃の仕事ぶりや丁寧な物もの腰ごしを考えると、自分の身なりにだけ異様にザルだというのは、何かの呪のろいなのかもしれないと、アイリはひそかに思っていた。

　すでに今朝も長靴ブーツの紐ひもがこんがらがっていると指し摘てきし、結び直しているときに靴くつ下したが片方ずつ色いろ違ちがいであることに気づき、悲しい気持ちになったところだ。

　シアーズは相変わらずの部下を満足そうに眺ながめたあと、注ぎ足された果実酒のグラスを再びあけて口をひらいた。

「私の怪我の件では、みんなにも迷めい惑わくをかけたわ。でも今回あんたたちと離はなれてみたことで、少しだけ良いこともあったのよ……」

　どことなく恥はずかしげに頰ほおを色づかせる主任のようすに、全員が何事かと目を見張る。

「報告書をみての打ち合わせでね、コーネル室長に『日頃から、あの全員をまとめて歩くなんてシアーズ君はすごいねぇ』ってお褒ほめの言葉をいただいたの」

　嬉しくてたまらないといったようすのシアーズに、ハイヅカはやや不満があるようだ。

「いっておくけど、別に俺たちはコーネル室長に特別迷惑かけるようなことはしてないぞ？」

　アイリもうなずいて口をひらく。

「そうですよ。私だって主任がいないから、サイクスさんのことも見張ってなきゃって気をつけてましたし！　まぁ、ちょっと質問があったりして、室長にお話聞きにいったりはしましたけど……」

　そんな部下たちの言葉も耳に入っていないのか、シアーズはにこやかにうなずいた。

「わーかってるわよ。どちらかといえば、ミッドパレスではずいぶん大人しくいうこと聞いてたみたいじゃない？　そうじゃなくて、室長自身はこれまで軍部でしか現場指揮をとってこられなかったでしょう？　この対策室みたいに、不測の事態だらけのメンバーを連れての遠えん征せいが、大変なことだってわかってくださったんだと思うわ」

　全員が等しい能力を保てるよう訓練された軍部の人員と比べると、この対策室はひとりずつがばらばらの分野に秀ひいでた者ばかりが集められているのだ。

　ある意味で、まるでまとまりがないと言える。

　まさにその不測の事態を引き起こすハイヅカとアイリは、シアーズの話になるほどと納なつ得とくして視線を交かわした。

　なごやかな空気が漂ただよいだした頃ころ、部屋の入り口でガタンと音が響ひびきアイリは目をやった。

「え!?」

　視界の隅すみに映ったものが信じられず、ゴミ箱が置かれている場所へ近づいていく。

　すると高さのあるゴミ箱の陰かげから、なんともつかない色合いの物体が飛び出してきた。

「ちょっ……！　待て、待って！」

　目の前を横切った影かげを捕つかまえようとアイリが手を伸ばす。しかし、すばやく逃にげだした物体は、足を滑すべらせたのかステンと床ゆかの上を転がった。

「……え、ちょっと。この色ってまさか……」

　床に横たわるそれは、直接手で触さわるのをためらうような色味をしていた。

　布を粗あらく縫ぬい合わせて作られたとわかる、デタラメな目や耳のような造作を見れば、それがルジャインだとわかる。

　しかし、いまやその顔の半分がまだらにピンク色に染まり、耳の先は緑、手足の先は青みがかって徐じよ々じよに紫むらさきへと変化していた。

「これってなんの病気っ……ていうか、カビ!?」

　じたじたと身を起こし逃げだそうとするルジャインに、アイリが手を出しかねていると、横から踏ふみ出したハイヅカが、長靴ブーツを振ふり下ろすようにしてルジャインの耳を踏みつけた。

「あ、ハイヅカさんひどい」

「ひどいもなにも、これに素す手でで触れねぇだろ。主任。これ主任のせいですよねー？」

　あきれまじりに鼻を鳴らしてハイヅカが振り返ると、やや口元を引きつらせたシアーズと、それをじとっと見つめるダリウスの姿がある。

「え、えぇぇっとね!?　まぁ……それには色々事情もあるのよ。ほら、病人には希望ってものが必要じゃあなくて？　見み舞まいにきてくれる同どう僚りようとか看護師が、欲しいものはないかって聞いてくれるから……つい」

　ごにょごにょと小声になるシアーズに、ハイヅカがぼそりとこぼす。

「……『旦だん那なが欲しい』と口走ったとか」

　率そつ直ちよくすぎるハイヅカの口を封ふうじようと、シアーズは低いヒールの踵かかとでハイヅカの長靴を踏みにじりながら、わき腹に肘ひじを入れる。

「ち・が・う・わ・よ。ルジャインにジャムパンのお供えして欲しいっていったの！」

「なるほど。シアーズ主任は入院中にも拘かかわらず、恋こいの願がん掛かけに勤いそしむあまり、ルジャがここまでカビにカビて、世にも不潔な布ぐるみと化したというわけですね？　常つね日ひ頃ごろから僕は申し上げてきましたよね？　『ジャムパン、駄だ目め、絶対！』だと」

　厳しい声こわ音ねでそう告げるダリウスに、さすがにシアーズも返す言葉がないのだろう。

　そもそもは、この布ぐるみが好んでジャムパンを食べるという行こう為い自体が謎なぞだが、過去にルジャインにせがまれるままジャムパンを与あたえつづけた女子職員が、結けつ婚こん退職を果たしたところから伝説が始まったのだ。

「でも、いまだにルジャインのジャムパン成せい婚こん祈き願がんって、すごい効果だって噂なのよ……せっかく地下に職場があってルジャインと遭そう遇ぐう率が高いのに、手を出せないなんてそんな……」

　ぽそぽそと言い訳するシアーズをよそに、ルジャインはハイヅカに踏まれた耳を取り返そうと、フォーチュンクッキーをぶつけながら激しく抵てい抗こうを見せる。

　しかしダリウスは、ためらうことなくルジャインの腕うでをむずっとつかむと、かなり大きさのあるその体を、あちこちつまんではひっくり返して調べはじめた。

「しかしまた、ずいぶん立派にカビたものです。もう御ご利り益やくは十分でしょうから、あとは分解洗せん浄じようさせていただきますからね」

　有う無むを言わせないダリウスの迫はく力りよくに、シアーズはひどく残念そうにうなずく。

　しばらくルジャインを眺め回したダリウスは、思い出したように顔をあげた。

「主任……先日のドロップパレスが『黒の七星旅団』に襲しゆう撃げきされた件についてですが、対策室うちのドロップパレスへの派は遣けん許可は下りてますよね」

　ダリウスが口にしたのは、このセントパレスの北東にあるドロップパレスという都市での事件についてだった。

　都市の大半を深い森が占しめるドロップパレスは、別名『魔ま女じよの森』とも呼ばれ、占せん術じゆつはもちろん、守護物タリスマンなどの扱あつかいに長たけた女系の一族が暮らしている。

　そのドロップパレスが、反政府組織である『黒の七星旅団』の襲撃を受けたと報告があったばかりなのだ。

「そうね、ドロップパレスの件は、コーネル室長からも聞いてるわ。もちろん、今度は私が一いつ緒しよに現場にいくことも了りよう解かいを得てあります」

　つい先日までハイヅカの故郷であったミッドパレスへ派遣されたばかりの対策室は、ここしばらく異様な慌あわただしさだとも言えた。

　だがそれも『黒の七星旅団』が、本格的に自分たちの目的のために動いている証しよう拠こでもあるだろう。

　ミッドパレスで、『黒の七星旅団』に拉ら致ちされる事態に陥おちいったアイリは、座ざ敷しき牢ろうの薄うす暗ぐらさや恐きよう怖ふが甦よみがえりつい表情が硬かたくなる。

　──あのときは、ダリウスさんが一緒にいてくれたから心強かった。それに、あのあとハイヅカさんやサイクスさん、それに室長がきてくれて……。

　そのあとの救出劇のことを思い出して、アイリは顔をあげた。

「そういえば、コーネル室長が聖戦器フアランクスの使い手だったって、初めて知りましたよ」

　もと軍部にいたコーネル室長が、武器を扱えること自体は不思議ではない。

　ずば抜ぬけて正確な射しや撃げきの腕や、聖戦器のなかでも珍めずらしい小しよう銃じゆう型がたの使い手であることに驚おどろかされたのだ。

　聖戦器は使い手の精神力や能力によって威い力りよくに差が出る。

　力の作用が不安定なため、直接攻こう撃げきを加えられない銃じゆうのような飛び道具だと、聖戦器としての力を発揮しにくいのだ。

　だがコーネル室長が手にした短たん銃じゆうは、じつに正確に敵の防ぼう御ぎよ陣じんごと標的を撃うち抜いた。

「あぁ、そうね。室長も対策室へきてからは、ほとんど現場に出向くこともなかったものね。でも室長の射撃の腕は有名よ。しかも聖戦器としての力をもった小銃なら、どんな防ぼう御ぎよ壁へきも撃ち抜けるだけに、それこそ『死に神の引き金』なんていわれたんだから」

　昔を思い出したのか、シアーズは少しだけ苦笑いにも見える笑えみを浮うかべた。

「でも、今後はコーネル室長を現場で埃ほこりまみれにはさせられないわ。室長には、本庁での業務をがんばっていただくとして、私たちでドロップパレスへ乗り込むわよ」

　勇むような口調のシアーズに、珍しくアダムが口を挟はさんだ。

「派遣許可が下りたということは、すでに現地の混乱は落ち着いたということでしょうか？　いま現在、ドロップパレスの被ひ害がい状じよう況きようはどのような具合なんです？」

　整ったアダムの横顔に、一見変化は見つけにくいが、毎日仕事を共にしているからこそ、アイリも他ほかのメンバーもささいな違ちがいに気づいていた。

　──やっぱり、サイクスさんってドロップパレスの話になると、いつもと違う執しゆう着ちやくがある。

　いまから半年ほど前、セントパレスの旧市街で起きた小さな事件でも、ドロップパレスから家出同然に飛び出してきた少女と関かかわったことがあった。

　事件について動くうち、アダムがドロップパレスにとても詳くわしいことに驚かされたのだ。

　そのときハイヅカから、アダムは過去の警備任務で、ドロップパレスの要人警護についていたことがあると聞かされた。

　日ひ頃ごろあまり動じたところを見せないアダムの微び妙みような動どう揺ように、ドロップパレスに誰だれか特別な人がいるのだろうかとアイリは気になった。

　アダムの過去の任務について事情を知っているのか、シアーズが少し迷ったあと口を開く。

「本当は明日の打ち合わせで話すつもりだったけど、全員揃そろってるしちょうどいいわね。ドロップパレスが『黒の七星旅団』に襲撃された件について、コーネル室長から通達があったばかりよ」

　シアーズの口から告げられたのは、突とつ如じよドロップパレスにあらわれた『黒の七星旅団』によって、『魔女の書しよ架か』と呼ばれる塔とうが襲おそわれたことだった。

　ドロップパレスで魔女と認められた者が住まうその塔は、魔女たちを統すべる存在となる女王の住居でもある。

　本来、塔自体は魔女たちによって幾いく重えにも呪じゆ力りよくで護まもられていたが、その強力な結界ですら破られてしまい被害を受けることとなったのだ。

「もともと『黒の七星旅団』の狙ねらいは七聖守護物ザインタリスマンだと思われるわ。だから、女王が暮らす塔に空からの奇き襲しゆうをかけて、物理的な攻撃と呪じゆ術じゆつの組み合わせで襲ったらしいの」

「女王と七聖守護物は無事だったんでしょうか？」

　先を焦あせるように尋たずねるアダムに、シアーズはことさらやわらかい口調で答える。

「報告ではご無事だと聞いてるわ。塔の魔女たちも女王に害が及およばぬよう護りを優先したため、七聖守護物が一部破損したっていう報告もあるの。破損と被害の程度を見み極きわめるためにも、対策室うちではダリウスにがんばってもらう予定になってるわ」

　突とつ然ぜん話題をふられ、ダリウスは驚いたようだったが、気負うように口元を引き締しめると、ルジャインの腕をぎゅっとつかんだ。

「まぁ、詳しい配置は現地の状況確かく認にんが済んでからになるけど、たぶんアダムには女王の身辺警護をお願いすることになると思うわ」

　シアーズの指示に、アダムの薄うす青あおの瞳ひとみがどこか懐なつかしいものをみるように細められた。

　いまだ現場には急行した軍部の部隊が駐ちゆう屯とんしており、森の中へくまなく分けいり、『黒の七星旅団』の残党の有無を確認中らしい。

「とにかく、軍部の人間がある程度引き上げるのと入れ違いに、私たちが現地入りってことになるの。二日後には出しゆつ立たつできるはずだから、各自支し度たくはしておいてね」

　シアーズはこれで仕事の話はおしまいだというように、再度グラスを掲かかげてみせた。

　終業後の短いひとときではあったが、再び仕事で他都市へ向かうとなれば、こうした穏おだやかな時間もしばらく持てないだろう。

　せめていまぐらいは楽しもうと、アイリはグラスに手を伸のばした。

「さ、主任の快復と、ルジャインのカビ具合からも、結けつ婚こん祈き願がんが星に届きますよう祈いのって、かんぱーい！」

　しかし口をつけようとした途と端たん、アイリの手元から果実酒の入ったグラスが奪うばわれると、ハイヅカに炭酸水の入ったグラスとすり替かえられてしまった。

「なんですか、ハイヅカさん。返してくださいよ」

「やめとけ、おまえの酒さけ癖ぐせの微妙さはわかってるからな」

「微妙ってなんなんですか……まさか、私暴れたりとか──」

　つい数日前ミッドパレスで、神しん殿でんに捧ささげるはずの御お神酒みきを口にしたアイリは、ハイヅカのベッドで眠ねむりこけてしまったらしい。

「いや、もっと質たちが悪い。とにかく勧すすめられねぇな」

　当日のことをアイリ自身覚えていないうえ、ハイヅカがこれほど真しん剣けんに止めるのならば、酔よった自分はなにかしでかしたのかもしれない。

　さすがに職場で醜しゆう態たいをさらしたくはなくて、アイリはおとなしく炭酸水のグラスで我が慢まんした。

　だが軽くクラッカーやチーズをつまむうちに、本格的にお腹なかが空すいてきたのか、アイリの腹部は派手な音を立てて食料補給を訴うつたえはじめた。

　ちょうど唯ゆい一いつの果実酒が入ったボトルをあけてしまったシアーズも、異様な音に気づいて笑い声をあげる。

「お腹を空かせた子こ豚ぶたちゃんもいることだし、このまま食堂にいっちゃいましょうか？　これから帰って食事するなんて、私も面めん倒どうだもの」

　それもそうだということになり、全員でテーブルの上を片づけ引き上げることにする。

　だが、扉とびらを出たところで、ルジャインを引きずったダリウスが足を止めた。

「すみませんが、僕はこのまま研究室の一角を借りてこいつの手洗いをしてしまいます。また捕つかまえ直すのも大変なので」

　そう口にして、通路の奥へと歩き出したダリウスに、アイリが声をかける。

「ダリウスさん、いまから作業してたらご飯食べ損そこねますよ？」

　ダリウスは少し呆あきれたように振ふり返った。

「僕は君と違って、繊せん細さいな胃い袋ぶくろかつ高性能なんでね。さっき食べた量で十分だ」

「あぁ、なるほど。アイリは燃費悪いもんなー。あんだけ食って、この大きさ。入った分は一体何に消費されてるんだ？」

　しげしげとハイヅカに見下ろされて、アイリはぐぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

「もう、いいですよ。行きましょう！　ダリウスさんはパンだけでも生きてけるお子様なんですから！」

　アイリはダリウスの野菜嫌ぎらいを当てこすると、残る三人と連れだって食堂へ向かった。

　結果的に、アイリは同どう僚りようたちを啞あ然ぜんとさせる食しよく欲よくを発揮したのち、ハイヅカと一いつ緒しよに自分たちの部屋がある『別館』と呼ばれる建物へ戻もどってきた。

　ハイヅカの凶きよう運うん体質による内部被害を少なくするため、敷しき地ち内で隔かく離り措そ置ちをされているのだ。

　もちろんその相棒パートナーであるアイリも、いまやすっかりその隔離職員寮りようになじんでしまっている。

　ずいぶんとくたびれた建物の階段をあがると、それぞれの部屋に通じる扉があった。

「ハイヅカさん……おやすみなさい」

「食い過ぎたからって、そのまま冬とう眠みんするなよ」

　返されるハイヅカの憎にくまれ口はいつもと変わらない。

　それでも、ミッドパレスから戻って以来、ハイヅカがまとう違い和わ感かんに気づきつつ、アイリは自分でもうまく説明できなかった。

　部屋に入ろうとしたハイヅカを思わず呼び止める。

「あの……」

「なんだ？」

「この頃ごろ、ハイヅカさん悩なやみでもありますか？」

　突然の質問に、ハイヅカが眉まゆをきゅっとあげて首を傾かしげる。

「どうしてそう思う？」

「えーと……なんていうか、時々すごく思い詰つめたみたいな顔してることがあるなぁって思ったりしたので」

　口にして、アイリはしまったと後こう悔かいした。ハイヅカの顔が一いつ瞬しゆんだけ、それはもう意地悪く笑えみを刻んだからだ。

「つまり、いまのは『それだけ俺のことを気にしてる』っていう話なんだろうな？」

　一歩近くへと踏ふみ出され、アイリははっと身を引いた。

「……や！　違ちがいますよ？　いや、違わなくなくもない？……というか、真ま面じ目めな話です。こっちは心配して──」

「もちろん、俺も真面目な話だぞ？」

　そう口にするハイヅカに、あっという間に距離を詰められ、後ずさったアイリは背後が廊ろう下かの手すりなのに気づいた。

　すぐにハイヅカの腕うでが伸び、背中を抱だきこむようにして位置を入れ替えられる。

　ハイヅカの胸に頰ほおが触ふれるほどの距きよ離りになり、アイリは「近い、近いですから！」と腕でつっぱねて慌あわてる。

「そう、近くにいるとわかんねぇんだよな」

　額のすぐ上、ハイヅカの顎あごが触れる位置でしゃべられると、声が身のうちで響ひびくような感覚に、アイリは体の芯しんがゆるんでへたりこみそうになった。

「おい、なんだ……突然寝ねるな」

「寝てませんよ！」

　顔が赤らむのを怒いかりでごまかして言い返すと、体を支え起こされたアイリはハイヅカの腕からなんとか逃のがれる。

「もう、人が真面目に心配してるのに……いいです。おやすみなさい！」

　しかし、勢いよく自室へと戻ったものの、身支度をしていても落ち着かない。

　──も～、ほんとハイヅカさんて人の話をちっとも聞かないんだから。ミッドパレスで、家族との関係も少しよくなったみたいだったのに。……でも、『近くにいるとわかんねぇ』ってなんの話だろ？

　よくよく考えれば、ハイヅカのささいな表情の変化が気に掛かかるだけなのだ。

　──私がおおげさなのかな。でも、なんか目がいっちゃうと気になるから……。

　結局、ごくわずかな違いを察知してしまうほど、自分がハイヅカのことを気にしているのだと自覚させられ、アイリはよりうろたえるはめになった。
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　いよいよ対策室主任であるシアーズが、本格的に勤務復帰となる翌日。

　対策室へ出勤したアイリたちは、出立予定になっているドロップパレスについての現状報告と注意事じ項こうについて打ち合わせを済ませた。

　今夜中に荷造りを各自済ませておき、翌日にはドロップパレスへ向かうことになっている。

　そのため今日の勤務はやや早めに終業となり、アイリとハイヅカもまだ外が明るい時間に本庁の外へと出た。

　本来なら、このまま自室に戻り旅支度をはじめるところだが、アイリは迷いつつハイヅカに声をかけた。

「あのぅ、ハイヅカさん。今日このあとなんですけど、少しだけ出かけられませんか？」

「なにか買い物か？　別につきあうのは構わねぇけど……またあれか、新作呪じゆ物ぶつの取り寄せでも届いたか？」

　嫌いやそうな顔で言われ、アイリはついむきになって言い返す。

「違いますー。いま取り寄せてるのは、さる資産家が所有してたっていう呪のろいのオルゴールの模造品で、そのいわれになった呪いの手紙まで再現されて入っているっていうのが売りの……予約待ちでそうそう手に入る品じゃないんです！」

　予約開始の日に、苦労して申し込みをしていたアイリはつい力説してしまったが、ハイヅカの哀あわれむような視線にはっと我に返った。

　──世紀の大だい凶きよう男に、可哀かわい想そうな人みたいに思われたら……なんかもう救われない気がする。

「とにかく、今日いきたいのは『凶きよう黒こく百貨店』じゃなくてですねぇ、『白い蝶ちようの館やかた』なんです」

　アイリの言葉が余りに予想外だったのか、ハイヅカが言葉を忘れて目をみひらく。

『白い蝶の館』というのは、セントパレスの繁はん華か街がいにある、占せん術じゆつ師し通りに店を構える評判の良い占うらないの館だ。

　中央都市の占術師通りで店を開くには、大陸でも屈くつ指しの実力を持つ者でなければ難しいことは広く知られたことだった。

　アイリが向かう『白い蝶の館』は、特に女性客に名を知られており、店を訪おとずれる大半の客の相談内容は恋れん愛あいについてであった。

　当然ハイヅカも、アイリが恋こい占うらないのために行くのだと思ったはずだ。

「あの、違いますよ！　別に恋占いにいこうとか……そういうんじゃなくってですね──」

　弁解しようとして、自分で口にしておきながら、急速に頰が赤らんでなお焦あせる。

「あ、ああぁ……あのっ、つまりですね。昨日部屋にこの手紙が届いてて、でも明日はドロップパレスへ出しゆつ立たつですから、いくなら今日しかないなって思ったんです。でもハイヅカさんと離はなれるわけにはいかないから、一緒にきて欲しいってだけなんです！」

　必死にまくしたてたアイリは、はっと思いついて鞄かばんから白い封ふう書しよを取り出した。

　──ば、馬ば鹿かだ私。最初からこれ見せればよかったのに。

「へぇぇ。てっきり俺も同どう伴はんして、なにか大事な占いでもあるのかと思ったんだけど？」

　思わせぶりな笑みを浮うかべられ、アイリは悔くやしい反面ハイヅカのそんな笑顔を格好いいなどと思いそうになった自分が許せなくなる。

　正気に返らねばと、封書をさらにハイヅカに突つき出す。

　封書裏の差出人にはマドモアゼル・ヴァージニーの名が記されており、それを確かめたハイヅカはさっと中身を取り出した。

「…………ふぅん？　確かに大事な話があるみたいだな」

　手紙の内容に目を通したハイヅカも納なつ得とくしたのか、ふたりはセントパレスの繁華街へと向けて歩きだした。

　セントパレスの中心を流れる川に架かかるネレル橋を渡わたると、いくつもの店や飲食店が集まるにぎやかな繁華街に出る。

　他都市から観光にくる人々も多いなか、賑にぎわう商店の大通りを少しそれた一角に『占術師通り』と呼ばれる小路があった。

　細い通りは濃のう淡たんのある敷しき石いしが六ろく芒ぼう星せいを象かたどっており、造り自体が呪じゆ術じゆつ的な意味を持っていた。

　アイリが訪ねる『白い蝶の館』は、この界かい隈わいでよく見られる大げさな外観ではなく、落ち着いた店構えに、目立たない扉とびらがある。だがそこには「本日終しゆう了りよう」の札が下げられていた。

　すでに閉店してしまったのだろうかとアイリが戸と惑まどうと、まるでタイミングを見計らっていたように、扉が内側から開かれた。

　ふわりとすがすがしい花の香かおりとともに、まるで淡あわい光が流れるような長い髪かみを揺ゆらしてヴァージニーがあらわれる。

　ほっそりとした体つきや、澄すんだ紅茶色の瞳ひとみは、見る者の視線を縫ぬい留めてしまう美しさがあった。

「良かった。ちょうどいまアイリさんがいらっしゃると、星が告げてくれたのですわ。さぁ、どうぞお入りになって。今日は店も閉めてしまいましたから、落ち着いてお話しできます」

　ハイヅカは占術のための店にくるのは初めてらしい。

　周囲に視線を配りながら、アイリにつづいて部屋へと入ってきた。

「初めまして、私はマドモアゼル・ヴァージニーと申します。本日アイリさんをお招きすることで、あなたにもお会いできると思っておりましたわ」

　長いドレスの裾すそを優ゆう雅がにつまんで会え釈しやくするヴァージニーに、ハイヅカはやや面めん食くらったようすでうなずき返す。

「アイリのおまけで俺がついてくるってわかってたんなら、俺たちの体質についても知ってるってことか。今日はあいつに話があるみたいだけど、俺もここにいていいのか？」

「もちろんですわ。じつのところあなたがたと話をしたいのは、私ではないの。お二人ともよく知ってるはずよ。兄様……、お客様がいらしたわ」

　ヴァージニーが部屋の奥にある螺ら旋せん状の階段に向かって声をかけると、そこから硬かたい靴くつ音おとを立ててひとりの男が下りてきた。

「トリニック……室長」

　予期せぬ人物の姿に、ハイヅカはかろうじて役職名をつけて呼んだものの、驚おどろきは隠かくしきれない。

　だがアイリは、以前ミッドパレスへの派は遣けんで、トリニックと一いつ緒しよに地ち下か牢ろうに閉じこめられた時に、彼が占術師ヴァージニーの義理の兄であると聞いていた。

　──でも、まさか『白い蝶の館』にいるなんて。これじゃまるで、ヴァージニーさんが私を呼んだのは、トリニックさんに会わせるためみたいな……。

「さぁ、おふたりともこちらにお座りになって。兄様は、普ふ段だんは大変なお仕事で忙いそがしいけど、お休みの日にはここへも寄ってくださるのよ」

　ヴァージニーはすぐれた占術の腕うでで客を選び、術師として風格さえ感じさせる印象があるが、義理の兄には強い尊敬を抱いだいているようだ。

　どこか嬉うれしげな声に、ハイヅカがぎょっとしたようにこちらを見ている。

　そういえば、トリニックとヴァージニーの関係について話をしていなかったとアイリも思い出したが、きっかけでもなければ誰だれかに言いふらすような話でもない。

　──でも、ヴァージニーさんがこんなに嬉しそうに話すなんて、じつはトリニックさんのことすごく慕したってるんだ。

　アイリには、目の前の美少女のようすが意外に思えてならない。

　なにしろ、沈しずんだ茶色の髪をしたエルヴィン・トリニックは、眼鏡めがね越ごしにもわかる隙すきのない榛はしばみ色いろの瞳がとっつきにくい印象だ。若くして研究室室長という役職につき尊大な態度を見せるが、誰に対しても同じだということは生来のものなのだろう。

　アイリは警けい戒かい心しんを持ったまま、ヴァージニーに勧すすめられた来客用のソファに腰こしを下ろす。

　この場につきあうと決めたのか、ハイヅカもその隣となりに座った。

　深く心ここ地ち良よい香りの紅茶をヴァージニーが出してくれると、彼女はそのままトリニックの隣にすっと着席した。

　鳥の羽根のように軽かろやかな髪が、ふわりと細い肩かたを覆おおう。

　そっとトリニックの横顔をみあげて、ほんのりと笑えみに細められる赤茶けた瞳に、アイリは直感的に気づいた。

　──あ、もしかして……ヴァージニーさんってひょっとして。……まさかの思わぬ推測かもだけど、物好きにもほどがあるといえばそうだけど、トリニックさんのこと好き、なの？

　どちらかといえば、他人の色いろ恋こい沙ざ汰たにうといアイリがひらめきかけたところへ、トリニックが無ぶ粋すいに声をかけた。

「ところで、今日君たちにきてもらったのは他ほかでもない。『ウィッカの予言』について話があるからなんだが」

　待ち構えていたように口をひらいたトリニックは、熱心なウィッカの信しん奉ぽう者しやであり、最近は傍はたから見ても異様だと感じられる熱心さで調べを進めているようだ。

　彼が執しゆう着ちやくしているのは、『ウィッカの予言』と呼ばれる文章だ。

　魔ま術じゆつ師しウィッカがアルステラ大陸の守護として授さずけた、七聖守護物ザインタリスマンについて記された詩編を、予言として読み解いた研究記録があるのだという。

　トリニックが研究の記録書を調べていくと、いまは亡なきアイリの父親であるセオドア・モートンが深く関係していたことがわかったと聞かされていた。

　これまでも、アイリは頻ひん繁ぱんにトリニックから父親について聞かれたが、幼い頃ころの記き憶おくがほとんどない自分が覚えているはずもない。

　さっそく聞かされた『ウィッカの予言』という言葉に、アイリは表情を険しくした。

　職場を離れ、妹の名を使ってまで呼び出すとなれば、明らかに行き過ぎた個人的な行動だ。

　隣にいたハイヅカも、トリニックとの経緯いきさつを知っているだけに、そうとう苛いら立だっていることがわかる。アイリは思い切って口を開いた。

「もう何度もお伝えしているように、私からお話しできることはないんです。父は十五年前に亡くなってますし、私は三歳のときから養父母のもとにいて、両親の話はほとんど聞かせてもらってませんから。私よりトリニックさんのほうが、父についてよっぽど詳くわしいんじゃないかと思います」

　いくら相手が年上の役職者だとしても、あまりに不ぶ躾しつけな態度に出られるとアイリも疲つかれを隠せなくなる。だがそんな執しゆう念ねんこそが、研究者の本質かもしれないとちらりと思う。

「もちろん、イスフェルドさん個人が覚えていないというのなら本当なのだろう。ただ私の話を聞くうち、思いあたることや、記憶の糸口がつかめるかもしれないと思ってね」

　まったく悪びれたようすもなく、トリニックは紅茶のカップを手に取り、中身に口をつけた。

　どこまでも研究のことしか頭になさそうな表情を見ていると、トリニックにとってはカップの中身が水や墨すみだったとしても気づかないように思える。

　すぐにこの場を立ち去ってしまうことも考えたが、アイリはヴァージニーに恩があった。

　──ヴァージニーさんの実力は本物だし。彼女がそれだけ信しん頼らいしてるっていうのなら、トリニックさんのことも無下にはできない。

　かつて『黒の七星旅団』の呪じゆ術じゆつ師しであるコゲツから、アイリが奇き妙みような呪まじないをかけられた際、それを見み抜ぬいて対処法まで助言をくれたのがヴァージニーなのだ。

　彼女はアイリよりも年下だというのに、己おのれの腕だけで店を構えているせいか、驚くほど大人っぽく落ち着いている。

　そんなヴァージニーは、十五年前にミッドパレスで起きた『落日の礼拝』に巻き込まれ家族を亡くしているという境きよう遇ぐうがアイリと同じだった。

　似たような環かん境きようで育ってきたヴァージニーに、親しい気持ちを感じているアイリは、実力で独立し里親を大切にする彼女のことを尊敬していた。

　迷うアイリの胸中などおかまいなしに、トリニックは自分の手元にあるファイルを開くとノートを取り出した。

「私がなにより気になっているのは、『ウィッカの予言』を読み解いたとされている研究記録に、破り去られているページがあるということだ。私がこの記録書を発見したときには、すでに一部が破は棄きされていた」

「研究記録というのは、以前トリニックさんがおっしゃっていた、研究者が三人いて、その『ウィッカの弟で子し』と呼ばれた人たちが書いたものだって話のことですか？」

　アイリの問いに、トリニックはいかにもというようにうなずき返す。

「そうだ、君の父親であるセオドア・モートン、ミッドパレスにあらわれた『黒の七星旅団』を指揮するキアド・ローザック、それにいまや対策室室長であるケネス・コーネルの三名が『ウィッカの弟子』と呼ばれる三人ではないかと考えている」

　トリニックの仮説が信じがたいのは、『ウィッカの弟子』とされる三人の関係だ。

　──もう父さんは亡くなってるし、コーネル室長とローザックは徹てつ底てい的に敵対関係にあるのに。その三人に交流があったなんて、考えられない……。

　トリニックが調べたところによると、かつて三人は七聖府ザインの同期職員として働いていたのだという。

　だが、アイリの父親であったセオドア・モートンは『落日の礼拝』で亡くなり、その大災害を仕し掛かけたのがローザック率いる『黒の七星旅団』だとミッドパレスで知ったばかりだ。

「当時の新聞記事や記録と照らし合わせても、研究機関や『ウィッカの遺産』を調べる人間たちは、彼らに注目していたようだからね。当然なにかの結果をつかんでいるものだと考えられた。しかし、『落日の礼拝』を境に、彼ら三名についての記録はぱったりと途と絶だえてしまった」

　自説を長々と聞かせるトリニックは、まるで獲え物ものをみつけたヘビのように、ひたりとアイリを見み据すえた。

「なかでも特とく徴ちよう的なのは、記録書自体が複数の人間の筆ひつ跡せきでつづられていることだ。そしてわかっているのは、研究記録から破り去られた記述部分が、君の父君の筆跡だと思われるページだったということだよ。となれば、誰が奪うばっていったかによって意図が見えてくるだろう？」

　問い詰つめるようなトリニックの視線にも、アイリはひるみはしなかった。

　それでも、父の名を出されると、心が揺ゆらぐことに自分でも驚おどろかされる。

「ですから、私には父の持ち物はなにも遺のこされてませんし、知ってることなんて……」

「いや、先ほど話しただろう。記録書は、誰かが故意に破りとっている。それは、『黒の七星旅団』を率いるローザックかもしれないし……」

　そこで言葉を切ったトリニックの思わせぶりな視線に、アイリはまさかという気持ちで身構える。

　──トリニックさんは、コーネル室長まで疑ってるってこと!?

　予想もしなかった質問の矛ほこ先さきに、思わずかっと頭に血がのぼる。

　しかしすぐ自分の隣から、物ぶつ騒そうな低い声があげられた。

「……まさかとは思いますが、俺たちの上司に関かかわる、不用意な発言をされるおつもりでしょうか？」

　あからさまに怒いかりを含ふくむ声に、アイリはハイヅカを見た。

　漆しつ黒こくの瞳どう孔こうを囲む銀灰の瞳ひとみは、あきらかな怒りの色に強く輝かがやき、牙きばを剝むく獣けもののような威い嚇かくの雰ふん囲い気きに包まれている。

「もちろん、そうだといっているわけじゃない。あくまで可能性として否定できないということだよ。君たち次し第だいでその可能性を否定することだってできるわけだ……なに、上司の言動や身の回りに気を配ることは、部下の行動としておかしなことではない」

　コーネル室長に対しての諜ちよう報ほう行こう為いをほのめかしているのだと気づき、アイリは怒りのあまり立ち上がろうとした。

　だが、それより早くハイヅカが席を立つ。

　そのままアイリの手をつかむと、トリニックに一言もなく背を向けて歩きだす。

「待ちたまえ。君たちの協力があるのなら、私がこれまでに知り得たイスフェルドさんの父君について情報を渡わたしてもいい」

　投げかけられた言葉に、アイリは首の後ろがすっと冷え、意識が冴さえるのがわかった。

　振ふり向いて、じっとトリニックを見据える。

「必要ありません。父のことを知りたければ自分で調べます。私はあなたの部下ではありませんし、いまうかがった考えにはまったく同意できませんから」

　するとよく言ったとばかりに、ハイヅカが背に手を添そえて外へと促うながす。

　さすがにふたりを包む怒りの空気にあきらめたのか、トリニックもそれ以上呼び止めることはなかった。

　ふたりは『白い蝶ちようの館やかた』を出たところで、やわらかな声に呼び止められた。

「待って、ごめんなさい」

　扉とびらに手をかけて、こちらを見ているのはヴァージニーだ。

　頼たよりなくみえる細い肩かたに、アイリは怒おこりつづけることもできず、ハイヅカに視線で断るとヴァージニーのもとへかけ戻もどる。

「ごめんなさい。ヴァージニーさんのことは好きだけど、どうしてもトリニックさんとはわかりあえない気がする」

　以前ヴァージニーに占うらなってもらったことを感謝していても、これだけは譲ゆずれないとアイリははっきりと口にする。生真面目きまじめなアイリの表情に、ヴァージニーはくすっと苦く笑しようした。

「いいの、わかっていたことだから。一方的に、手紙でお呼び立てして本当に申し訳なかったわ。こんな話、アイリさんは断るはずだって兄様にも伝えたんだけど、あの人は考えたら実行しないと気が済まないから」

　口ではそう言いつつも、ヴァージニーは困ったふうでもなく、トリニックの性格を受け入れあきらめているようだ。

　ヴァージニーはふいに表情を変えると、アイリの顔をのぞきこむように近づく。

「あと、これはお詫わびのつもりではないのだけど、伝えておきたいことがあるの。アイリさん、このところ体調がおかしくなったり、身の回りで妙みようなことがあったりしないかしら？」

　突とつ然ぜんの質問に、アイリは記き憶おくを遡さかのぼってみるが、異変というなら自分よりもハイヅカのようすが気になった。

「いいえ、私自身にとくに変わったことは……どうして？」

「ごめんなさいね。不安にさせようっていうんじゃないの。ただ、水すい晶しようやカードを使ったわけじゃないから、具体的に見えてはいないけど、前にお会いしたときよりもアイリさんを取り巻く星の巡めぐりがひどく変化しているみたい。それにあちらにいる男性って、以前に話に聞いたエン・ハイヅカさんね？　彼の凶きよう星せいにも大きく変化があるでしょう」

　ヴァージニーの言葉はアイリもまったく予想していなかったものだった。思わずハイヅカを振り返ると、不ふ審しんそうに目をすがめている。

「そのようすですと、まだ具体的な現象は起きていないですね。でも、そう遠くないうちに異変が起きるかもしれませんわ」

「なにか悪いことが起きるってことですか？　星の巡りってどういうことなんでしょうか」

　アイリには占せん術じゆつ師しがよく口にする星の位置や力関係については、見ることも感じることもできない。ヴァージニーは、自分が感じとったことをどう伝えるべきかと思案するようだったが、苦笑してアイリの肩を叩たたく。

「あなたたちはお互たがいが少し特とく殊しゆでしょう？　単純に幸運が舞まいこみますとか、凶運に見み舞まわれますという結果にはならないわ。ただ、ふたりともの星の力が強まっていて、それがいままで通り相そう殺さいしあえているうちはいいのだけど、いまはうまく重なってひとつの輪になっている力が、徐じよ々じよにずれてしまって、まったく違ちがう力を持ったふたつの輪になってしまうかもしれないということですわ」

　それでは、アイリとハイヅカが相棒パートナーでいる意味がなくなってしまいかねない。アイリは不安になって尋たずねる。

「原因がなんなのかは……わからないでしょうか？」

「そうね、呪術的な影響とそれが星におよぼす作用があるのかも。もう少し詳くわしく占ってみないといけないかしら。いまの感覚だけではちょっと──もし、明日の夜時間があれば予約を調整できるかも」

　ヴァージニーの申し出は嬉うれしかったが、トリニックを拒きよ絶ぜつしたいま、占術のときだけ都合よくヴァージニーに頼るような真似まねはしたくはなかった。

「お気き遣づかいありがとうございます。ただ、私たち明日にはセントパレスを発たって派は遣けん任務になりますから、数日は戻ってこられません。助言いただいたことは気に留めておくことにします。また、帰ってきたら連れん絡らくしても……？　えぇと占いだけとかじゃなくて、お茶を飲んだりとか、話をしにきたりしてもいい？」

　初対面のときは、まるで妖よう精せいのようなヴァージニーの美び貌ぼうに気き後おくれしてしまったが、こうして近くで話をすれば年とし頃ごろも近い少女なのだ。

　ヴァージニーもアイリの申し出が意外だったのか、一いつ瞬しゆんぽかんとしたあと、花がほころぶように笑った。

「もちろん、ぜひまた立ち寄って欲しいわ。お友達ならお店の予約も関係なく、お茶を飲みにきてくださいな」

　明るい声にうなずいて、アイリは身を翻ひるがえすとハイヅカのもとへと小走りに戻った。

　トリニックに持ちかけられた話題がよほど腹立たしいのだろう。

　いつもよりやや早足のハイヅカに、アイリはなんとか歩調を合わせる。

　やがてそれに気づいたのか、ふっと足をゆるめたハイヅカは前を向いたまま告げた。

「俺は、対策室の人間だ。それにコーネル室長のことを信じてる」

「私だって同じです。トリニックさんの考えには共感できません。対策室だってコーネル室長の尽じん力りよくがあって設立されたんですから」

　答えながら、アイリはハイヅカの横顔を見つめて胸にうずまく不安を口にする。

「あの、さっきヴァージニーさんが教えてくれたんですけど、私たちふたりとも星の巡りがおかしくなってるかもしれないって……もしかしてコゲツが」

「……なるほど、かもしれねぇな。ドロップパレスの襲しゆう撃げきについて、主任もいってたろ。『物理的な攻こう撃げきと呪じゆ術じゆつ的な攻撃』があったって。ドロップパレスといったら、魔ま女じよの総本山があるうえ、この大陸のなかでも優ゆう秀しゆうな術者が多い。そこへ『黒の七星旅団』が呪術をもって仕し掛かけたっていうんなら、やっぱりあいつは生きてたってことだ。複数の魔女を相手に出し抜ぬけるような奴やつはそういない」

　ハイヅカの物ぶつ騒そうな表情に気づいて、アイリははっと顔をあげた。

「やっぱりハイヅカさんのようすが変だったのはコゲツが関係してるんですか？」

　アイリの言葉に、ハイヅカは不敵に唇くちびるをゆがめる。

「そうだ。ここ数日少しだけ試ためしてみてたが、お前から距きよ離りを取ると俺の目の前に落下物は増えるし、失うせ物、壊こわれ物が増える。つまり、俺のこの体質が解消してないってことは、コゲツが生きてるって証あかしでもある」

「ハイヅカさん……まさか昨日いってた『近くにいるとわかんねぇ』って、そんなことを試してたんですか!?」

　どうりでこのところ、やたらと張り詰つめた空気を漂ただよわせていたわけだと、アイリも納なつ得とくしたが不安な気持ちにさせられた。

　ハイヅカが意図的に距離を作って自ら危険なことを試していたという事実に、気づけなかった自分の鈍にぶさにアイリはがっくりする。

「気にしなくていい。俺が気づかれずにやろうとしたら、簡単なことだ。もともとこれはお前のせいじゃないし、俺も周囲に被ひ害がいが最小で済む範はん囲いでしか試してないからな。でも、そろそろ……決着をつけねぇとな」

　落ち着いた声ではあったが、まるでそのときがくれば、どちらかが命を落とさずには済まないといった響ひびきがある。

　アイリはひどく不ふ吉きつな予感を振り切りたくて、ハイヅカの手を引いた。

「だから、相棒パートナーの私がいるんじゃないですか！　さ、帰ったら荷造りしないとですよね。明日にはドロップパレスです」
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　中央都市であるセントパレスから、アルステラ大陸を巡じゆん回かいして走っている列車には、七聖府ザイン職員用の専用車両がある。

　[image: ]れん瓦が造りの駅舎は早朝だというのに多くの人が行き交かう。ここはたくさんの商品が流通するだけに、商用の利用客で混雑するのだ。

　まだ朝あさ靄もやが漂う駅構内に、アイリたち七聖守護物ザインタリスマン対策室の面々は、それぞれの荷物を手にして集合した。朝夕の冷えこみが厳しくなってきたことと、ドロップパレスの森はさらに冷えこむため、誰だれもが防寒用コートをまとっている。

　そんななか、今回の派遣任務で気になるのは、ハイヅカの聖戦器フアランクスである槍斧ハルバートが持ち出せないことだった。

「なんだか、ハイヅカさんが違う武器持ってるのって、違い和わ感かんありますね」

「まぁ……仕方ねぇだろ。あんだけ派手にねじ曲げられたから、修理にかなりかかるってどやされた」

　ハイヅカが苦い表情になるのも無理はない。

　常つね日ひ頃ごろ、七聖府のなかでも特別に使用許可を持つ者だけが使える聖戦器は、七聖府のみで管理製造されている。

　だが先のミッドパレスへの派遣任務での戦せん闘とうで、ハイヅカは支給されていた聖戦器を破は壊かいされてしまったのだ。

　ひとりひとりに合わせて調整されている武器だけに、当然簡単に代わりは出てこない。

　そのため今回は代だい替がえとして、通常の長なが槍やりを支給されているのだという。

「なんか、しっくりこねぇけどな……」

　ハイヅカがぼやきつつ、保護ケースに覆おおわれた長槍と荷物をまとめると、綺き麗れいな若草色のストールを首に巻いたシアーズがあらわれ、全員の顔を見まわした。

「さ、全員そろったわね。とっとと列車に乗り込んでちょうだい。ダリウスの荷物は後部の離はなれた場所に積んで。今日のアダムは…………えっ、嫌いやだ……ちょっとこれ本当なの!?」

　半ば悲鳴じみた声をあげて、シアーズはつかつかとアダムに歩みよると、髪かみの先からつま先までながめまわしている。それに気づいたアイリも小走りにアダムに近づいた。

「どうしましたー、またサイクスさんの上着がねじれてたり、靴くつが左右反対だったりしました？」

　いつものごとく、アダムの難ありの着こなしを確かく認にんしようとしたアイリは、シアーズにぐいっと肩かたを引かれてささやかれる。

「……違ちがうのよ。ないの、乱れてないのよ！　こんなことかつてないことだわ。一体、今回の任務なにが起きるっていうの」

　あまりにも深刻な表情でおびえるシアーズに、アイリも思わずアダムを見あげる。

「サイクスさん、一体どうしたっていうんですか。しかも今日みたいな早朝集合の日に完かん璧ぺきな身だしなみって」

　天変地異の前まえ触ぶれかと、対策室一同にざわめきが走る。

「いえ、そんなに皆みなさんをお騒さわがせするほどのことでは。いつも通りのつもりだったんですが……今日は間ま違ちがえなかったようです」

「つまりサイクスさんが、『やればできる子！』みたいな話なんでしょうか？」

「だとよろしいのですが……」

　アダムのドロップパレスへの思いに特別なものがあるような気がしていたアイリは、想像が半ば確信に変わる。

　──やっぱり、気にしてるのってドロップパレスにいる誰かのことだよね？　サイクスさん本人が無意識だっていうのなら、なおさら心の底では意識してるってことだと思うけど。

　とうとう始めの一歩を踏ふみ出したのかと、アダムの前進ぶりを喜んでいると、隣となりではまだシアーズが動どう揺ようした手つきで自らの髪を整えている。

　アイリはシアーズの背をぽんぽんと撫なでた。

「主任、目の前の奇き跡せきは吉きつ兆ちようですよ。大だい丈じよう夫ぶ、いいことが起きる前触れですから」

　沈しずんだ顔のシアーズを急せかすように列車に乗せると、発車時刻が迫せまっていたのだろう。忙せわしなく蒸気の音を立てて、列車はホームを離れていく。

　揺ゆれる車内で、それぞれが手荷物を整理しようとしたときだった。

「な、なんでここにいるのよ!?」

　シアーズの悲鳴が聞こえ、全員が何事かと振ふり返る。

　すると車両の後部付近の座席に、むくりとうごめく影かげがあった。ぴょこんと立ち上がったのは、布ぐるみのルジャインだ。

「……どうして、電車に乗りこんで。あぁ！　しかもちゃっかり、手荷物タグまでつけられてるっ!!」

　アイリが啞あ然ぜんとしたのは、ルジャインの長い耳の端はしに、オレンジ色の手荷物のタグが揺れていたことだ。対策室全員のトランクについているものと同じであり、つまりは公式に手荷物として認定されてしまったのだろう。

「一体、どっからもぐりこみやがった」

　ハイヅカが手にした槍のカバーを開こうとするのを、ダリウスが頭痛をこらえるように額を押さえて止める。

「バラすのはやめてくれ。昨夜寝ねないで縫ぬい直したんだ。でも、いままでルジャインが地下から出てくることなんてなかったのに……」

　突とつ然ぜんのルジャインの行動には、ダリウスも面めん食くらっているようだ。

　ダリウスが言うとおりルジャインを見ると、これまでと違い体じゅうに走っているおおざっぱな縫い目の色が変わっている。

「ダリウスさんたら、本当にバラして縫い直したんですね」

　これまでくすんだ感じがあったルジャインの手足や、耳らしき部分の布地はぱりっと白さを増し、体の縁ふちを乱雑に躍おどる縫い目は、ピンクや青といったどこか斬ざん新しんな色あわせだ。

「嫌だわ、こんなに真っ白になっちゃって……なんだかこれまでの努力が無に帰したっていうか、積み上げたものが白紙になるっていうか……」

　しょんぼりとつぶやくシアーズは、もはやルジャインの侵しん入にゆう騒さわぎよりも、まぶしい白さにショックを受けているのだろう。

　結けつ婚こんを夢みて真しん剣けんに願いをこめていたシアーズの本気に、アイリは気の毒になって思わず慰なぐさめる。

「主任の希望に色なんて関係ないですよ。それに、いまさらルジャインを列車の外に放ほうり出せませんし、連れていくならカビまみれってわけにもいきません」

　アイリがシアーズと話しているうちに、ダリウスが大量に持ちこんだ自分の荷物から紐ひもをひっぱりだしてきた。

　慣れた手つきでルジャインの首をつかむと、左右の腕うでから頭にかけて、ぐるぐる巻きに縛しばりあげてしまう。最後は座席の脚あしに紐を結びつけると、出歩けないようにしてしまった。

「本当に思わぬ旅の供になってしまいましたが、仕方がありませんね」

　アダムが呆あきれたようにルジャインの頭をぽんぽんと撫でると、全員がようやく落ち着いてそれぞれ座席に向かう。

「ほら、シアーズ主任はここに座ってください。今日も髪かみ型がたから化け粧しようまでばっちりですよ。現場復帰最初の任務ですもん、張り切っていきましょう！」

　そう言って、アイリはシアーズの向かいに座る。後ろの席には、ハイヅカがアダムと向かい合って座ったようだ。

　アイリが荷物をとるついでに視線をやると、やはりアダムのようすがいつもと違う。

　これまでなら、移動中の車内ではほぼ寝ね倒たおしていたのに、今日は背筋をしっかりのばして窓の外へ視線を向けていた。目的地に到とう着ちやくするのが待ちきれないのか、流れ去る景色の先へ先へと気持ちを焦あせらせているように見える。

　ハイヅカもいつにない様子のアダムが気がかりなのだろう。言葉をかけるわけではないが、視界に入る場所にいると決めたようだ。

　全員が席に落ち着いた頃ころ、シアーズの動揺も収まったのか、引き締しめた表情でファイルを開くと書類を手に立ち上がった。

「さ、注目！　これから向かうドロップパレスの状じよう況きよう確認をしておくわ。昨日まで現地に駐ちゆう屯とんしていた軍部から、最新の報告書がきているの。七聖守護物ザインタリスマンについての言げん及きゆうがあるわ」

　聞かされた言葉に、全員の顔に緊きん張ちようが走る。

　なにしろ、前回派は遣けん調査に向かったミッドパレスで、『黒の七星旅団』は七聖守護物である『大鏡』を使って罠わなを仕し掛かけてきたのだ。

　シアーズもミッドパレスでの派遣任務について、コーネル室長による報告書で把は握あくしているようだ。

「前回のミッドパレスに『黒の七星旅団』があらわれた事件から、ドロップパレスへの襲しゆう撃げきまではほぼ間がないといっていいわ。室長の報告書を見ても、彼らの狙ねらいは七聖守護物だけど、単に壊こわしたり奪うばうだけではない、別の目的が考えられるということだったわね」

　アイリもシアーズの報告に、『黒の七星旅団』の動きを思い起こした。

　ミッドパレスで、『黒の七星旅団』を率いる男、キアド・ローザックとはじめて対面し言葉を交かわしたのだ。

　さらにアイリはローザックと、七聖守護物である『大鏡』を奪い合うことになった。

　そのとき、『大鏡』に触ふれていたアイリは、過去の光景と思われる不思議な景色をみたのだ。

「シアーズ主任、私が『大鏡』に触れて見えた光景は、ローザックも知っている可能性があります。そのせいで今回のドロップパレス襲撃が行われたのだとすれば、やはりここに『風の天窓』の『鍵かぎ』に関する目的があるんじゃないでしょうか」

　アイリの言葉にシアーズも気難しい顔で書類を握にぎる。

「奴やつらを追い詰つめるには、対策室うちも迅じん速そくに動く必要があるわ。アイリがタロットを使った占うらないでドロップパレスの名を導き出していてくれたことで、今回の申しん請せいもすんなり通ったのよ」

　それはアイリが特とく殊しゆなタロットを使って、『鍵』について占った結果だったが、気になることは他ほかにもあった。

「前回同行した研究室のトリニックさんの話では、『黒の七星旅団』の狙いは『風の天窓』を開けることでした。いままでの犯行も、最終的には同じ目的だったと思われます……」

「そうなのよね。だとすれば、奴らの動きからしても、『風の天窓』の『鍵』の在処ありかがドロップパレスにあるって考え方が有力かしら」

　シアーズが口にするとおり、本来ならその予測は間違ってはいないだろう。

　心のなかの疑問に、アイリは思わず視線をダリウスに向けそうになるのをこらえる。

　──ミッドパレスでタロットを使ったとき、ダリウスさんの手に浮うかびあがった痣あざは、『大鏡』が見せた光景に出てきたものと同じに見えた。

　しかし、ダリウス自身はあれ以来、痣について口にすることはない。その後も注意して手を見ていたが、すでに痣は消えてしまったようだ。

　──守護物タリスマンや呪じゆ具ぐに詳くわしいダリウスさんのことだから、タロットの力の影えい響きようを受けたりなんてことがあったのかも？

　先せん輩ぱいであるダリウスが、職務熱心なことはアイリもよくわかっている。

　自分の身に起きたことでも、報告が必要と判断すれば、隠かくし通したりはしないだろう。

　アイリが考えていると、ちょうどシアーズがダリウスに指示をしたようだ。

　書類を手にしたダリウスは、いつもと変わらぬようすで口をひらく。

「今回の『黒の七星旅団』の襲撃で、ドロップパレスが受けた被ひ害がいについては、僕から報告させていただきます。都市内部の森林への被害はもちろん、魔ま女じよたちの住処すみかである『魔女の書しよ架か』も一部が損そん壊かいし、火が放たれました。これらの被害確かく認にんや侵しん入にゆう者しやの排はい除じよ、建物の修復については軍部の手もあり間に合っているようです。ただ、なかでも深刻なのは……七聖守護物ザインタリスマンの破損があるということです」

　やや声が潜ひそめられた報告に、アイリはハイヅカやアダムと顔を見合わせた。

「破損っていうと、もう七聖守護物としての力を持たないってことですか？」

「いや、それは現物を見てみないとわからないな。とにかく敵は、この地の魔女の力を侮あなどってはいなかった。七聖守護物のある部屋に直接侵入はせず、魔女たちが作った護まもりの最も近い位置で強い呪を放ったようだ。七聖守護物を奪えなくても、使えなくなるようにしたかったのかもしれない」

　ダリウスの言葉に、アイリはますます『黒の七星旅団』で呪じゆ術じゆつを操あやつるコゲツの姿を思い浮かべた。

　現在はドロップパレスから軍部の人間が引き上げ始めたとはいえ、油断ならない状態には変わりない。

　ダリウスの報告が終わると、同じく厳しい面おももちで、シアーズが再び口をひらいた。

「とにかく、私たち対策室が派遣される以上、現地で確認するのは七聖守護物の破損状況と、修復見込み。ドロップパレスに呪じゆ詛そが残存しているなら、被害を見み極きわめる必要があるわね」

　その言葉に、誰だれよりも真剣な表情を浮かべていたアダムは、憂うれえるような横顔で、窓の外へ視線をむけた。




　やがて、対策室一行を乗せた列車はドロップパレスの駅舎へと到着する。

　アルステラ大陸の各都市を結ぶこの列車は、連合議会において敷ふ設せつ工事が実じつ施しされたため、どの都市の駅舎も似た造りになっており、さほど違ちがいはない。

　それでもホームに降り立つと、身を包むひんやりとした空気に、緑の香かおりと水気を含ふくんだ土の匂においが感じられた。

　ハイヅカにトランクを運んでもらったアイリは、ダリウスの鞄かばんを降ろすのを手伝う。

　荷物と一いつ緒しよにルジャインを降ろした途と端たん、すぐに逃にげ出すそぶりを見せたため、アイリは首にかけた紐ひもを必死に握るが、結び目がほろりと解けた。

「あぁぁっ、しまった。紐がっ！」

　思わず叫さけぶと、すぐ先に立っていたハイヅカが、手にしていた長なが槍やりの入ったケースでルジャインの足をすくい上げてはらった。

　駅のホームに、ぽーんと白い物体が舞まい上がる。

　ルジャインの影かげが遠くなり落下するまでの間に、ハイヅカは長槍を覆おおうカバーのジッパーをジャッと音を立てて開いた。

　すぐさま槍の穂ほ先さきを空に向けると、落ちてくるルジャインの喉のど元もとにひっかけてぶら下げてしまった。

「ハ、ハイヅカさ……」

　まさかしとめてしまったのではと、アイリは口元がひきつったが、ハイヅカは否定するように首を振ふった。

「いーや、殺やってない。破いたりしたらダリウスが大だい激げき怒どだろ」

　確かによく見ると、ルジャインの首元に残っている紐の端はしに器用に穂先がひっかけられている。しかし首を中心にだらんとぶら下がって、ジタバタしている格好は、あまりにも物ぶつ騒そうかつ禍まが々まがしい。

　アイリはなんとかルジャインの手を捉つかまえると、もう一度首にしっかりと紐を掛かけた。

「もう勝手は許しませんからね。まったく列車に忍しのびこんだうえに、あんなことするから主任がすっかり落ちこんじゃったじゃないですか」

　アイリがちらりと視線を向けると、荷物を足もとに置き、予定表に目を通すシアーズの姿がある。

　その背筋は心なしげんなりと見え、明らかに動どう揺ようから立ち直っていないとわかる。

「なんだ、ルジャイン得意のフォーチュンクッキーで、主任の婚こん期きも大だい打だ撃げきか」

　占いが書かれた紙が入った、ぷっくりと膨ふくらんだ小さなクッキーをルジャインはよく人に投げつけるが、占いの中身は痛いところを的確に突ついてくる。

「そうなんですよ。ただでさえ、ルジャインの白さに主任が怯おびえてるっていうのに。えーとなんだったかな、内容は『覆ふく水すい不ふ変へん』とか『逃のがした魚は大きい』とか『水すい泡ほうに帰す』とか……そりゃもう、主任の心をえぐることえぐること」

　可哀かわい想そうにとアイリがため息をつくと、ハイヅカも「ひでぇことを……」と同意する。

　それでも目的を見失いはしなかったのか、シアーズはドロップパレスの迎むかえの使者があらわれると、てきぱきとやりとりを交かわし始めた。

　話がまとまると、各自の荷物を預けたあと、駅舎の外へと出るように指示を出す。

　驚おどろくことに、駅がある場所から魔女たちが居住する『魔女の書架』と呼ばれる塔とうまでは、馬で進むことになるようだ。

　迎えにきた人間の大半が女性だというのは、他の都市ではあまり目にしない光景だった。

　山道を馬で行けるほど乗馬経験のないアイリは、ハイヅカが手た綱づなを取る馬の前に、相乗りさせてもらうことになった。

　鞍くらに引き上げられたあと、馬上から周囲の景色に視線を奪うばわれていると、ハイヅカに問いかけられる。

「アイリ、やたら嬉うれしそうだが、お前ドロップパレスについて詳しいのか？」

「そうですね、私が知ってるのはおおまかなことだけです。魔女と呼ばれる女性たちは、呪術や占せん術じゆつの腕うでを認められていて、市民が暮らす平地とは分かれて魔女の森で暮らしてるんですよね。あと、『女王』というのもいまは尊そん称しようで、この辺りがまだ国として存在していた頃ころの名残なごりだって。当時の王家の系けい譜ふに連なる方がいまの女王で、星ほし鎮ちん守じゆを務めているはずです」

　昨夜、さらいなおしたばかりの知識をアイリが口にすると、後ろから馬を寄せていたアダムが「さすがですね」とうなずいてくれた。

「イスフェルドさんのおっしゃる通り、魔女たちは優ゆう秀しゆうな術者である方がほとんどです。そのため戦時にはもちろん、政治利用されることを避さけるために、森全体に複雑なめくらましがありひっそり暮らしているんです。本来は、こうして迎えの人間がいなければ、部外者が侵入できるはずはないのですが、今回の襲しゆう撃げきは起きてしまった。当然、『黒の七星旅団』にも力ある術者がいたということです」

　やや硬かたくなるアダムの声からも、『黒の七星旅団』の行動力や、常識を覆くつがえしてしまうコゲツの力の底知れなさを感じる。

　アイリは自分の目の前で手綱を握にぎるハイヅカの手に、ぎゅっと怒いかりの気配がこめられたような気がした。

　大荷物のあまり、遅おくれて駅舎を出たダリウスは、結局アダムの馬に乗せてもらったようだ。

　シアーズは颯さつ爽そうと鞍に跨またがったことから、乗馬経験が豊富なのだろう。

「ま、軍部の人間は大たい抵ていの乗り物はこなしてるからな」

　そう教えてくれるハイヅカの声が、首筋の間近で聞こえてアイリはつい首をすくめる。

　馬上では思った以上に体が密着して胸が落ち着かなくなるが、自分が離はなれることでハイヅカが落馬したり、馬が怪我けがをしたりするかもしれないと考えて動くのを諦あきらめた。

　──まだわからないけど、ヴァージニーさんの言葉が気になる。私はともかく、ハイヅカさんの凶きよう運うんが強まってるかもしれないなら、油断しないほうがいいよね。

　先導する馬について一同が森へと踏ふみいると、水を含み腐くさった落ち葉が積もる道がつづく。

　頭上高く生おい茂しげる木々の下、木こ漏もれ日もほとんど届かない森は、かなり薄うす暗ぐらくときおり鳥の鳴く声が響ひびいた。

　木々の大きさや枝の広がりが奇き妙みように入り組んでいるため、勝手に森に入りこんだ者の大半が迷ってしまうのも納なつ得とくの、複雑な地形をしていた。

　アダムの説明で聞いた通り、ドロップパレスの魔ま女じよの森に入るのは、簡単なことではないとわかる。

　こうして公的な形で訪おとずれることができるのは貴重な体験だと、アイリが周囲に目をやっていると、ふいに目の前がぐらりと揺ゆれた。

「あ、あれ!?……っとと」

　目眩めまいというには、あまりにも急激に視界が傾かたむく。

　頭上の枝葉が強風でしなり、地面へ下りて来たのかと錯さつ覚かくするほど大地が斜ななめになると、空と足もとがぐるりと入れ替かわるような違い和わ感かんに襲おそわれる。

「アイリ!?」

　ハイヅカがとっさに、アイリの腰こしごと体を引き寄せてくれたおかげで落馬はまぬがれたが、しばらくは声もだせずに馬の首にすがってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　異変に気づいたのか、アダムが手綱を繰くりハイヅカと馬を並べる。

「すみません。もう、大丈夫みたいです……なんだったんだろいまの」

「先ほども少し話にでましたが、森の一帯には魔女の護まもりが幾いく重えにもめぐらせてあるんです。案内人のおかげで通常は惑まどわされないはずなんですが、イスフェルドさんは常人離ばなれした幸運体質の方ですし、人とは違う影えい響きようを受けるのかもしれませんね」

　初めて耳にする話に納得しつつ、アイリはゆっくりと体を起こす。

　脳のう裏りにはヴァージニーから聞いた、ハイヅカと自分の星の力の拮きつ抗こうが崩くずれつつあるという言葉がよぎる。

　それを気取られる前にと、アイリは背筋をのばして、冷たく湿しめった空気を深く胸に吸いこむ。

　すぅっと頭に涼すずやかな風が通ったようで、少し頭がすっきりした。

　アダムの言うように、魔女の森に特とく殊しゆな護りがあるのなら、自分と対極にあるハイヅカにも影響があるかもしれない。自分のことはともかく、ハイヅカの凶運が強まっていくかもしれないことが気になり、アイリはそっと視線をあげてみた。

　すると背中に寄り添そうハイヅカの端たん整せいな顎あごの線と鋭するどい瞳ひとみに見下ろされて、慌あわてて目をそらすはめになる。

　──だ、駄だ目めだ！　ハイヅカさんと離れても危ないけど、近すぎるのも心臓に良くない。ほんと良くないってば。

「アイリ、またさっきみたいな目眩があったらいえよ」

「あ、はい」

　再びハイヅカの腕が腰に回され、戸と惑まどいつつも心配をかけてしまったらしいと、アイリは馬の鞍をしっかりと手でつかむ。

　ゆるやかに曲がりくねる小路を一時間ほど行くうちに、細く舞まう糸のような銀の霧きりがあたりに漂ただよいはじめる。

「この霧……」

「そう、これも魔女たちの仕し業わざです。霧に迷わされず正しい道を歩む者だけが、湖に浮うかぶ塔にたどり着くことができます」

　やがていっそう霧が濃こくなると、隣となりにいるアダムの輪りん郭かくもぼんやりとしてしまい、互たがいの馬の足音だけを頼たよりに前へと進む。そんな視界が、ふいに晴れた。

　そこは霧が雨に変わる場所であり、木々が切れて広がる草原の中央にはぽっかりと巨きよ大だいな湖が見えた。

　底が白い岩がん盤ばんなのか、明るい水色に見える湖の中心に造られた象ぞう牙げ色いろの塔は、まるで自然が作り出した塚つかに似て、すんなりと滑なめらかな風合いだ。

　湖から塔の正門へはかろうじて馬が歩ける細い橋が渡わたされており、慎しん重ちように馬が進められる。

　驚いたのは、正門をくぐって通された塔の中へと入ってからだ。

「……え？　えぇ!?　なんか、すごく広くないですか？　それに、なんだか窓から見える景色もさっきと違ちがう」

　外から目にした塔は、ほっそりとして天高く伸のびていた印象だった。

　しかし中へ入ると、奥行きのあるホールがいくつも連なり、アーチを描えがいた高窓から入る光は明るい。

　外の雨が噓うそのように光に満ちた、品の良い調度に彩いろどられた広間を見み渡わたしてアイリは首を傾かしげた。

　すると、背後にいたダリウスが小声で教えてくれる。

「君は声がでかいよ。知ってるだろ、『魔女の書しよ架か』では術者の力が働いてる。さっき僕たちが目にした塔の外観も降ってた雨も、全部が魔女たちの力によるものだ。たぶんあの橋にしたって誰だれにでも渡れるものじゃないだろうね。目に見えるものに囚とらわれてると驚いてばかりになるぞ」

　セントパレスにある占術師通りでも、ドロップパレス出身の術者が『魔女』と呼ばれ、特別視される理由を目まの当たりにした気がして、アイリはひとり感心していた。

　しばし控ひかえの間と思われる部屋で待たされた一同の前に、気配を感じさせずあらわれたのは、淡あわい若草色の裾すそ長ながの衣ころもをまとった女性だ。長い髪かみを編み、右の肩かたへと垂らすその姿は、塔のなかで目にするほとんどの女性に共通するものだ。

「これから、イルメリア女王がお会いになります。塔とうの最上階までお越こしください」

　シアーズのあとにつづき、アイリたちは螺ら旋せん状の明るい階段を上っていく。

　途と中ちゆうで目にする回かい廊ろうの人ひと影かげは女性たちばかりであり、ここが『魔女の書架』と呼ばれるせいか、男性がいないことにアイリは気づいた。

　それでも対策室の人間が性別を問わず迎むかえ入れられたところをみると、男子禁制というわけでもないのだろう。

　塔の内部は基本的に蔦つた草模様や花を象かたどった細かな彫ちよう刻こくで飾かざられているが、色はすべて白に近い淡たん黄こう色しよくのため、卵の中にいるようなやわらかさがある。

　ゆったりとした幅はばで伸びる階段を五階分ほどあがると、ようやく独立したひとつの広間へと出た。

　対策室の全員が通された最上階は、白い石いし床ゆかに空色の絨じゆう毯たんが敷しかれており、その先にある巨大な天てん球きゆう儀ぎは見る者を圧あつ倒とうする迫はく力りよくがあった。

　天球儀の真下には、群ぐん青じよう色いろのほっそりとしたドレスの人物が立っていた。

　衣い装しようのスカート部分は大だい胆たんに切りこみが入り、足もとは編み上げの細身の長靴ブーツに包まれている。

　午後に降り注ぐやわらかな日差しを思わせる、淡く輝かがやく金の髪は複雑に編み込まれ、水すい晶しようの飾りでまとめられていた。

　まるで宝石で作られた騎き士しにも見える、美び麗れいで凜り々りしい女性がイルメリア女王だろう。

　白い肌はだの秀ひいでた額、大きな瞳は虹こう彩さいの上半分が鮮あざやかな緑で、残りは湖水のように澄すんだ青だ。それこそがドロップパレスの魔女の特とく徴ちようでもあった。

　アイリたちが近づくと、不思議な色合いの瞳が不安げに瞬またたき、ほんの一いつ瞬しゆん止まって見開かれた。

　視線の先にアダムが立っていることに気づき、アイリは驚おどろいて女王を見た。

　次の瞬しゆん間かんには、華はなやかな笑え顔がおが浮かべられ、アイリの視線は釘くぎ付づけになる。

　常人ばなれした美び貌ぼうと気品、近寄りがたさを覚えるほどの空気をまとって見えるが、大きな瞳のまたたく様や、ほんのり色づく唇くちびるの動きは目を惹ひきつけられてやまない。

　しかし、まばゆいばかりの笑顔は、女王自身が視線を動かすことでふっと消えてしまった。

「この度たびは、七聖府ザインから対策室の皆みな様さまにおいでいただくことになり、感謝するとともに申し訳なく思っている。私が都市ドロップパレスにて、星ほし鎮ちん守じゆを任されている、イルメリア・ロア・クロシーズだ」

　ドレスの裾をさばいて会え釈しやくしたことで、袖そでのドレープが揺れると、腕うでに包帯らしきものが巻かれているのがわかる。

　女王は無事だという情報はあったが、やはり『黒の七星旅団』襲しゆう撃げき時に怪我けがを負ったのだろうか。

　それでも、女王自身がこうして気づかせまいとして装よそおいを選び、客人の前に出てこられるのであれば、深傷ふかでではないのかもしれない。

「見てもらいたいものがある。こちらへきていただけるだろうか」

　そう告げると、イルメリア女王は白いまぶたを伏ふせ丁てい寧ねいに会釈した。

　彼女はドロップパレスでかつての王家に連なる人物だが、七聖府に対してはあくまで星鎮守として振ふる舞うつもりなのだろう。

　過去には独立国家であり、個別の民族だった民たみは、ウィッカが与あたえた七聖守護物ザインタリスマンによって、互いに結びつきを持った都市として機能している。

　──すごく綺き麗れいな方なのに、口調や衣装が変わってるのって魔ま女じよだからなのかな？　でも、身分をかさに着る人じゃなさそうだから、話もきちんとできそう。

　イルメリア女王は憂うれえるような顔つきで、対策室一同を招いて背を返すと歩きはじめた。

　アイリたちは、誘いざなわれるまま天球儀の奥へと足を進める。

　向かった先には幾重にも紗しやが下ろされており、魔女と思わしき衣装の女性たちがひざをつき面おもてを伏せている。

　普ふ段だんは人が出入りすることがあまりない、特別な場所だという空気があった。

　奥の間にある祭さい壇だんの壁へき面めんには、初めて目にする図ず柄がらが描かれた巨大なタペストリーがかけられ、祭壇上には半円を描いて、文字か絵かわからない模様を象った彫刻が並べられている。

　女王は祭壇に目をやり、少しだけ曇くもった表情を浮かべた。

「本音を申せば、このような状じよう況きようで七聖府ザインの方々にお会いしたくなかった。私が星鎮守としていたらぬばかりに、『黒の七星旅団』の襲撃に屈くつしてしまいお恥はずかしいばかりだ」

　魔女たちを束ねるといわれる立場だけあり、イルメリア女王は今回の事態にひどく責任を感じているようだ。

「この部屋の祭壇に、七聖守護物ザインタリスマンが安置されている。残念ながら、一部に破損があるため従来通り使うことはできないのだが」

　隠かくし立てすることなく、すぐにでも七聖守護物を見せてくれるつもりらしい。

　七聖守護物を「使う」という言葉に、ダリウスが強い興味を覚えたのか、瞳ひとみを光らせるのがわかった。

　イルメリア女王はなにごとかをつぶやきながら、半円を描くような祭壇の中央に手を伸ばすと、白く滑らかな物体を持ち上げた。

「これが、ドロップパレスの七聖守護物、『ダァトの目』だ」

　差し出されたのは、手のひらよりやや長細い仮面だった。平たい貝に似た質感だが、仮面の縁ふちが規則的に波うち、鳥の羽のようにひろがっている。

「『目』とおっしゃいましたが、マスカレードの仮面のように見えますね。これを使うことができるのですか？」

　質問を投げかけたのはダリウスだ。

　やはり研究者としての好こう奇き心しんが抑おさえきれないのだろう、熱心な顔つきに女王もやや表情をやわらげる。

「あぁ、そうだ。これは使う者によって、見せるものが違う」

「見せるもの……？　仮面を使ってなにかを見るということですか？」

　イルメリア女王は、細い首でこっくりとうなずいた。

「基本的には、仮面をつける人の潜せん在ざい的に持っている運気であったり、星の影えい響きよう力によって見えるものは違ってくる。たとえばだが、あなたがこの仮面をつけて私を見たとする。すると私が生まれた日のことや、即そく位いの光景が見えるかもしれない。そんな情報から、私が何者であるかを知ることもできるだろう。だが別の魔女が同じことを行った場合、私が即位式でなにを感じてどう思ったかまで読み取れたり、ひょっとすると未来の葬そう儀ぎの光景を見るかもしれない」

「つまり、同じものを見たとしても、仮面を手にする人によって見え方は違ってくるということですね」

「おっしゃるとおりだ。……本来、この仮面が意味するものは『隠された知識』ともいわれている。この世の理ことわりを超こえた、深しん淵えんからもたらされる真実を運ぶのだと──」

　イルメリア女王の言葉に、ダリウスは深くうなずくと七聖守護物ザインタリスマンを慎しん重ちような手つきで受け取った。

　手の中の白い仮面にダリウスはまじまじと視線を落とす。

「『ダァトの目』についてですが、いま拝見する限りではこのひび割れてみえる傷が、ウィッカの印を遮さえぎっています。このままでは、七聖守護物としての力が削そがれてしまう可能性が高い。早急に修復にかかったほうがよいでしょう」

　現物を見ての判断はダリウスにしかつかないが、事は一刻を争う事態のようだ。

　深刻な声の報告を聞いて、上官であるシアーズがさっとうなずき返す。

「そうね、現場での修復は異例のことだけど、本庁に許可を求めるわ。『黒の七星旅団』の襲撃があったばかりのいま、現地から七聖守護物を持ち出すのは得策とも思えないもの」

　頼たのもしい声でそう告げると、さっそくドロップパレスの駐ちゆう在ざい所しよへ向かうといい、先に退出することになった。

　その背中を見送って、アイリはほっとしていた。

　──シアーズ主任がせっついてくれるなら、きっと明日には許可が下りるはず。それにダリウスさんの腕があれば『ダァトの目』は使えるようになる。だとしたら……。

　自分にできることは、タロットを使って占うらないをすることなのだろうかとアイリは考えつつも、もうひとつの記き憶おくが脳のう裏りをよぎる。

　ミッドパレスで、七聖守護物である『大鏡』に触ふれて見えた場所についてだった。

　──あれは深い森の中だった。もしそれがこのドロップパレスの『魔女の森』での出来事なら、『ダァトの目』が修復されることで、『黒の七星旅団』の目的がわかるかもしれない。ローザックたちが狙ねらう『鍵かぎ』についてのことも……。

　ドロップパレスの七聖守護物は、『黒の七星旅団』にとってなにか大きな意味があるのかもしれないとアイリは感じていた。

　先ほど聞いたばかりの話を振り返っても、『ダァトの目』の力を借りられれば心強い。

　話を聞いていたイルメリア女王は、遅おそくとも明日には修復作業に移れるかもしれないという話に、ほっとしたようすだ。

「まだ塔とうの一部も修復中なのだが、少しでも体を休めてほしい。追って使いの者を、食事の案内に向かわせよう」

　きびきびとした声で告げられ、アイリたちは恐きよう縮しゆくしつつ塔の最上階を後にすることになった。

　だが、女王のいる間を出て階段へと向かう前に、アダムが一瞬だけ振り返ると、足を止めたのにアイリは気づいた。

　祭壇がある間の入り口に重ねられた紗の端はしに、とどまっている女王の姿が見える。

　まるでアダムを射い貫ぬくように、鋭するどい視線を向けているようすが気になった。

　思わず息を詰つめたアイリが瞬いた次の瞬間には、すでに紗の向こうに人ひと影かげはなく、アダムもハイヅカと並んで歩きだしている。

　──な、なんだろいまの？　イルメリア女王ってちょっと変わってるけど、ひょっとしてサイクスさんとなにかあったのって、色っぽい話じゃなくて、問題のほうだったのかも!?　いまのだって恋こいするふたりっていうより、にらみつける視線って感じだったんだけど……。

『魔女の書しよ架か』に着くまでは、日ひ頃ごろみないアダムの態度から、てっきり恋しい女性を心配してのことなのだと予想していたのだ。

　だが、美び貌ぼうの女王が見せる少年のような言こと葉ば遣づかいや、甘さの感じられない空気にアイリはわからなくなってしまった。

　人の恋こい路じに首をつっこんでいる場合ではないと思いながら、これまで女性に取り囲まれてもマイペースだったアダムが、明らかに妙みようなようすなのが気がかりだ。

　恋であっても、恨うらみであっても、ふたりの間にどこか触れがたい空気があることだけは確かだと感じつつ、アイリは移動することにした。

　外観よりもはるかに広い内部に思える、不思議な塔を三階まで下りていくと、来客用の部屋がいくつか並んだ廊ろう下かがつづいている。

　ダリウスやアダムが最も奥まった部屋へと案内され、それぞれの荷物を部屋の中へと運び込む。アイリは渡わたされた部屋の鍵と扉とびらを見て、すぐ隣となりを見た。

「やっぱり、ハイヅカさんの部屋は隣なんですね」

　もとから男性が逗とう留りゆうすることは少ないのだろうが、塔の魔女たちも戸と惑まどいつつ案内してくれたようだ。

「あぁ、シアーズ主任が話を通してるんだろ。ちょうど俺とお前の部屋を境に、男と女に分かれてるみたいだな……別に俺は、同室でもかまわないけどな？」

　確かに日頃から別館ではお互たがいの部屋しかなく、アイリは食事時ともなれば自由にハイヅカの部屋に入り浸びたっている。

　だが、単に食事を共にするのと、同じ部屋で寝ね起おきするのでは意味が違ちがう。

　かつて酔よっ払ぱらって朝までハイヅカの部屋に居座ったこともあったが、アイリ自身記憶が曖あい昧まいなのを幸いに、それはなかったことにしていた。

「……いえいえいえ。客先で妙な印象を与あたえるのは感心しませんし、お断りします」

　からかうようなハイヅカの言葉に動どう揺ようするまいと、顔をそむけてさっさと部屋に入ろうとしたアイリの手に、背後からハイヅカの手が重ねられた。

「もうっ、ハイヅカさんふざけるのは……っ」

　怒おこって顔をあげると、すぐ間近に寄せられたハイヅカの瞳がある。

「ふざけてない。昼間、調子悪かったろ。部屋でも具合悪くなったら壁かべを叩たたくなり、ブレスレットを外すなりすればわかるから、無理するなよ」

　まっすぐに心配しているのだと告げられ、アイリは自分でも驚おどろくほど動揺した。

　嬉うれしいような泣きたくなるような気持ちにさせられ、うまく表情が取り繕つくろえない。

　小さくうなずくと、逃にげるように扉を開けて中へと飛びこんだ。

　──び、びっくりした。私……どうしてこんなになっちゃうんだろ？

　だが、ふと気づいた。いつもハイヅカの凶きよう運うんを気にするあまり、自分が一方的にハイヅカの身の回りや気配を気にしているのだと思っていた。

　──でも、違う。きっとハイヅカさんは私のこともっとよく見てくれてる。食事のときだって、今日ここに来るまでだって。

　アイリは妙に気き恥はずかしくなると、そのまま部屋の寝しん台だいに座りこんだ。

　ハイヅカのことをずっと相棒パートナーだと思っていた。もちろん、新人の自分は足手まといになることも多い、最初からわかっていたことだ。

　それでも、幸運体質の自分だから役立てることがあるのだと、ひそかに自負していた。

　いま胸が騒さわいでいるのは、職場の同どう僚りようとしてだけではない。『自分が思っているより、ハイヅカが自分を見てくれているかもしれない』と感じたからだ。

　どうしてこれほど気持ちが揺ゆれるのだろうと、アイリは自分の頭を抱かかえたが、はっと顔をあげた。

　──あぁ、そっか。ハイヅカさんも、少しは私のことを意識してくれてるのかなって思ったりして……きっと、そういうことだよね？

「駄だ目めだ……欲よく張ばりそう」

　部屋で悩なやみつづけたアイリは、いつのまにか自分の腹部が空腹を訴うつたえているのに気づく。

　──おかしい。昔読んだ物語じゃ、女性は恋をするとものが食べられないって書かれてた気がするんだけど……あ、でもお腹なかが減るほど考え事に消しよう耗もうしちゃうってことなのかも！

　夕刻を迎むかえて、晩ばん餐さん用のホールへと招かれたときには、アイリは食べすぎ防止のためハイヅカから離はなれた席につくことにした。

　塔の二階に設けられた食事のための広間は、普ふ段だんは多くの人を招いた晩餐もあるのか、かなり大きく造られており、ダンスホールにもできそうだ。

　長ちよう卓たくの上にはあまり目にしたこともない花実が飾かざられ、光るほど磨みがき抜ぬかれた銀器が並べられている。

　大ぶりの硝子ガラス食器に盛られた色いろ鮮あざやかな野菜や、森で手に入るのだろう目にしたこともない木の実や果物が目にも美しい。

　メインに運ばれてきたのは、森で獲とれる山鳥を石いし窯がまでこんがりと炙あぶったもので、香こう草そうやキノコが詰めこまれた軟やわらかい肉は風味もよく、いくらでも食べつづけられそうだ。

　豪ごう勢せいな食事を目の前にしたアイリは、いまはとにかく、胸むね一いつ杯ぱいになるのではなく腹一杯になるべきなのだと自分に言い聞かせ食事をつづける。

　そして恐おそろしいことに、空腹が満たされるにつれ先ほどの不安定な心の揺れを忘れてしまえそうだった。

　食事が済むと、イルメリア女王はそれぞれにくつろいで欲しいと告げ、隣りん室しつに飲み物の用意があると口にして広間を出て行った。

　ごく自然にその後を追うように、アダムが席を立ち隣室へと向かう。

　思わずアイリはハイヅカを見ると、ハイヅカもまたぽかんとしたようにアダムが消えた方角を見ていた。
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「失礼します。イルメリア女王、こちらにお邪じや魔ましてもよろしいでしょうか？」

　イルメリア女王を追ったアダムは、隣室の入り口で問いかける。

　すると、部屋の奥に置かれたソファから答えが返った。

「許す」

　短い返事は、少しだけ不ふ機き嫌げんそうだ。

　その理由がわからず、アダムはそっと部屋へ足を踏ふみ入れた。こぢんまりとした広間はシャンデリアではなく、隅すみに飾られた燭しよく台だいでほんのりと明るさが届いている。

　ソファに座ったイルメリア女王は、豪ごう華かなドレスの裾すそを広げ、長靴ブーツに包まれたすんなりとした足を組んだまま、美しい瞳ひとみでじっとアダムをにらみつけた。

　ほんの数年で少女は見み違ちがえてしまうものだと、アダムはまぶしいような思いにかられる。

　自分が護衛についた頃ころとは違う、『魔ま女じよの書架』の頂点にふさわしい威い厳げんと、美貌を兼かね備えた女性の姿におごそかな気持ちで口をひらく。

「──あの……」

「つまらないぞ」

「……は？」

「ずいぶん久方ぶりに会えたというのに、そなたはなんだ。髪かみも制服もきちんと整っているそなたなど、まったくもってがっかりだ」

　まるで子供がふて腐くされるように唇くちびるをゆがめたイルメリア女王に、アダムはつい苦く笑しようした。

「まさか、身だしなみを整えたせいで、苦言をいただくとは思いませんでした」

「私は、今日の再会をひそかに楽しみにしていたのだ。アダム、そなたがあらわれるのなら、きっとまた寝ね癖ぐせを引っ張らせてくれるだろうとな」

　イルメリア女王はじつに嬉しげな笑え顔がおで、傍かたわらのテーブルから果実酒のグラスを取り、アダムに差し出す。

　アダムは女王の側そばへ歩み寄ると、床ゆかにひざまずきグラスを持ったイルメリア女王の手に触ふれた。

　その手をやや高く掲かかげると、ドレスの袖そでがはらりと流れて包帯が巻かれた腕うでがあらわになる。

　イルメリア女王の眉まゆ根ねが、非難がましく寄せられた。

「このお怪我けが。『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきで、ご無理をなさったのではありませんか？」

　わずかに咎とがめるようなアダムの声こわ音ねに、イルメリア女王はさっと視線をそらした。

「なにをいうのだ。魔女たちが護まもりを固めているなか、私が勝手をできるわけはあるまい」

「いいえ。あなたにはどんな防ぼう御ぎよ壁へきも結界も通用しません。だからこそ、あなたを本当にお護りすることは難しい。私にはそれがよくわかっております」

　無む茶ちやをしたことなどお見通しだと告げられ、言い逃のがれるのを諦あきらめたのか、イルメリア女王はため息をつく。

「仕方がなかった。塔とうで暮らす魔女たちは、七聖守護物ザインタリスマンよりも魔女の血統を守るため、私の身の安全を優先しようとした。だが、私にはドロップパレスの星ほし鎮ちん守じゆとしての務めがある。誰だれよりも七聖守護物の守護を優先する義務があるのだ」

　アダムは掲げていた女王の手からグラスを取ると、テーブルに戻もどした。

　触れている手を、恭うやうやしく自らの手の甲こうにのせそっと口づける。

「『貴女あなたがお困りのときには、私が必ず力をお貸しします』その誓ちかいを、貴女が忘れないでいてくださいましたことを、心から感謝します」

　触れている互いの手の熱だけが感じられる全すべてのように、アダムはうっとりと女王をみつめた。

　イルメリア女王もまた、先ほどとは違いわずかに頰ほおを染めて目をそらしている。

「光栄な機会だというのに、私の不行き届きで衣い装しようの乱れもなく、あなたを失望させてしまいましたことを、お許しいただけますか？」

「…………許す」

　ぽそりと小さな声で返された言葉は、愛らしいほどの弱々しさで、アダムはゆるみそうになる己おのれの頰に力をこめる。

「では、どうぞお命じ下さい。『今夜からアダム・サイクスを特別警護につけよ』と」

「なっ!?　そのような勝手が……」

「勝手ではございません。私がきたということは、特別な方の警護を務めるということです。なによりも『黒の七星旅団』は侮あなどれない相手です。用心に越こしたことはありません」

『黒の七星旅団』の名に、イルメリア女王も考え直したようだ。「なるほどな」と小声でなにやら納なつ得とくしている。

「では、そなたの上司に話を通してみよう。いまは時間はあるのか？　ここで少しぐらい話していけるのであろうな？」

　まるでプレゼントを開ける前の子供のように、イルメリア女王がそわそわとするのを眺ながめ、アダムはようやくテーブルのグラスを手にした。

「えぇ、もちろん。私はイルメリア女王の警護の身ですから、お側を離れることはございません」

　招かれるまま、アダムはソファに腰こしを下ろすと、再会を祝ってグラスを掲げた。




　一方、食事を終えた広間では、イルメリア女王を追ってアダムが隣室へと消えていくのを見送ったアイリとハイヅカが顔を見合わせていた。

「ハイヅカさん、私たちも少し景色でも楽しみませんか？」

「おぅ。そうだな、お前が行きたいなら一いつ緒しよにいるのが俺の務め……」

　さすがに隣室に直接ついていくのもはばかられ、アイリはハイヅカとともにバルコニーにでることにした。

「ダリウスさんはどうしますか？」

「まったく、くだらないね君たちは。僕は明日の修復の下準備をしておきたいから、書庫に向かうよ。イルメリア女王に許可をいただいてるしね」

「……すみませんです」

　じつにまっとうな答えを返され、アイリは我が身の野や次じ馬うま根こん性じようを恥はじたが、観察対象がアダムでなければ、ここまで興味を引かれなかっただろう。

　広間のソファでグラスを手にしたシアーズも、ぴくりと眉まゆを跳はね上げて口を開く。

「あんたたちったら悪あく趣しゆ味み。……でも、なにかわかったら子細に報告するように！」

　びしっと指を突つきつけるシアーズに、止められるかと思ったアイリは拍ひよう子し抜ぬけしつつ、夜風があたるバルコニーへと出た。

　眼下に広がる森は木々の影かげが黒々として、どこか恐おそろしく感じるほど広大だ。

　期待通りアイリが視線を横にすると、隣となりの部屋にも同じようにバルコニーがある。

　アイリは手すりに近づくと、息を殺すように耳を澄すませた。

　だが気づくとハイヅカは、どこか厳しい横顔で森へ視線を向けている。

「ハイヅカさん？」

「あ、あぁ。そうだ、サイクスは？」

　ハイヅカは我に返るといつもどおりの悪わる巧だくみの笑みを浮うかべ、アイリはさらに手すりの端はしに寄って耳を澄ませた。

「なんだか、サイクスさんの身だしなみについて話しているみたいですけど」

「んん？　ちょっと訳がわからねぇな。んー、でもあれだな、身だしなみが乱れてないサイクスは、面おも白しろくないとかいわれてるぞ。それもそうだ」

　ふたりの関係は一体どうなっているのかと、アイリとハイヅカは身を縮めてひそひそ話していたが、どうも色めいた話になるわけではなさそうだ。

「でも、当たり前ですよね。相手はこの都市の女王なんですもん。サイクスさんが面食いなのは確かですけど、少し変わった方ですよね」

「いや、あいつは見てくれの好みはかなり適当……。結局のとこ惹ひかれる相手って、それぞれ好みがあるからな」

　何気ないハイヅカの言葉に、アイリは我が身を振ふり返る。

　──うーん。好みがそれぞれってのは確かに。私は幸運体質があるからハイヅカさんに近づけてるけど、この世の不運を背負いましたってハイヅカさんは実際モテてるし……そりゃ本人も格好良いからだろうけど。

　そんなことを考えつつハイヅカの横顔を見あげると、視線を返されてアイリは慌あわてた。

「たとえば、そう。大食いの熊くまに似た、呪じゆ物ぶつコレクターの大だい吉きち女とかな……」

　真ま面じ目めに口にされ、アイリは一いつ瞬しゆん言葉を理解するのに時間がかかった。

「…………え？　いまのって、あの……ハイヅカさん!?」

　だが我に返って聞き返そうとすると、ハイヅカにひょいと腰から抱だき上げられる。

　抗あらがおうとすると、「しっ！」と指を立てられ、隣の部屋を視線で示された。

「お前、今日は目眩めまいでふらふらしてたろ。送ってやるからもう早めに部屋で休んどけ」

「えっ、ちょ！　だからってそのままは、あの……！」

　しかしハイヅカは、抵てい抗こうするアイリを躊ちゆう躇ちよなく抱かかえ上げて広間に入ると、シアーズに報告する。

「相棒パートナーの具合が微び妙みようなので、本日早めに休ませます」

「あら、そうなの？　ほんとに具合が問題ならちゃんと報告しなさいね。で、アダムは？」

　チェリーをつまみながら問いかけるシアーズに、ハイヅカは至って大真面目に「あれは大いに脈有りってとこかな。もちろん双そう方ほうに」と答える。

「えぇぇ！　あれで!?」

　驚おどろくアイリに、ハイヅカとシアーズはお子様にはわかるまいと言いたげに、ふっと笑った。

「では、今夜はこれにて失礼いたします」

「ちゃんとアイリを寝ねかすだけにしときなさい。添そい寝とかするんじゃないわよ。風紀の乱れは職務のゆるみになるんだから！」

　シアーズの軽口にも、ハイヅカは了りよう解かいしたとばかりに片目をつむり、広間を出て行く。

「あの、お願いですから。自分で歩きます……さすがに人にみつかったら何事かって思われますよ」

「ここの階段は螺ら旋せんになってるから危ない。恥ずかしくても我が慢まんしろ」

　ハイヅカはまったく動じたふうもなく、有う無むを言わせず三階へとあがり、あてがわれた部屋まで戻ってきた。時間が遅おそいせいか、塔の魔ま女じよたちと行きあわなかったのは幸いだった。

　戸口で下ろされると、ハイヅカが額に触ふれてくる。

「熱はないみたいだけど、すぐに寝ろよ」

「うぅ……はい」

「寂さびしくてベッドから落ちるっていうなら、添い寝してやってもいいが……」

「そういう理由で、ベッドから落ちたことはないです」

　アイリが苦く笑しようすると、ハイヅカは少しほっとしたようすで手を離はなした。

　触れているぬくもりから離れると心細くなりそうで、アイリは慌てて礼を告げる。

「ここまで、ありがとうございました。明日の任務には差し支つかえないように体調を整えますから大だい丈じよう夫ぶです！」

「そうだな、よく眠ねむっとけ」

　これ以上ハイヅカの側そばにいれば、つい腕うでをつかんでしまいそうな気がして、アイリは自分にあてがわれた部屋にそそくさと戻もどった。

　近くにいれば心ここ地ち良よいのに、そこから逃にげ出したくなる自分もいるのだ。

　アイリはすとんとベッドに腰を下ろすと、ため息をついた。
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「さぁ、これで支し度たくはすべて調ととのった」

　広大な暗い森の中に、ひとりの青年がたたずんでいる。

　人ひと影かげがある位置を中心に、木々は円を描えがいてうねるように倒たおれ、周囲にはおびただしい量の枝葉が散っていた。

　長い黒くろ髪かみを背に流した青年は、赤黒いマントをまとい、頭部を半分ほど覆おおってしまうヤギの頭ず蓋がい骨こつをかぶっている。

　異様な出いで立ちの手元には、薄うす墨ずみで模様と文字がしたためられた紙し片へんがあり、幾いく重えにも複雑に折りたたまれていった。

　そして、小さくなった紙片を自らの口にぐいっと押しこむ。

　ぎゅっと音がするほど強く奥の歯で嚙かみしめると、そのままぶつっと自らの唇くちびるを嚙み切り、赤い血をしたたらせて笑えみを刻む。

　血に染まった紙片は新たな呪じゆ譜ふとして完成し、足もとに深く掘ほられた穴へと落とされた。

　やや乱暴に足で土をかける背中に、近づいてきた別の男の声がかかる。

「コゲツ、これで本当に魔女をあざむけるんだろうな。なにしろ相手はドロップパレスの魔女だ……そう簡単には」

　あらわれたのは、『黒の七星旅団』を率いるリーダーでもある、キアド・ローザックだった。

　穴に土をかけ、その上を踵かかとで踏ふみにじると、コゲツは黒髪をなびかせて振り向く。

「あんたがこの私を疑うって？　誰だれのおかげで数々の破は壊かい工作をやり遂とげられたか、寝ね惚ぼけた頭に聞いてみたら？」

　雲に隠かくれた月の下、高こう揚ようした声で答えるコゲツは、自らの目元を覆っていたヤギの頭蓋骨の角を引く。

　かぶり物の下にあらわれたのは、左目に白い布が巻きつけられた美び貌ぼうだ。布の上にはびっしりと、朱しゆ色いろの文字や記号が書きこまれている。

「もちろん、魔女は簡単な相手じゃない。とくにあの女王はね……でも、今回の生け贄にえは私自身だ、絶対にしくじりゃしないさ。それにあのお嬢じようちゃんがやってきたんだ。これで星も乱れだす。運気の流れも、幸も不幸も、すべてが動き出す……」

　コゲツは両手を広げ、踊おどるように軽い足取りで湿しめった土を踏む。冷たくかじかむ指の先で、呪じゆ詛その芽がめぶきはびこり出すのを体中で感じ取っていた。

　それは根を伝い地のなかを走り、夜の川を泳ぐ蛇へびのようにひそやかに『魔女の書しよ架か』へと向かっていく。

「さ、ローザック。あんたこそ自分の役目を果たしてくれ。私に、新しい世界を見せてくれるんだろう？」
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　七聖守護物ザインタリスマン対策室が、ドロップパレスに到とう着ちやくした翌日。

　まだ朝あさ靄もやが漂ただよう駅舎に、朝一番の列車が滑すべりこむと、ホームに降り立った人影がある。

　ふたりの人物は急ぎ足で駅構内を抜ぬけると、出口で迎むかえの人間と合流した。

　馬に騎き乗じようしたふたりは、案内役と共にまっすぐ魔女の森を目指すことになった。

「さぁ、じきに到着しますわよ。兄様も愛あい想そよくしてくださいね。本来なら魔女の住まいに男性が立ち入ることはほとんどないんですから」

　複雑に木の根がはびこる足もとにもめげず、馬を駆かるヴァージニーははりきっている。

　小こ柄がらな馬の背に横座りをして、ふんわり円いラインのケープをまとうヴァージニーは、長い髪かみをゆるく束ね、つばの広い帽ぼう子しをかぶり貴婦人の装よそおいだ。

　前を行くのは、案内役の人間が手た綱づなを握にぎる馬に乗せられ、大きな鞄かばんを落とすまいと必死になっているトリニックの姿だった。

　その顔を見て、ヴァージニーは非常に満足な気持ちになり、森の空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸いこんだ。

　──ふふ、良かった。兄様に休きゆう暇かを無理にとらせてしまって。こうやってふたりで旅行気分を味わえるなんて、めったにないことなんですもの。

　つい先日、七聖守護物対策室のアイリとハイヅカを『白い蝶ちようの館やかた』まで呼び出せはしたものの、トリニックのもちかけた取引にふたりは乗ってこなかった。

　セントパレスでアイリとハイヅカを見送った日。

　気むずかしい顔をするトリニックにお茶を出しながら、ヴァージニーはそっと提案してみた。

『兄様、勤務先でたまりにたまった有給を行使するならいまですわよ？　私でしたらドロップパレスの魔女にも口くち利ききを頼たのめる方がおります。ですから、私も一いつ緒しよにお連れくだされば、必ず彼らの向かう先で合流できるはずですわ』

　研究がらみのこととなれば、目的のために手段は選ばないトリニックはどうやら先のミッドパレスへの派は遣けん任務において、対策室のメンバーと行動し、つかみそこなった情報があるらしい。

　しかしミッドパレスでは『黒の七星旅団』が過去にすり替かえを行った『大鏡』の偽にせ物ものが回収されたばかりだった。

　研究室室長であるトリニックはその解かい析せきが優先とされたため、派遣申しん請せいが通らなかったのだ。

　薄うす暗ぐらい森を進む馬の背は決して心ここ地ち良よくはないが、ヴァージニーはご機き嫌げんだった。

　──ほんと、派遣申請が通らなかったのは好都合でしたわ。こんなふうに兄様と慣れない土地を旅する恋こい人びと同士みたいな時間って、憧あこがれだったんですもの。

　やがてあらわれた霧きり雨さめの中に、幻げん想そう的な白い塔とうの姿が見えてくる。馬で橋を渡わたりきってようやく自らの足で立つと、ヴァージニーはトリニックの手を引いて歩き出す。

　招待客の証あかしとなる手紙を持って正門にたどりついた。

　迎えにでたのは、塔に仕える魔ま女じよだろう。襲しゆう撃げき事件が起きたばかりの混乱している時期に、次々と外部からあらわれる客人に警けい戒かいもあらわな表情がみてとれる。

　ヴァージニーは、可能なかぎりやわらかく微笑ほほえんで、優ゆう雅がに礼をとってみせた。

「おはようございます。私はマドモアゼル・ヴァージニーと申します。ずいぶん前にご連れん絡らくをいただいておりましたのに、不義理をいたしまして申し訳ございません。叡えい智ちの女王、イルメリア様のお役に立てればと思い参じました。微び力りよくながらお尽つくしいたします」

「……まぁ、貴女あなたがマドモアゼル・ヴァージニー？　お噂うわさはかねがね耳にしております。もっと、お歳としを召めした方だとばっかり……失礼いたしました」

　ヴァージニーの素す性じようを知った途と端たん、相手の魔女は声こわ音ねと表情をがらりと変えた。

『魔女の書架』の証である封ふう蠟ろうがされた手紙を確かく認にんすると、すぐに塔の中から数人の魔女があらわれる。誰もがヴァージニーに親しげな眼まな差ざしを送り、長旅をねぎらってくれた。

　ドロップパレスの魔女たちは、生来の実力ゆえに非常にプライドが高いが、その反面、力ある人間には、最大の敬意を払はらうのだ。

「本当に、この度たびは大変でございましたね」

　心から気の毒に思い相手の手を取ると、強く握り返された。

「心強いことでございます。あのような邪じや悪あくな輩やからの襲撃を許すだなどと……。おかげで七聖府ザインから、軍部の人間にまで立ち入られるようなことになるだなんて」

　部外者である人間、しかも軍部の荒あらっぽい男性に、女王の住居に踏み入られたことが、魔女たちにとって大きな屈くつ辱じよくだったのだろう。

「それに……イルメリア女王は七聖守護物ザインタリスマンを奪うばわれまいと尽くされました。ですが、私たちがいたらぬばかりに、女王にも七聖守護物にも傷を負わせてしまって……」

　魔女たちの実力と気位を思えば、不覚をとった自分たちが許せないのだろう。

「お気持ちはお察しいたします。イルメリア女王は責任感の強いお方でいらっしゃるのね。そういえば、七聖府からいらっしゃっている方々には、七聖守護物に関かかわる専門部署の方がいるとか？」

　ヴァージニーの言葉に魔女は驚おどろいたようだが、相手が占せん術じゆつに優すぐれた人物であることを思い出したのか、やや興奮気味にうなずいた。

「えぇ、そうなんですの。女王は彼らに七聖守護物を託たくされるおつもりのようですが、なんだか少し不安がございますわ」

「ご安心くださいな。ここにおります私の義兄あには、七聖府ザインで研究職についております。きっと彼らと力を合わせることで、問題解決も速まるはずですわ」

　まるですばらしい偶ぐう然ぜんに行きあったと言わんばかりのヴァージニーに、目の前の魔女はすっかり聞き入ってしまったらしい。

「まぁ、こうした巡めぐり合わせがあるとは……ウィッカの思おぼし召しですかしら。では、すぐにお二人が休まれる部屋へご案内いたします。女王もお喜びくださいますわ」

「ありがとうございます」とヴァージニーは礼を告げ、『魔女の書架』の奥へと案内された。
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　七聖府ザイン本庁では、ひとり執しつ務む室に残っているコーネル室長が、机の上で長い長いため息をついていた。

　朝方、部下たちを派遣先となるドロップパレスへ送り出し、しばらく無人となる対策室の戸と締じまりを確認するため、地下に下りたときのことを思い出したためだ。

　まだ早い時間だというのに、対策室と同じく地下にある研究室から、派手に嘆なげく悲鳴があがる。

「はぁ!?　この忙いそがしいときに室長が長期休暇!?　ミッドパレスの『大鏡』のデータ解析も終わってないのに、報告書の決裁も稟りん議ぎ書の決裁も山積みになってるあのデスクを放置して、逃とう亡ぼうですってぇ！」

　もはや後半は聞くに忍しのびない言葉のオンパレードである。ミッドパレスへの派遣任務で七聖守護物ザインタリスマンである『大鏡』の偽物が回収されたため、研究室ではその解析や調査に追われる日々であることは想像がつく。

　しかし、コーネルがなにより気になったのは、研究室室長のトリニックがこの時期に休みを取ったということだった。

　──あの仕事の虫が休みを取るとすれば、目的は『ウィッカの予言』のはずだ。確か……対策室がドロップパレスへ派遣申請を出したときに、同じように申請を出したトリニックは希望を却きやつ下かされたと聞いていたが……。

　コーネルは目的通り対策室の戸締まりを確認し、トリニックの動向を思い出しつつ執務室まで戻もどってきた。

　すると目の前にある自分の机も、トリニックと似たような状態なのだと思いしらされ軽くへこまされてしまったところだ。つい先日まで、ミッドパレスへの現地派遣に同行したコーネルもまた、室長として報告書や始末書の数々に奔ほん走そうしているのは同じなのだ。

「これで僕まで休きゆう暇かとったりしちゃったら、シアーズ女史に殺されちゃうだろうねぇ……ま、それも楽しそうかな？」

　日々を振ふり返ると、シアーズに小言をもらうのはそう嫌いやではないなどと、とりとめのないことを考えつつ、コーネルは机き上じようの書類をぼんやり手に取った。

　それでも一向に書類の中身は頭に入ってこない。気づけば、トリニックの動きについて思案をめぐらせてしまう。

　──あの男はなぜそこまで『ウィッカの予言』に夢中になる？　『黒の七星旅団』を立ち上げたローザックと同じ思想を持っているとは思えないが……いや、違ちがうな。ローザックも、最初からそんな目的で、ウィッカの遺産の解明に関わってたわけじゃない。

『黒の七星旅団』を率いるのが、キアド・ローザックなのではないかという疑いは常にあった。

　それでも、彼が本当に組織の首しゆ謀ぼう者しやであると信じたくない気持ちと、そうであるに違いないという想像ばかりが頭を占しめていたのだ。

　だが想像に止とどまっていた疑いは、ミッドパレスの事件で確信に変わった。

　コーネルの心にいつも後こう悔かいがうずまくのは、部下であるアイリ・イスフェルドの実父であるセオドア・モートンのことだ。

　自らを苦しめる名前を懐なつかしく思い出し、コーネルの意識は十年を越こえて昔へと遡さかのぼっていく。

　それはコーネルが軍部に配属され、小隊の副官を任されるようになった頃ころのことだった。

　かつてアルステラ大陸を襲おそった災さい厄やくは、ウィッカが授さずけたと伝えられる七聖守護物ザインタリスマンにより回かい避ひされた。

　しかし大きな被ひ害がいを受けた土地も多く、人々は新たに都市として生まれ変わる故郷のため立ち上がることになった。

　各地で復興に向けて賑にぎわっていくなか、七聖府ザインの軍部は主に人々の生活支し援えんのために周辺都市へ出向くことが多かった。

　復興の日々のなか、各地で思わぬ力を発揮する守護物タリスマンや呪じゆ物ぶつが次々と発見される。

　やがて、大陸にもとから存在した守護物は、七聖守護物の影えい響きようによって新たな力を得たのだと学者たちは発表する。

　これまでは信しん仰こうや願いなどを象しよう徴ちよう的てきに形にしたものたちが、天候や医い療りようなどの分野においても、物理的な影響力を持つと証明されたのだ。

　人々はたちまち自分たちの周りにある守護物タリスマンと、そこから得られる力の恩おん恵けいにあずかろうと、各地で復興と同時に守護物の入手に意気込んだ。

　激変し、生まれ変わろうとする慌あわただしい世界で、忙せわしなく日常を送っていたコーネルが自らの運命を左右する男と出会ったのは、七聖府ザインの職員用食堂だった。

「誰だれだっけ……？　初対面だと思うんだけど」

　立ち止まり凝ぎよう視しするように視線を注ぐコーネルに、目の前の男はけげんそうに顔をあげ問いかける。

　当時、七聖府の独どく身しん寮りようにいたコーネルは、派兵されているか、本庁に戻っても帰宅が遅おそくなるばかりで、その日も食堂が閉まる前になんとか駆かけこんだのだ。

　すでに調理場の明かりやオーブンの火も落とされ、テーブルには人ひと影かげもまばらななか、自らの食事をトレイにとると、手近なテーブルに座っている男に気づいた。

　金きん褐かつ色しよくの髪かみはぐしゃぐしゃに乱れ、食事のトレイの周りには書類や書しよ籍せきが山のように積み上げられている。食事をしながら紙束を繰くる姿は、行ぎよう儀ぎの悪い子供のようだ。

　コーネルの呆あきれた表情に気づかないのか、男は口元に野菜クズまでつけ、きょとんと首を傾かしげる。

「…………いや、初対面だ。食事中すまない、その腕わん章しようをみたところ君は外務省所属なんだろうか？」

　腕章を見れば間ま違ちがいないはずなのだが、思わずコーネルが尋たずねてしまうほど、目の前の男は外務省の職員とイメージがかけはなれていた。

　各都市を訪問し、文化的な交流やイベントを多く取り持ち、有力者の力関係や交こう渉しよう事にも目を光らせる。いわば外交の花形とも言える華はなやかな印象のある外務省職員が、こんな時間に食堂を訪おとずれること自体珍めずらしい。

　すると男は自分の腕章に目をやったあと、コーネルの腕章もちらっと見ると、すぐにまた手元に視線を落とした。

「あぁ、初対面ね。そうそう、俺はこんなでも外務省所属で、つい先日までゴールドパレスに駐ちゆう在ざいしてたんだ。やーっと本庁に戻ってきて、気になる調べ物にとっかかれるんだけど……」

　答える間も、手にしたフォークで豆とイモの炒いため物をぱくぱくと口に運んでいる。

「君は……？　俺たち歳としも近そうだけど何期入省？　そうだ、良かったらこの資料にある単語が、こっちの書に載のってないか調べてくれないか？」

　口を挟はさませない勢いで話す男は、まともにコーネルの顔も見ないまま、握にぎった紙の束を押しつけてくる。

「いや……僕も明日は早朝演習があって、そうのんびりとは……」

「まぁまぁまぁ。硬かたいこといわずにさ、ほんと単語ひとつでもいいから拾っていってよ～。すごい発見できたら俺たち一いち躍やく時の人だよ。ほんと、ちょっとすごいネタを手に入れてさ。せっかくだから自分で全部解き明かしたいんだけど、時間も体も足りなくって、手伝ってくれよ」

　どこまでもくったくのない男の態度に、コーネルも啞あ然ぜんとさせられたが、どことなく憎にくめない感じがあって嫌いやだとは思えなかった。

「そんな大おお雑ざつ把ぱな頼たのみ方で、外務省の交渉術が聞いてあきれるんだが……うやむやすぎるうちに巻きこまれてるな。僕は軍部の第三小隊に所属している、ケネス・コーネルだ」

　改めてコーネルが名乗ると、男はようやく顔をあげ、ぱっと破顔したあとに手を差し出した。

「よろしく。俺は外務省の都市環かん境きよう調査室に所属してる、セオドア・モートンだ。まだ下っ端ぱだから、しょっちゅうあっちこっちやられてるけど、その分情報は集めやすいんだ」

　お互たがいようやく自己紹しよう介かいをすると、コーネルは紙束を寄せたテーブルにトレイを置いて、モートンの隣となりに座った。

　行儀が悪くとも、今日はこれしか夕食にありつく手がなさそうなのだ。

　話してみると、どうやらモートンは自分と入省時期も同じらしいが、七聖府ザインではよくある配属部署の違いですれ違いつづけていたらしい。

　食事をしながら、互いのことをぽつぽつと話し、コーネルはモートンが着手したのだという研究記録について聞いていくことになった。

　モートンが手に入れたのは、ウィッカが残したとされる一編の詩であり、七聖守護物ザインタリスマンにまつわるものらしい。

「で、この研究はさ、もうひとり一いつ緒しよにやってる奴やつがいるんだ。総務の人間なんだけど、わりと守護物タリスマンに詳くわしくてさ……今日は晩飯には間に合わないかな」

　どこの部署も多た忙ぼうは同じなのか、モートンが気に掛かけるように戸口を見るのに、コーネルは口をひらく。

「いまからくるっていうのなら、食事をとっておこうか？　じきにビュッフェも閉まるし、このままだと食いっぱぐれると思うんだが」

「なるほど！　君は気が利きくな～。そうか、俺たちに足りなかったのはその常識だ。前にも食事抜ぬきになって、ローザックの奴に早く呼びにこいって殴なぐられてさー。そうか、そうしときゃよかったんだ」

　モートンはやたらと小難しい文ぶん献けんや、多数の言語を読み解くことができるようだが、一いつ般ぱん常識にやや欠けるらしい。

　──よくまぁこれで外務省採用になったな。でも、できる人物じゃありそうだ。

　コーネルがやれやれと立ち上がり、トレイに食事を取り分けたところで、もうひとりのローザックという人物があらわれた。

　よほど激務に追われているのだろうか、まるで地じ獄ごくの底を見てきたように隈くまに縁ふち取どられた灰色の瞳ひとみは険しい。薄うす茶ちやの髪は指でもつっこんだのか、大変に乱れている。

　容よう貌ぼうも体格もじつに整った男ぶりだというのに、愛あい想そといったものがまったく感じられないひとあたりの悪そうな男だ。

　ローザックは乱暴に椅い子すに腰こしを下ろし、モートンの手から無言のまま資料をひったくると、さっと目を通して鼻を鳴らす。

　コーネルが食事の入ったトレイを差し出すと、ようやく食事とコーネルの存在に気づいたのか、ローザックは居住まいを正した。

「あぁ、すまない。まだ人がいたとは。総務のキアド・ローザックだ。このとんでも男が食堂にいたせいでなにか迷めい惑わくでも？」

「ローザック、いうにことかいて友人を公共公害物扱あつかいするのはやめろ」

　モートンは広げていた地図から顔をあげると、むくれたようにローザックをにらむ。

「だからいつもいってるだろう。お前は友人じゃない、知人だ」

「……ローザック、そんなことばかりいってるからお前には友人がいない」

「さぁな。俺にだって選ぶ権利はある。奇き人じんは友人にしない主義でね」

　どうやらふたりは常に本気で語り合う、気やすい仲のようだ。

　コーネルが自分について軍部所属であることや、たったいまモートンに研究の手伝いを頼まれたことを話すと、ローザックはわずかにうなずいた。

「そうか、セオドアがそう決めたのなら君は必要なんだろう。なにしろこの男は日常生活においては非常識をまかり通す人間だが、ことウィッカの遺産への熱意だけは野の良ら犬いぬなみに鼻が利くんだ」

　なんとも乱暴なものいいだったが、どうやら研究に対してのモートンの能力をローザックは大きく評価しているようだ。

　それから三人は食事を口にしながら、食堂が消灯されるまでウィッカの遺産について調べつづけた。

　これまでコーネル自身は、守護物タリスマンに対して職務で時折接するぐらいの知識しかなかった。

　だがモートンが発見したというウィッカの詩編や、守護物の効果について徐じよ々じよに明らかにされ、新たな守護物の効能を知ると、深い興味が湧わいてくるのだった。

　守護物と呪じゆ物ぶつの力は、この大陸の多くの都市と人の生活を変えていくだろう。

　七聖府ザインにおいて仕事をしていくうえで、それは決して軽かろんじられるものではない。

　モートンと出会ってからというもの、コーネルも調査の手伝いをさせられることが増えた。三人が揃そろうこともあれば、時間があう者だけが食堂が閉まる間ま際ぎわに集まったりする。

　ひと気のない食堂は、そうそう人目にもつかず、じつにやりやすい環境でもあった。

　モートンとローザックが手がけていた研究は、実名を伏ふせあくまで匿とく名めい個人として発表されていた。

　研究のほとんどは、守護物タリスマンや呪物についての解明や利用方法についてだ。

　ひとつひとつは地味な作業だったが、事態が急変したのはそれから一年後だった。

　モートンが読み解いたとある詩編によって、自分たちが調べている記述はウィッカが『風の天窓』について書き記したものらしいということがわかったのだ。

　その内容が明らかになるにつれて、三人だけで調べていて良いものかどうか、疑問すら感じられる重大なものだと理解できた。

　だがそれは三人の判断をより鈍にぶらせた。当時はこうした研究や守護物について、都市政府が届け出の規則や義務を設けてはいなかったのだ。

　希少なものを自分たちの手で解き明かしたいという、欲よく望ぼうの間で迷いつづけているうちに、三人の研究が人づてに伝わったのか、資金を都合するという人物もあらわれだした。

　他ほかにも『ウィッカの遺産』と呼ばれる守護物の調査員や博士たちも、この詩編に興味を持ちだしたのだ。

　ついにはローザックが潤じゆん沢たくな資金を提供するという富ふ豪ごうと約束を取り付けてしまい、研究について単純に七聖府ザインへ報告することもできなくなってしまった。

　その一方で、三人で進めていた研究は、専門誌や新聞の一部で匿名で取り上げられることも増えた。

　守護物や呪じゆ具ぐの物理的な効果が認められてから、どの都市でも新たな犯罪が生まれたことが理由のひとつだ。

　人体に悪あく影えい響きようがある呪具の取引はもちろん、土地や水を浄じよう化かしたり、逆に汚お染せんしたりする守護物は莫ばく大だいな値で取引され、利権をめぐって殺人や抗こう争そうが起きる。

　日々、新たな守護物と呪物が発見されるなか、七聖府の対応は後手後手に回っていた。

　人々の不安と期待で世は騒さわがしくなり、守護物やウィッカの研究にはいっそう注目が集まっていった。

　世間では、『ウィッカの予言』について独自の見解を述べたローザックのレポートに注目し、共同研究者である三人をひっくるめて『ウィッカの弟で子し』と呼ぶ者まであらわれはじめた。

　やがて、守護物を悪用した犯罪の多様化に対応するために、七聖府で正式に研究室が立ち上げられようとする気配がおきる頃ころには、三人の間の空気もずいぶんと変わってしまった。

　はじめは、ウィッカが自分たちに残してくれた七聖守護物ザインタリスマンや『風の天窓』について知るのが楽しいばかりだった。

　しかし時が流れ、さまざまな守護物の発見と犯罪増加で世間が騒がしくなっていくなか、モートンとローザックの間に、いつしか微び妙みような壁かべが生まれつつあるのをコーネルは感じていた。

　久々に食堂に顔を出したモートンに、コーネルが声をかける。

「モートン、昨日からローザックが君を捜さがしていた」

「あぁ、そう？　悪いけど俺これから帰って娘むすめをみてないといけないんだ」

　驚おどろくことにローザックが奇人呼ばわりしたモートンは、三人のなかで誰だれよりも早く妻となる女性と出会い、職場結けつ婚こんを果たしていた。

　本来の多忙さに加えて余よ暇かを調べ物につぎ込み、さらに女性と恋こいに落ちて子供を授さずかるという尋じん常じようでない生活ぶりは、コーネルも啞あ然ぜんとするほどの活力だ。

　しかしモートンもさすがに子供を授かってからは、職場復帰した妻との兼かね合いで、なかなか時間が自由にならないようだ。

　三人が一いつ緒しよにいる時間が減りつつあるいま、コーネルはどことなくモートンがローザックを避さけている気がしていた。

　はっきりと口にはできない複雑なものを、コーネル自身が感じていたからかもしれない。

　世で伝えられる噂うわさもまた、三人の間に生まれつつあるゆがみを強めていた。

　いまや誰もが、名を明かしていない三名の研究者を『ウィッカの弟子』と呼ぶ。

　もともとは、『ウィッカの予言』にある詩編がきっかけだった。




〈　ひとふりは窓をあけ　　ひとふりは暗雲を吹ふきはらい　　ひとふりは根を張り地の果てを見定めよ　〉




　語られる『ひとふり』は杖つえではなく、人を指し、それはウィッカの後こう継けい者しやではないかという噂が広まる。人々はさらに興味を抱いだいた。『ウィッカが認める一番弟子は誰なのか？』と。

　そんな根こん拠きよも意味もない興味本位の噂は、三人の間に思わぬひずみを生んだのだ。

　ローザックは世界の謎なぞを知ることで、自分こそがウィッカに選ばれた弟子であると自負していることにコーネルは気づいていた。

　七聖府ザインが立ち上げる予定の本格的な研究室へ、ローザックはすでに配属希望を出していた。

　もちろんローザックにとって、その研究室にモートンは欠かせぬ人材だっただろう。

　ウィッカの遺産に対して、モートンの直感的な解かい釈しやくや的確に答えをかぎ当てる能力は人並みはずれたものがあった。

　対してそれに及およばないと知りつつも、ローザックは尋常ならざる熱意で『ウィッカの予言』に取り組みつづけた。しかし、いつのまにかローザックの情熱はねじまがった思想となり、思わぬ方向へと暴走を始めていたのだ。

　ローザックが主張を始めたのは、ウィッカは『風の天窓』を開けるつもりで作ったということだった。

『風の天窓』の外には、遮しや断だんしたはずの災さい厄やくがうずまいているが、それを再び招き入れることで、世界は新たな進化を遂とげるはずだと結論づけたのだ。

　匿名で発信されたその論文は、一部で熱ねつ狂きよう的に支持され、やがて非公式な組織として集会が開かれているという噂まで流れた。

　モートンはローザックの主張に真っ向から反対し、『風の天窓』が開かれれば、災わざわいばかりを招き入れることになると口にしていた。

　コーネルも、ローザックの極きよく端たんな持論を信じる気にはなれなかったが、長いつきあいがあるふたりの間には、自分の知らない事情があるのかもしれないと考え、中立の立場で静観することしかできなかった。

　そんな関係が一変したのは、『ウィッカの予言』と名付けて進めてきた、共同の研究記録が一部破りとられたことがきっかけだった。

「モートン、この破られてるページは君が書きかけていた部分じゃないのか？」

　それに気づいたコーネルが事実を告げたときも、モートンは驚きもせず、かといってコーネルを疑うようなこともなかった。

　いままで見たこともないような沈しずんだ表情と、静かな声でこう告げたのだ。

「俺たちは、知るべきじゃなかったのかもしれない。『風の天窓』の秘密なんて、解き明かしてしまえば、危険を呼びこむことになるだけだ……」

「秘密って……まさか、破られた部分に『風の天窓』のことをすべて記してたのか？」

　驚くコーネルに返ってきたモートンの顔は限りなく苦く、笑い出しそうな、怒いかりに眉まゆをひそめるような表情にゆがむ。

「すべては、書かなかった。ほんとはそれを知ったとき、君やローザックに報告しようと思った……最初はただそう思ったんだ。けど、ここしばらくローザックは妙みような考えにとりつかれてる。コーネル、君も困こん惑わくしてるはずだ。だから……試ためした。その記述をみてローザックがどうするか、試したんだ」

　友人だと思っていたはずの相手を疑っていたことを明かし、モートンは自己嫌けん悪おを覚えたようにため息をつく。

「俺が知った秘密は教えられない。きっと君の身も危あやうくするだろうから。そうでなくても、ここしばらく街へ出れば、自分がつけられてるってわかる。たぶんあれは……ローザックの手の者だろう」

「ローザックがそんな真似まねまで？　君たちふたりは、どうなってるんだ。……モートン、もし君の身に危険がせまっているのなら、事態を七聖府ザインに報告したほうが──」

　いくらふたりが友人だったとはいえ、あまりに異様な状じよう況きようにコーネルは不安になる。

「心配はいらない。俺は明日からまた仕事でセントパレスを離はなれるけど、戻もどってくる頃には、あいつとも一度腹を割って話し合うつもりだ。いつまでもこんなふうに、距きよ離りをうかがってつきあいたくない」

　心からそう願っているとわかるモートンの声に、コーネルは困惑したままうなずいた。

　モートンにまっすぐ手を差し出され、戸と惑まどう思いで握にぎり返すと出会った頃と変わらぬ笑え顔がおを向けられる。

「ありがとう。君がいてくれて良かった」

　このとき強ごう引いんにでも話に踏ふみこんで、事情を聞き出しておくべきだったと、コーネルは強く後こう悔かいするはめになる。




　翌日、軍の任務で旧市街へと向かっている途と中ちゆう、コーネルは衝しよう撃げき的な知らせを受けた。

　セントパレスから南下した位置にある都市ミッドパレスで、呪じゆ物ぶつがからむ災害が広こう範はん囲いに起きたというのだ。しかも後の声明で、それが人じん為い的なものであることが知らされた。

　すぐさま軍部から大勢の兵士が急行することとなり、コーネルも現場へと駆かけつけたが、都市は見る影かげもない惨さん状じようだった。

　──あのとき、ローザックも同じ場所にいただなんて……。

『落日の礼拝』を引き起こした、『黒の七星旅団』を組織したのがローザックなのではないかと疑いを持ったのは、騒そう動どうが落ち着いたかなりあとのことだ。

　現場から本庁へ帰き還かん後、嫌いやな胸むな騒さわぎに外務省に駆けこむと、混乱のさなかミッドパレスの駐ちゆう屯とん地ちに向けて、職員が数名派は遣けんされていたことがわかった。

　派遣名めい簿ぼにはセオドア・モートンとその妻、さらに夫妻の愛まな娘むすめも同どう伴はんされていることがわかり、コーネルは愕がく然ぜんとした。

　結果的にふたりは帰らぬ人となり、娘は養子に出されたと耳にした。

　一連の騒動が終息する頃ころ、ローザックもまた七聖府ザインから姿を消していたのだ。

　モートンを亡なくし、ローザックが行方ゆくえ不明となって以来、コーネルはひどくふさぎこんだ。

　間に合ったはずの自分。目の前でひずみが広がっていくのを知りながら、立ち入らなかったばかりに、事態は最悪の結果を迎むかえてしまった。

　見つけた答えはひとつだけ。いまの自分にできることは、たったひとつだけだった。

　なにより『黒の七星旅団』の暗あん躍やくの陰かげに、ローザックの存在を疑った。

　しかしローザックは巧こう妙みように痕こん跡せきを消し、また七聖府もかつて本庁の職員だった人間を、反政府組織の首しゆ謀ぼう者しやとして公おおやけにしたくないのだという空気があった。

　コーネルは捜そう査さを進めるための権限を手に入れなければと、軍部で功績を積み、異例の出世と立場を手に入れた。

　そして『黒の七星旅団』の動きが活発化するのを議題に掲かかげ、総そう督とくのお墨すみ付つきで『七聖守護物ザインタリスマン対策室』を立ち上げるまでに至ったのだ。

　ここにたどり着くまでは、時間がすぎるほどに焦あせりしか生まれなかった。ただひたすら、ローザックを疑い、その影を追い詰つめることしか考えられない日々。

　懐なつかしいはずの思い出は、すべてが苦いばかりになってしまった。

　つい思い出に浸ひたってしまったコーネルは、自らの手が握りしめた紙の音に、我に返る。

　目の前の書類が、しわくちゃになっているのに驚おどろいてシワを伸のばした。

　小さく咳せき払ばらいをし、凝こり固まった肩かたをほぐして苦く笑しようする。

　つい先日の派遣任務において、『落日の礼拝』でミッドパレスの七聖守護物ザインタリスマンが傷つけられたうえ、七聖府ザイン内部ですり替かえが行われていたことを知ったのだ。

　──必ず、ローザックは目的を果たす。あの男の執しゆう念ねん深さ、異様な執しゆう着ちやくは変わっていない。目的は『風の天窓』を開くことだ。

　手で伸ばした書類をなんとか片づけると、コーネルはお茶でも淹いれようかと席を立った。

「さて……僕もイスフェルド君に恥はずかしくないぐらい、働きませんとねぇ」

　単なる偶ぐう然ぜんとは思えないことに、いまではモートンの娘むすめが自分の部下となっている。

　これもまた、ウィッカが告げる星の巡めぐり合わせに思えたが、ふとアイリの顔を思い出して苦笑した。

「確かに、彼女は君によく似てる。あの大食いと度胸とマイペース。それに驚くほどのカンの良さも、しっかり父親ゆずりだ……」







[image: ]




　アイリたち対策室はドロップパレスに逗とう留りゆうして、最初の朝を迎えた。

　昨日シアーズが本庁に連れん絡らくをいれていたが、本来なら七聖守護物ザインタリスマンの修復は七聖府本庁へ持ち帰り、研究室での作業が基本となる。

　今回は緊きん急きゆう事態のなかで異例の申しん請せいとなったが、修復許可の返答がくるまでアイリたち対策室は仕事にとりかかれない現状だ。

　昨夜も調べ物に時間を費ついやしたはずのダリウスは、朝も早くから修復準備のために部屋を出ているようだった。

　結果的に、アイリとハイヅカ、そしてアダムは案内された広間でシアーズが持ってくる返答を待つことになっている。

　朝食を兼かねたパンや果物が置かれたテーブルを囲んでいたアイリは、斜ななめ向かいに座っているアダムを思わず凝ぎよう視しした。

「おはようございます、サイクスさん。今朝はいつもの腕わん白ぱくヘアが復活なんですね」

　もはや癖くせ毛げや無造作とも言い難がたく、後頭部と左耳付近の一部が「おはよう！」とでも言いたげに見事に跳はね上がっている。

　制服の襟えり元もとは大だい胆たんに内側に折り込まれ、袖そで口ぐちは右側だけが折り曲げられず長さがあっていない。テーブルの下の足もとも、さぞや大だい惨さん事じなのだろうと思えば、もはや恐おそろしくてのぞいてみる気になれなかった。

「おはようございます、イスフェルドさん。私も自分らしくあったほうがいいと、気持ちを切り替えたというか、自然にまかせることにしたんですよ」

「……まかせるなよ。しかもそれを自分らしさとかいっていいのかサイクス」

　呆あきれ気味のハイヅカは、たしなめつつもどこか笑いを堪こらえている気配だ。

　──あ、そうか。昨夜バルコニーでちょっと聞こえた、「身だしなみが整っていてつまらない」みたいな話をイルメリア女王としてたんだっけ？　じゃあ、まさか……女王のために？

　朝の光のなか、さわやかに眼鏡めがねの縁ふちを光らせティーカップを傾かたむけるアダムは、乱れまくりの髪かみや制服であっても、持ち前の美び貌ぼうは曇くもらない。

「わからない……どこまで本気なのか。でも、『やればできる子』はもういなくなっちゃったんですね」

「一歩進んで二歩下がる。恋れん愛あいは……究極の迷まい子ごだな」

　アイリのつぶやきにハイヅカが低くもらすと、ふたりとも朝食をとることにした。

　そのアイリの目の前で、突とつ然ぜんハイヅカが紅茶のカップを持ったまま静止する。

「ハイヅカさん？　どうしたんです？」

　だが、尋たずねるアイリにもハイヅカはひどく不ふ審しんげな顔を向けている。

　どうやら鋭するどい視線は自分の背後に向けられているようだと気づき、アイリは自分の後ろを振ふり返ったが、ぽかんと口をひらいてしまった。

「あ……あれ？　ヴァージニーさん!?」

　案内役と思われる魔ま女じよと一いつ緒しよに立っていたのは、マドモアゼル・ヴァージニーだ。

　これまで『白い蝶ちようの館やかた』で目にしたドレス姿よりは、動きやすそうな衣い装しようを身につけ、長い髪をゆるく束ねているが、麗うるわしい姿とにじみ出るような気品は見み間ま違ちがえようもない。

　ヴァージニーはアイリに気づくと、にこやかに笑いかける。

「私たち今朝早くにこちらについて、いまイルメリア女王へもご挨あい拶さつに伺うかがったところなの。アイリさんとここでお会いできるなんて、奇き遇ぐうですわね」

　驚いたアイリは椅い子すから立ち上がると、ヴァージニーのそばに歩み寄った。

　先日アイリと一緒に店を訪おとずれたハイヅカも気になるのか、あとにつづく。

　アダムも椅子から立ち上がり会え釈しやくをするが、気をつかったのか再び椅子に腰こしを下ろした。

「ヴァージニーさん、どうしてここへ？」

「以前からこちらの塔とうへのご招待を、個人的にいただいておりましたの。この度たびはとても大変な事態があったと知って、こんなときこそお役に立てないかと参りましたわ」

「そうだったんですか。ヴァージニーさんぐらい名が知られていると、たしかにお招きも多そうですね」

　口にして、アイリははっと気になることを思い出した。

　──そうだ、ヴァージニーさんがここにいるなら、やっぱりトリニックさんもここに？

　だがアイリが口を開くより早く、ヴァージニーは紅茶色の瞳ひとみを瞬またたかせると、白い指を伸ばしてアイリの頰ほおにそっと触ふれる。

「あの、なにか？」

「アイリさん、具合が悪かったり、妙みような感じがしたりなんてことはない？」

　ハイヅカのことではなく、自分について聞かれているのだとわかりアイリは首をひねる。

「あ、そういえば……ドロップパレスへ着いて、森のなかで少し目眩めまいがするような、ぐらぐらする感じはありました。でも、馬に乗り慣れてないからそのせいかと思うんですけど」

「アイリ、お前昨日だって体調がよくなかったろ。調子はどうなんだ」

　安心できないと言いたげなハイヅカの声に振り向こうとして、アイリはまた視界が傾いた。

「おい！」

　とっさに伸ばされたハイヅカの腕うでにしがみついて、転てん倒とうはまぬがれたが、ひどい目眩に一いつ瞬しゆんきつく目を閉じる。

「あれ…………えっと、変ですね、こんなことめったに……すぐ、戻もどりますから。ほら、大だい丈じよう夫ぶです」

　腕を離はなそうとして、「いいから動くな」とハイヅカにいさめられる。

　背後で驚いたアダムが椅子を立つ気配があったが、ハイヅカが大丈夫だと手で制した。

　そのままハイヅカの胸むな元もとにもたせかけるように引き寄せられ、背中でもたれかかってしまうと包まれる安心感に少しほっとする。

　──なんで？　なにか昨日からおかしい。このあたりって霧きりとか雨が多くて、セントパレスより冷えてるから、風邪かぜでもひいたのかな。

　アイリがわけもわからぬまま混乱しかけていると、ヴァージニーに向き直ったハイヅカが、詰きつ問もんするように口をひらいた。

「あんたは有能な占せん術じゆつ師しだ。それにトリニックの関係者だっていうんなら、ここで俺たちと会うことなんて予想済みのはずだろ。一体なにが目的だ？」

　鋭い口調と長身に見下ろされても、ヴァージニーはまったくひるむことなく、むしろじっとハイヅカを注視した。

「私がここにいるのは、私の意思ですわ。それに目的があるのは兄様ですの。こちらの対策室に守護物タリスマンに詳くわしい方がいらっしゃいますわね？　その方が七聖守護物ザインタリスマンの修復に関かかわられると、先ほど女王からお伺いしましたわ。せっかくですもの、ぜひご一緒したいと義兄あには望んでおります。同じ七聖府ザインに所属する者同士、志は同じはずです」

　悪びれたようすもなく口にするヴァージニーは、確かに間ま違ちがったことは言っていない。

　彼女は彼女なりに、大切な人の思いを支えようとしているのだ。アイリは思い切って尋ねた。

「あの、やっぱりここへはトリニックさんも同行を？」

「えぇ、兄様はこれまでほとんどお休みもいただかず働いてきたんだもの。いま使わなくてなんのための有給なんですのってお勧すすめしました」

　実ににこやかに返されるヴァージニーの言葉に、アイリは内心「お勧めしないで欲しかった」とため息をついた。

　ハイヅカもまったく同じ心境であるのは、顔をみれば明らかだ。

「とにかく、アイリさんの不調は、このままだと問題になるわ。ひどくしないためにも、手を打つ必要があります」

　ヴァージニーの言葉に、ハイヅカはさっと顔色を変えると、厳しい表情で問いかける。

「ひょっとして、こいつの具合が悪いのは、俺の凶きよう運うんのせいか？」

　アイリはハイヅカの口調に、思わずぎょっとして顔をあげた。

「……うーん、半分はそうだといえるし、少し違ちがうともいえるかしら」

　自分の占術に絶対の自信を持っているヴァージニーにしては、珍めずらしく言葉を濁にごす。

　やや瞼まぶたを伏ふせて、あたりを探さぐるような沈ちん黙もくの後、再び口を開いた。

「エン・ハイヅカさん、あなたはわかっているんでしょう？　あなた自身と因いん縁ねんが複雑に結ばれた人物が、ドロップパレスの呪じゆ詛そに関わっている可能性がある。本来ならこの森の護まもりは、アイリさんの強運に悪い影えい響きようは及およぼさない。むしろ、あなたの方がはじかれかねないわ」
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　遠えん慮りよのない言葉に、ハイヅカの体が強こわばるのが寄り添そっているアイリにはわかった。

「コゲツのことか……俺と奴やつの因縁のせいで、アイリに悪い影響が出てるってことだな」

「そうね。ドロップパレスで展開されている呪詛は、めったにお目にかかれないような規模と強さよ。だからこそ、あなたを通じて彼女に流れる凶運の大きさも計り知れない。とにかく、この森の魔女の護りもいまは不安定だわ。道中でもそれは感じ取れた」

　今朝方到とう着ちやくしたばかりだというのに、すでに状じよう況きようをある程度見通せているヴァージニーに、アイリはさすがだと感心する。

「とにかく、ドロップパレスに仕し掛かけられた呪詛を見破るためには、七聖守護物ザインタリスマン『ダァトの目』の修復が必ひつ須すですわ。だからこそ所属などにこだわらず、問題の早期解決をはかるべきじゃないかしら？」

　すらすらとやわらかな声で告げられて、ハイヅカはぐっと気け圧おされる。

　目の前にいるのは自分より五つも年下の少女なのだが、突つきつけられる言葉に噓うそがないだけにやりにくいようだ。

「いや、あんたがいうような事態なら、部署のメンツなんてくだらないことだと思ってる。ただな……自分の義兄が周囲からどう評価されているか、わかってるのか？」

「よくわかっていますわ。兄様は、仕事熱心で実力もある。知的好こう奇き心しんが旺おう盛せいで、情熱的なところがあるから、たまに周囲と衝しよう突とつもあるみたいだけど……そんなところも、慕したわれる魅み力りよくになってしまうかもしれませんわね。妹としては、悪い虫がつかないか心配ですわ」

　思わぬ言葉を真顔で返されて、ハイヅカは何とも奇き妙みような顔つきでこちらをみた。

　アイリも薄うす々うすわかってはいたが、やはりヴァージニーのトリニックへの気持ちを確信する。

　──た、たぶん。その心配はいらないんだろうなーって思うけど、それをいうのも失礼だよね？　私はダリウスさんが心配なだけで、トリニックさんの無神経なところには慣れつつあるんだけど……。

　ミッドパレスから帰き還かん後、研究室が多た忙ぼうだと知っているだけに、この時期に有給をもぎ取ってまでドロップパレスにきたトリニックを、いまさら止められる気はしない。

「トリニックさんがいてくださることで、早くに問題がかたづくなら女王も喜ばれると思いますよ。あと、さっきいってた私の目眩も、『ダァトの目』が修復されれば治まりますか？」

　なんとかふらつきもなくなり、今度こそ自分の足でしっかりと立つアイリにハイヅカはまだなにか言いたげだったが、ここへは仕事できているのだ。

　なにより自分が不調だと思えば、それだけハイヅカを苦しめる気がして耐たえられなかった。

　ヴァージニーは心配そうにアイリを見つめると、少し困ったように首を振ふった。

「まずは七聖守護物の修復をいそぎましょう。問題にはそれからひとつずつ取り組むべきですわ。いまごろ兄様が、あなたたちの上司と話をしているはずです」

　三人が話し合っているなか、広間に近づく足音がするとシアーズが顔を出した。

　アダムも待ちかねていたように立ち上がると、シアーズに歩み寄る。

「良かった。揃そろってるわね。ダリウスはもう作業に取りかかったわ。ほんと昨夜からの彼の勤勉さを見習いなさいな」

　あらわれたシアーズがヴァージニーの姿に驚おどろかなかったのは、すでにトリニックと話をしているからだろう。

　ヴァージニーに向かって軽く会え釈しやくをしたあと、さらになにか言いたげに見つめている。

　その表情に、アイリはだいたいシアーズの胸の内が想像できた。

　──ひょっとして主任も、トリニックさんとヴァージニーさんが兄妹きようだいだって知って、あまりの似てなさっぷりに驚いてるとか？

　あとでふたりは義理の兄妹なのだと説明しておこうと思いつつ、アイリは口を開いた。

「主任、おつかれさまです。ダリウスさんが修復に取りかかったってことは、七聖守護物ザインタリスマンの修復許可が下りたってことですね？」

「そうよ。ったく、本庁も今朝方まで返答にもたついてるから、せっつきまくってやったの。それとトリニック室長もご一いつ緒しよすることになったわ。アイリはタロットを持って、しばらく待機しておいてもらえるかしら。アダムとハイヅカは、ここ『魔ま女じよの書しよ架か』の警備について管理責任者と打ち合わせをしてもらうわ。場所は広間のすぐ隣となりの部屋を押さえてもらったから、ハイヅカとアイリの距きよ離りも大だい丈じよう夫ぶよ」

　シアーズの指示にアダムとハイヅカは敬礼で応こたえると、速すみやかに広間を出て行こうとする。

　だが立ち去る間ま際ぎわに、ハイヅカが気き遣づかわしげな視線を向けるのがわかって、アイリは全く問題ないと手を振って送り出した。

　アイリとシアーズそしてヴァージニーは、七聖守護物の修復がすむまで邪じや魔まにならぬように、このまま広間で待機することになった。

　ここが『白い蝶ちようの館やかた』であれば、シアーズは恋こい占うらないでも頼たのみたいところだろうが、さすがに職務中に不ふ謹きん慎しんなことはできないらしい。

　そのとき、広間の入り口をちょろりと横切った影かげにアイリは気づいた。

「……あれ、まさかいまのって」

「どうしたの？」

　アイリがソファから立ち上がると、シアーズもつられて入り口を見る。

　ひょこっとのぞいて揺ゆれたのは、ルジャインの頭にあるうさぎ耳のように布の垂れた部分だ。

「やだ、どうしてルジャインが勝手にうろついてるの！」

　慌あわててシアーズが戸口に走ると、物ぶつ騒そうにも腰こしの銃じゆうを構え、低い声で静かにルジャインに語りかける。

「いい、いますぐこっちに戻もどってらっしゃい。逆らうなら責任者としてご迷めい惑わくをおかけするまえに、可愛かわいいあんたを蜂はちの巣にしなきゃならないわ。でも、こっちへくるなら美味おいしいスコーンがあるわよ、もちろんジャムもたっぷり塗ぬりつけてね」

　テーブルの上に置かれた軽食にちらりと視線をやって、シアーズが微笑ほほえみかけると、どうやらルジャインはジャムにつられたらしい。

　手が届く範はん囲いにくると、シアーズは自ら制服のベルトを抜ぬいて、ルジャインの首元をぎゅっと縛しばって拘こう束そくしてしまった。

「……主任ってば、お見事すぎです」

「なにいってるの、アイリもぼさっとしてないでベルト貸しなさい。足も縛っとかないとまたふらふら消えるわよ」

　突とつ然ぜんの捕とりもの劇に、ヴァージニーはぽかんとしていたが、捕つかまえられたルジャインを見ると、「まぁ、これは変わったヒトガタね」と感心したようだ。

　騙だまされたと暴れるルジャインに、シアーズが機き嫌げんを取るためその口元にジャムを塗ってやる。

「あぁぁ、主任ってばまたルジャイン汚よごして。ほんとダリウスさんがなんていうか……」

「いいのよ、管理不行き届きだって返してやるもの」

　上司権限をこれ幸いと振りかざすつもりらしいシアーズは、どこかご機嫌に見える微笑みでルジャインを見張っている。

　ルジャインを挟はさんで席についたアイリは、手元にあるタロットの箱を見てつい口にした。

「あの、主任。いまここでタロットを使って、占うらなってみるのはいけないでしょうか？」

　部外者であるヴァージニーの前でカードを使うことが許されるだろうかと、許可を求めてシアーズを見たが、シアーズはやや表情を曇くもらせた。

　やはりウィッカの遺産である特とく殊しゆなタロットは機密事じ項こうでもあるため、部外者が同席する場で、許可無く使えるものではないらしい。

　ヴァージニーもまた状況を察したのだろう。気を悪くするでもなくうなずいた。

「わかりますわ、政府機関ともなれば、細かな規程がおありですものね。では、ご提案なのですけれど、私が自分のカードを使うのでしたら問題はありませんわね？」

「ヴァージニーさんが？」

「えぇ、お役に立つためにきたんですもの、恋れん愛あい占い以外にもカードが扱あつかえますのよ？」

　おどけたように口にするヴァージニーに、アイリは顔を輝かがやかせてシアーズを見た。

　この状じよう況きよう下かでヴァージニーの力を借りられるのなら、それは心強いことだ。

「こちらも勝手ばかりお願いするようだけど、ありがたい申し出よ」

　シアーズが感謝をこめて口にすると、ヴァージニーは持参していた小さな鞄かばんから、タロットの箱を取り出す。

「私が操あやつるカードでは、できるだけ目的を絞しぼって尋たずねていただいたほうがよさそうね。アイリさん、もしあなたがここでタロットを使うのだったら、なにを占おうと思っていましたの？」

「私が……占うなら？」

　これまでは特殊なタロットカードで、特定の七聖守護物ザインタリスマンが置かれている状況について占ってきた。

　いまは肝かん心じんの七聖守護物が修復の途と中ちゆうにあり、襲しゆう撃げきの首しゆ謀ぼう者しやも『黒の七星旅団』だとわかっている。

　──そうか、いま使うタロットはヴァージニーさんのタロットだから、七聖守護物に関かかわるものだけじゃなくてもいいんだ。七聖守護物である『ダァトの目』が直ったら知りたかったこと……『風の天窓』を狙ねらう『黒の七星旅団』の動きについて、彼らはどうしてこのドロップパレスを襲おそったの？　以前ローザックと会ったときに、奴やつはなにを狙っていた？

　アイリが記き憶おくをたどっていくと、思い当たることがあった。

「『黒の七星旅団』を率いるローザックという男は、私の父の知り合いでした。ローザックは、ウィッカの遺産についてわかった秘密を父が隠かくしたんだっていってたんです。トリニックさんにも同じようなことを聞かれましたけど、私はどうしてもわからない。だから、秘密というのが何を指しているのかを知りたいです……」

　うわごとのように口にすると、ヴァージニーはそれ以上詳しよう細さいなことを聞かなくとも良いというように手のひらを見せた。

「アイリさんのなかで、質問が定まったのなら、私はカードを導くまでです。かえって抽ちゆう象しよう的なほうが、答えを曲げずに受けとめられるものですわ。けれど、カードの結果をどう受け入れるかは、アイリさんの解かい釈しやくにかかってきますわ。占せん術じゆつ方法は、示される答えが絞られる方法にしますわね」

　アイリがうなずくと、ヴァージニーは占う準備が整ったのか、神秘的な瞳ひとみを伏ふせる。

　別のソファへと移動して、物が置かれていないテーブルの上にカードを広げて交ぜはじめた。

　見守ろうと決めたのか、シアーズも黙だまったままことを見つめている。

　ヴァージニーが滑なめらかに動く指で、カードがしっかりと交ざったのを確かく認にんすると、三回カードを切ってからひとつの山へと積み上げた。

　そこから選びとられたカードはたったの二枚だ。

　意表を突つかれた思いでテーブルの上を凝ぎよう視しすると、ヴァージニーがゆっくりと口をひらく。

「これはとても単純な手法なの。シンプルクロススプレッドよ。一枚目は現状の疑問や問題を示して、二枚目が答えに至るまでの障害を示すものになる」

　ヴァージニーは丁てい寧ねいに説明をすると、その手で一枚目のカードを開け、つづけ様に二枚目のカードも開けてしまった。

　厳おごそかな声で読み上げられたカードの内容に、アイリも神経を研とぎ澄すます。

「一枚目があらわす現状の問題について。〈吊つるされた男〉の正位置ですね。これは『置かれている環かん境きようの不自由さであったり、なんらかの犠ぎ牲せいになること、そして目的や道筋を見失った状態』を示しています」

　ヴァージニーはアイリの瞳を見つめて自分の言葉が伝わったのを確かめると、小さくうなずいて二枚目のカードを手のひらで示した。

「問題がそうした状況にあることに対して、障害となっているものを示すカードに〈審しん判ぱん〉の逆位置がでています。これは『癒いえない心の傷、断たち切れない過去や、眠ねむったままの記憶』などを示しますわね」

　アイリは目の前に用意されたふたつのカードを、よく繫ぎ合わせて考える。

　──父さんが隠したもの。ローザックとトリニックさんが関心を寄せるもの……。

　再び脳のう裏りをよぎったのは、ミッドパレスで七聖守護物ザインタリスマンである『大鏡』に触ふれたときのことだった。

　そのとき目にしたローザックの表情は、ひどく印象に残っている。

『大鏡』が見せた光景には、深くフードをかぶった人物が『風の天窓を開く者』に与あたえられる『証あかし』について口にした直後、向かい合った少女の額に、六ろく芒ぼう星せいを象かたどった光が焼けつくように見えたのだ。だが考えてみても、それとカードの〈吊された男〉が繫がらない。

　むしろ、吊されたというのならば、先ほど目にしたルジャインのことを思い起こした。

　──思えばここにくるまでも、ルジャインってよく縛られて吊されてたけど……それにルジャインっていえば、ダリウスさんだよね。

　思考が繫がった途と端たん、ダリウスの手に一時浮うかびあがった六芒星の痣あざを思いだす。

　前回アイリがタロットで占った際に起きた出来事だったが、その後は自然に消えてしまったようで、ダリウスもなにも言わなかったため、きちんと話ができていなかった。

　──あのときは、ダリウスさんの子供時代の話を聞いて、トリニックさんとの異様な関係もあったから話しづらいかなと思ってたんだけど……。

　必死に思考を追うアイリは、あることに気づいて「あっ」と声をあげた。

　タロットカードの二枚目に出た〈審判〉の逆位置は、答えを導くための障害になっているものだとヴァージニーは言った。

『癒えない心の傷、断ち切れない過去』といった言葉もまた、ダリウスの幼少時のことを指しているように思える。

　父親が隠した物について占ってもらったが、出てきたカードはダリウスのことを指しているように思えてならない。

　ダリウスに必要なのは、自らの過去を知ることなのだろうか？　そこに思い当たって、アイリは胸が痛んだ。きっとダリウスの過去はあまり楽しいものではないだろう。

　しかし、だからこそ『鍵』の証があらわれた秘密があるように思えてならない。

「アイリ、どうしたの？　なにかわかりそう？」

　不ふ審しんそうに問いかけるシアーズに、アイリは曖あい昧まいにうなずいてみせた。

「気になることがあるんですが、ダリウスさんに確かめてみないとはっきりしないんです。そのあとお話ししたいんですが、いいでしょうか？」

「わかったわ、修復が終わったら、ダリウスに話す時間をもらいましょう」

　シアーズはアイリの言葉について、ダリウスの知識で裏付けが必要な内容なのだと受けとったらしい。

　アイリとシアーズが、慎しん重ちように言葉を交かわすのを、占術師を生業なりわいとしているヴァージニーは黙って見守っていた。仕事ではこうしたことも珍めずらしくないのだろう。

「星の導きが、良いしるべとなりますように」

　そう告げてヴァージニーがにこりと微笑ほほえむ。

「本当にありがとうございます。疑問の糸口がつかめたように思います」

　アイリが礼を告げたあと、淹いれ直してもらった紅茶を三人で楽しんだ。

　窓から差しこむ光が、暮れ始めた空の朱に染まる頃ころ、使いと思われる魔ま女じよが広間にあらわれた。シアーズが入り口で話をすると、明るい顔つきで振ふり返る。

「良かったわ。ダリウスたちの修復作業はメドが立ちそうだって。一度部屋へ来て欲しいって報告よ」

　アイリとヴァージニーは顔を見合わせると思わず目を輝かがやかせた。

　結局、広間にルジャインを残していくわけにもいかず、シアーズが縛しばり上げたベルトごとルジャインも最上階へと運ぶハメになる。

　三人が向かったのは、塔とうの最上部にあるイルメリア女王との謁えつ見けんの間より、さらに奥まった小部屋だった。

　入ってみるとやや奥行きが狭せまく感じられ、やたらと角張った内装で壁かべの継つぎ目ごとに水すい晶しようの飾かざりがつり下げられている。壁かべ紙がみの模様が動いたように見えるのは、水晶から投げかけられる光が珍しい文字を浮きあがらせ、角度ごとに形を変化させるからだ。

　朝から作業をしていたダリウスと、そこに合流したのだろうトリニックは、それぞれの荷物を広げ、互たがいに黙もく々もくと作業をしていたようだった。

　時刻はすでに夕暮れ時を迎むかえそうな頃だ。

　だというのに、用意されていた軽食もろくにとっていないようすのダリウスとトリニックの面おも差ざしは、かなり憔しよう悴すいしている。

　それでも、ふたりにはなにかを乗りきったような、満足感がにじんで見えた。

　アイリたちが到とう着ちやくしたのに気づくと、ダリウスが近づいてきた。そっと身を寄せると、思い切り顔をしかめてささやく。

「なんでコイツがきてるんだ。ひどい災難だったぞ！」

「私だって、ヴァージニーさんに会って驚おどろいたんですよ」

　アイリの言葉にダリウスは首を傾かしげた。

　どうやらトリニックから、同行者がいるとは聞かされていないらしい。

　部屋に入るなりトリニックに近づいていった少女の姿に、ダリウスは目をみはっている。

「ヴァージニーって……あの占せん術じゆつ師しのマドモアゼル・ヴァージニー？　彼女が!?」

「えぇ、一応トリニックさんの妹さんで身内だそうです」

　大きな瞳をいっそう見開いたダリウスは、有名な占術師であるヴァージニーの若さはもちろん、トリニックと家族だということに驚いたのだろう。

「あの、ヴァージニーさんは養女だそうですので、義理のお兄さんってことですけど」

　やはりあの美少女と粘ねん着ちやく気質の研究者に血のつながりは見いだせないのだと感じ、アイリは声を潜ひそめて教えた。

「…………まぁ……ともかく、どういった間あいだ柄がらにせよ、トリニックがここへきたっていうんなら、目当ては七聖守護物ザインタリスマンっていうよりも、やっぱり『ウィッカの予言』についてなんだろ」

　かつてトリニックの部下であり、彼の性格をよく知っているダリウスには、彼らの目的も察しがつくらしい。

「でも、現地での七聖守護物修復許可が下りてよかったですよね」

　昨日から気を揉もんでいた問題が、思ったより早く解決できたとあって、アイリはほっとしていた。

「シアーズ主任ががんばってくれたからね。許可が下りたのは、先日のミッドパレスでの件もあったからだろう」

　ダリウスの言葉にアイリも複雑な気持ちになる。ハイヅカの故郷であるミッドパレスの七聖守護物は、過去の災害時に修復のため七聖府ザインへと運ばれ、偽にせ物ものとすり替かえられていたのだ。

　七聖府へ持ち帰ることが必ず安全に繫がるとは言い切れないいま、本庁も異例の判断を下したのだろう。しかも研究室からは、頼たのまれてもいないはずのトリニック室長自身が現場を訪おとずれており、結果的には思わぬ手助けとなった。

「とにかく、いまは七聖守護物の修復が最優先だからね。人手が増えるのを拒こばみはしない。イルメリア女王と話したんだけど、『ダァトの目』が修復されれば、森に残っている呪じゆ詛そのことも探さぐれるかもしれないってことだった」

　ダリウスの話は、先ほどヴァージニーが口にしていたことでもある。

　アイリは気になっていたタロット占うらないの結果について、ダリウスに尋たずねてみることにした。

「あの、『ダァトの目』の修復を待ってる間にですね……ヴァージニーさんの協力で、タロットで占ってもらったんです」

　少し迷いはしたが、二枚のカードのことと、それについて自分がどう解かい釈しやくしたかをダリウスに話す。

　はじめは冷静に話を聞いてくれていたダリウスだったが、顔色が徐じよ々じよに悪くなっていくように見えてアイリは不安になった。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　不ふ愉ゆ快かいになったならすみません」

「いや、違ちがう。そうじゃないんだ……。痣はまた浮き出ていたから」

　気まずそうに目を伏ふせるダリウスにアイリは息を詰つめる。

「そんな、いつからです」

「ドロップパレスの魔女の森に入ってからだ……手が熱くなって、少しずつ色が濃こくなった。昨夜からとくにハッキリしてきて、僕はこの意味も調べたくて書庫にいたんだ」

　すると作業の落ち着いた部屋を見まわしたシアーズが近づいてきて、ダリウスに声をかけた。

「どう、修復作業は無事完かん了りようってことなのかしら？」

　深刻な空気で話をしていただけに、アイリとダリウスはびくりと肩かたを震ふるわせる。慌あわてて振り向いたダリウスは、シアーズの手に握にぎられたベルトに気づいたようだ。

「作業はほぼ完了しましたが、主任……それって」

「あぁ、ルジャインよ。恐おそろしいことに勝手に塔の中をうろついてたんだから。ちゃんと管理しておかないと」

「いや、僕もシーツで簀す巻まきにしてから紐ひもをかけて、大きめのトランクに鍵までかけて片づけといたんですけど」

　想像もしていなかった事態に、ここまでくると脱だつ出しゆつイリュージョンだと言いたげに、ダリウスも眉み間けんを険しくしてベルトで縛り上げられたルジャインに近づく。

　すると、ルジャインはぶらんと勢いよく体を跳はね上げ、自ら雑ぞう巾きんのようにねじれるとベルトの拘こう束そくを一いつ瞬しゆんで抜ぬけてしまった。

「あ、まさかいつもこの手で……待て！　ここで暴れると──」

　やっかいだと言おうとしたのかどうか、ダリウスの手は逃にげ出したルジャインに伸のばされたが、それより早くルジャインは机の上に飛び乗ってしまった。

「あっ、こら！　ルジャイン……それは!!」

　アイリが思わず悲鳴をあげたのは、ルジャインの手に七聖守護物ザインタリスマンである仮面があったからだ。

　ルジャインは仮面を振りかざすと、自分を捕つかまえようと迫せまるダリウスの目元に押し当てた。

　その場にいた全員が、思わず息を吞のむ。

　突とつ然ぜんのことに、棒立ちになったダリウスは、びくっと肩を揺ゆらしたかと思うと、そのまま床ゆかに倒たおれこんでしまった。

「ダリウスさん!?」

　慌てて駆かけ寄ったアイリがダリウスを助け起こすが、真っ青な顔色で完全に意識を失ってしまっている。

　背後から近づいたトリニックが、ルジャインを再び拘束すると仮面を取り上げた。

「まったく、なんたることだ。七聖守護物に触ふれるとはこのヒトガタ……一度完全分解してただの布の塊かたまりに戻もどしてやるか」

　ぶつぶつと文句をいいながら、仮面をあらゆる角度から見て確かく認にんするトリニックに、アイリは詰め寄る。

「トリニックさん、いまは先にダリウスさんを診みてください。ダリウスさんの意識はどうしてなくなっちゃったんですか！」

　アイリの剣けん幕まくにトリニックは悪びれることなく、面めん倒どうそうにため息をついた。

「そりゃ、フロスト君の管理不行き届きだろう。我々七聖府ザイン職員たるもの七聖守護物ザインタリスマンの無事を優先するのが先決だよ。まぁ、いまの出来事で考えられるのは、修復された仮面が『ダァトの目』としての力を発動して、フロスト君がなんらかの影えい響きようを受けたんだろう。仮面をのぞいた者がどういった状態になるのかは、ぜひイルメリア女王に伺うかがいたいところだが……」

　部屋から出て行ったシアーズは、速すみやかに魔ま女じよに事態を報告しにいったようだ。

　戻ってきたときにはやや硬かたい表情で、「すぐにイルメリア女王がこられるわ」と口にした。

　隣りん室しつからクッションを持ってきてくれた魔女に礼を告げ、ダリウスの頭の下に敷しくとアイリたちはようすを見守る。

　少しの間をおいて、イルメリア女王がやや慌てた足取りであらわれた。

　トリニックが七聖守護物の修復状じよう況きようについて説明し、さらに思わぬことでダリウスが仮面をのぞいてしまったのだと話す。

　イルメリア女王は心配そうにダリウスの顔色を見ながら、トリニックに差し出された仮面を受け取った。白くなめらかな仮面の表を大切そうに指でなぞる。

「あぁ……仮面から感じる力は正常に戻っている。修復を無事に終わらせていただいたこと深く感謝する。ただ、フロストさんが仮面をのぞいてしまったのだとすると、仮面の力が発動した恐れがある……」

　問題の原因であり元げん凶きようであるルジャインを見ると、女王はなにかに気づいたのか首を傾かしげた。

「このヒトガタは、一体誰だれがなんのために作ったものなのだろう？」

　イルメリア女王の問いに、トリニックが答えた。

「倒れてしまった彼が、子供の頃ころ、手すさびに作ったものです。まだ八つほどの子供がすることですから、遊び相手が欲しくて作り出したのでしょう」

　イルメリア女王は小さくうなずくと、興味を覚えたのかルジャインに手をさしのべた。

　布でできた腕うでがひょいと振ふり上げられ、アイリはルジャインがフォーチュンクッキーを投げつけたりしないかと冷や冷やする。

　驚おどろいたことに、ルジャインは手をちょこんと女王の手のひらに載のせた。

「……この子は、長い間抱かかえていた伝言があったみたいだ」

　思わぬ言葉にアイリが身を乗り出すと、背後でシアーズが「まだ横になっていなさい」と声をあげた。どうやらダリウスが意識を取り戻したようだ。

「ダリウスさん、大丈夫ですか？　少し休きゆう憩けいしてください」

　床の上で半身を起こしたダリウスの傍かたわらに、アイリは膝ひざをつく。

　ダリウスは真っ青な顔色のまま、驚いたようにアイリを見あげた。

　もの言いたげな瞳ひとみに、アイリが気づいて視線を合わせるとダリウスの手を取る。

　ゆっくりと開かれた手のひらには、ダリウスの言った通り消えたと思っていた六ろく芒ぼう星せいの赤い痣あざが浮うかびあがっていた。

　ダリウスは汗あせがにじむ額を手で押さえると、困こん惑わくしたように視線をめぐらせる。

　アイリが握っているダリウスの手は、ひどく震えて冷たくなっていた。

「そんなはずはないんだ……僕が知らない人のことだ……見たこともない女の……」

「ダリウスさん!?」

　いまだ正気ではないようなダリウスに、アイリは怖こわくなって強く名を呼ぶ。

　同じように床に膝をついたシアーズに気づくと、アイリはダリウスの手を取って痣を見せた。

　オリーブグリーンの瞳が驚きに見開いて、手のひらをじっと見つめたシアーズはつぶやいた。

「コーネル室長の報告書にあったわね。これは、アイリが見たっていう、少女の額に浮かびあがった六芒星の痣のこと？……どうしてダリウスに？」

　戸と惑まどうシアーズに、アイリはトリニックに聞かれぬようにと小声で話しかける。

「ご報告が遅おそくなって申し訳ありません。以前、痣が浮かびあがったときは、すぐに消えてしまったので、よくわからなかったんです。ダリウスさんは、ドロップパレスに来てからまたあらわれたって──」
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　すると、アイリの言葉を遮さえぎるように、ダリウスがすっと手をあげた。

「悪かった、少し混乱してた……いま、ルジャインに仮面を当てられたあと、夢をみてるように流れこんできた記き憶おくがあって……たぶん、その出来事が関係してると思うんです」

「いまって……この気を失っていた間のことですか？」

　うなずいたダリウスはまだひどい顔色で、驚くべきことを口にした。

「見えていたのは、過去のことだと思う。僕には覚えのない場所だったけど、そこに、自分のことをセオドア・モートンだと名乗る男の人がでてきた。それって──」

「……私の、亡なくなった父の名前です。なんで、そんな……」

　突然父の名が出たことにアイリが驚いていると、会話を聞いていたのだろうトリニックも近づいてきた。

「フロスト君。君がみたのは、セオドア・モートンについての記憶だっていうのかね？」

　ダリウスはトリニックに逆らう気力もないのか、ただ浅くうなずいてイルメリア女王へと視線を向ける。

「大切な七聖守護物ザインタリスマンを、不用意にヒトガタに触れさせてしまったことを、心からお詫わびします。でも聞かせてください……この七聖守護物『ダァトの目』が見せるのは『隠かくされた知識』だとおっしゃいましたね。いま僕が見たものは──」

　ダリウスの必死さがにじむ声に、イルメリア女王はドレスの裾すそをさばくと、床に膝をついた。

「あの大きなヒトガタはあなたのものだな？　あなたが見たものは、きっと封ふうじられていた記憶なのだろう……それを隠すために、どうしてそんなことを？」

「わからないんです。ルジャインは、僕が幼い頃に作ったはずですが、なんのためにとか、そういったことはなにも覚えていないんです」

　イルメリア女王はルジャインの行動に意味があると言いたげだ。

「考えられるのは、ヒトガタを作った当時、こめられた記憶をあなた自身が知らないほうが良い状況だったのかもしれない。忘れたい出来事や、少しだけ眠ねむっていて欲しい思い出を、一時的にヒトガタに託たくすのは魔女がよく行うことだ」

　どうしてダリウスが記憶を封じる必要があったのかアイリは気になったが、記憶の内容の方がさらに重要に思えた。

　自分の父が出てきたのだとすれば、過去にダリウスと関かかわったことがあるというのだろうか。

「ダリウスさん、……私の父が出てきたっていうのは、どういうことなんでしょうか？」

　詰つめ寄るような問いかけに、ダリウスも再び考えこむ顔つきになる。

「妙みようなんだ。女王がおっしゃる通り封じた記憶だとしたら、僕自身に起きたことなんだろうけど……でも、記憶といっても……あれは……本当に僕の記憶なのか──」

　どう説明したものかと考えこむダリウスに、アイリは気づいたことがあった。

　──そういえば、これってヴァージニーさんにタロットで見てもらった結果と関係してる？　ルジャインが〈吊つるされた男〉を示していて、〈審しん判ぱん〉の逆位置になる『断たち切れない過去』が、ダリウスさんの記憶なのだとしたら？　ダリウスさんの過去に、父さんが隠したものが関係してるってことなのかも!?

　そこにある答えが、『黒の七星旅団』にいるローザックの目的を知る手がかりになるだろう。

　アイリはイルメリア女王に向かって口をひらいた。

「あの……こんなこと申し上げるのは、失礼なんだとわかっています。でもダリウスさんの記憶を私も知りたいんです。そこに私の父が関係しているのなら、『黒の七星旅団』が狙ねらっている物を知る手がかりになるかもしれない。奴やつらに先手を取らせないためにも……仮面を使わせていただくことはできないでしょうか？」

　部下の突とつ然ぜんの申し出に、驚いたのはシアーズだった。

「ちょっと、アイリ!?」

　あまりにも無む謀ぼうで勝手な申し出だとアイリはわかっていたが、ダリウスから話を聞くのではなく、父の姿を自ら確かめたいという気持ちがある。

　イルメリア女王から返されたのは、思わぬ答えだった。

「どうか彼女を咎とがめないでほしい。いまドロップパレスに起きていることについて、星は特別な動きを見せている。それは『黒の七星旅団』や七聖守護物ザインタリスマンについて告げているかもしれない。もしフロストさんの記憶に手がかりがあるのならば、その答えは我々にも必要なものだ」

　イルメリア女王の言葉に、トリニックが話の輪に入ってきた。

「イスフェルドさんが以前話をしたというローザックの言葉通りなら、奴らの狙いが『風の天窓』の『鍵かぎ』であることは間ま違ちがいない。いまの状じよう況きように先手を打つためには、フロスト君の痣についての解明が急務だと思われるが──」

　イルメリア女王は立ち上がると、テーブルに置かれている仮面に近づき手に取った。

「私どもが協力するのはもちろんなのだが、仮面を使うには条件があるため、彼女が直接使用することは許可できない。ただ私が仮面を使ってヒトガタを見て、それをイスフェルドさんに伝えることならできる」

「伝える、どうやってですか？」

「私が仮面を使ってヒトガタから読み取った記憶を、全く同じように見てもらうこともできるが、……そのためには、彼の了りよう承しようが必要だろうな」

　個人的な記憶に踏ふみいることになるのだと告げるイルメリア女王に、ダリウスは硬かたい表情ではあったが、生気を取り戻もどした瞳を向けると「よろしくお願いします」と答えた。
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　アイリたちとは別に、警護のため『魔ま女じよの書しよ架か』の造りと、護まもりについて説明を受けていたハイヅカとアダムは塔とうのバルコニーへと出ていた。

　すでに塔の被ひ害がいと警備説明を終えた魔女は退出してしまっているが、眼下に広がる木々の深い森をふたりは眺ながめている。

「まだ、ここらの森に呪じゆ詛そがあるってことは、コゲツが居座ってる可能性だってあるよな」

　ハイヅカはいますぐにでも武器を携たずさえ、コゲツを追って森へ入りたい気持ちだった。

　ヴァージニーにアイリの体調について聞いたこともあり、なおさら気持ちは焦あせる。

「あの客人の女性は、『黒の七星旅団』の呪詛についてなにかおっしゃっていましたか？」

　アダムの表情はどこか鋭するどく、なにか気がかりがあるようだ。ハイヅカは首を傾かしげて先を促うながす。

「じつは……イルメリア女王とご一いつ緒しよしたときに、彼女の腕うでに怪我けがが残っているようでした。『魔女の書架』の頂点におられる方です。傷がそのままにされているということは、治ち療りようできない理由があるからでしょう。呪詛の影えい響きようがあるのでは……と考えています」

　ハイヅカはアダムの言葉に目を見張った。

　──ヴァージニーのいうように、コゲツがこれまでにない呪じゆ術じゆつを展開しているなら、七聖守護物ザインタリスマンを守護する女王に呪詛が及およんでいても不思議はねぇ。だが、女王にまで影響がある呪術なら、アイリに向かって流れる凶きよう運うんの大きさは……。

　己おのれの左手首にあるブレスレットを押さえ、ハイヅカは息苦しくなる。呪術を使うコゲツは、自らに返る呪詛をハイヅカに流すことで、通常以上の力を発揮している。

　その忌いまわしい縁えんが、いまはアイリやイルメリア女王を苦しめているのだ。

　己の無力さを突つきつけられるようで、ハイヅカはバルコニーの手すりを握にぎりしめたが、アダムがパンと軽く肩かたをはたく。

「焦らないでください。私も気持ちは同じです。でもあなたが無む茶ちやすることを、イスフェルドさんが望んでいると思いますか？　彼女のことが大切なのでしょう？」

　どこか余よ裕ゆうが感じられるアダムの口調に見み透すかされているようで、ハイヅカはむっと息を詰めたが、自分の気持ちにも気づきつつある。

「そうだな、あいつみたいなのは、俺にとっちゃまたとない相棒パートナーだ。替かわりはきかねぇってわかってる。幸運体質なんて関係なくな……」

「彼女は、なににもかえ難がたい人、ですか？」

　尋たずねてくるアダムは、からかうつもりではなく本気で尋ねているようだった。

「それは──お前こそ、本気なのか？　相手は魔女で、かつ相当特とく殊しゆな立場だぞ？」

　ハイヅカの切り返しにアダムは驚おどろいたようすもなく、再び森と空が広がる光景へ目を向けた。

「今回の任務でドロップパレスへくるまで、自分が彼女との約束や思い出を、美化しているだけなのかもしれないと疑ったことがあります。ですが、あの方に会えた途と端たん、馬ば鹿かみたいに気持ちがふくらんで……迷わない自分に困っているぐらいです」

　障害だらけの恋こい路じである現実を、アダムはてらいもなく楽しげに語った。

　これまでどれほど女性に言い寄られても、さして顔色を変えたことのないアダムが、はじめて見せる幸福そうな笑え顔がおに、ハイヅカはわかったような気がした。

　自分が願うもの、望むものに手を伸のばすことに、迷う必要などないのだ。

　だがそのためには、どうしてもケリをつけなければならないことがある。

　ハイヅカは自分の左手首で揺ゆれるブレスレットに触ふれると、決意を胸に固くした。
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　イルメリア女王は『ダァトの目』を使うにあたり、意識を集中させる必要があるとして、当事者であるダリウスとルジャイン、アイリだけにして欲しいと口にした。

　ダリウスの顔色の悪さにシアーズは心配そうだったが、イルメリア女王いわく「慣れない記き憶おくが一気に流れこんだせいで、少し疲つかれているからだ」となだめていた。

　シアーズやトリニック、ヴァージニーは、先ほどまでアイリと共に待機していた部屋で再び待っていることになり、階段を下りていく。

　三人の背中を見送ったイルメリア女王は、ドレスの裾すそを引いて椅い子すに腰こし掛かけると、向かい合った椅子をアイリに勧すすめた。

「なるだけしっかりと、背もたれに背をつけてくれ。慣れない感覚のはずだから、倒たおれると危ない」

　てきぱきとした口調ながら、イルメリア女王の表情はやわらかく、アイリは少し緊きん張ちようがほぐれた。目の前に座る女王は、結ゆいこぼした金の髪かみが肩を流れ、黙だまっていればじつにたおやかな乙女おとめに見える。

　──ほんと女め神がみ様みたいにお綺き麗れいなのに、男の人みたいな口調のせいで印象がちぐはぐ。

　当人の凜り々りしい人ひと柄がらと見た目の違ちがいに、どことなく倒とう錯さく的な色気が感じられ妙に気を惹ひかれてしまう。

「よいか、このあと私が仮面をのぞいてから、イスフェルドさんの目に手をかざす。まぶたは閉じていてくれて構わない。少し間があるかもしれないが、先ほどフロストさんが見たのと同じか、あるいは多少変化した記憶が見えるはずだ。これは仮面をのぞくのが私であるために、記憶の角度が違ってしまう可能性があるせいだ」

「わかりました」

　まだ少し緊張しているアイリに気づいたのか、イルメリア女王がそっと手に触れた。

「これから見るのは、あなたのお父上に関かかわることかもしれないのだな。平気だろうか？」

「……はい。父といっても、ほとんど覚えていないんです。『落日の礼拝』で亡なくなってしまったので」

　すると、イルメリア女王の独特な色の瞳ひとみがかすかに揺れた。

「ひょっとすると、辛つらい記憶になるかもしれない。もし、本当に堪たえられないと思ったなら、無理にでも声をあげて欲しい。あなたの体は動けなくなるわけではないから、途と中ちゆうでとめることができる。または私が危険だと判断して、中断することもあるが、構わないか？」

「はい、ありがとうございます」

　無理を承知で申し出たことに、イルメリア女王が非常に心をくばってくれているのがわかる。

　アイリはダリウスの口から父の名が出たことで動どう揺ようしていた自分の気持ちを、ようやくしっかりたて直した。

「では、はじめよう。イスフェルドさんは目を閉じて」

　イルメリア女王は仮面を手にすると、すぅっと穏おだやかに息を吸いこんだ。

　アイリも水に潜もぐる前のような気持ちで、深く息を吸ってまぶたを閉じる。

　やがて、まぶたの上にほんのりと温かな空気を感じたと思うと、次の瞬しゆん間かんそれは消失してしまう。全身が、不思議な明るさに包まれた。

「……あ」

　思わず目を開き声を出してしまったと思ったが、それすらも定さだかでなくなる。

　アイリは自分の体が宙に投げ出される感覚に陥おちいった。天地や目に映る物の質感、五感のすべてが消失してしまったような不安定さがあった。

　白い視界と黒い視界が交こう互ごにゆるりとやってくると、やがて夜明けの空に見える色の境にまばゆい光が生まれる。

　──なんか、これってあのタロットカードで占うらないをしてるときに見えるものと似てる？

　そう感じた次の瞬間には、光が大きくはじけた。
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　手が見える。子供の手だ。

　まだ幼く小さな指は器用なのか不器用なのか、ずいぶんと太い縫ぬい針をぐいぐいと勢いよく扱あつかっている。

　目を凝こらしてみつめると、乱雑に切った端は切ぎれを縫い合わせていく手が、子供の頃ころのダリウスのものだとようやく気づいた。

　床ゆかに座りこみ、背を丸めている子供のまばゆい金の髪と、印象的な琥こ珀はくの瞳には間ま違ちがいなくいまの彼の面おも影かげがあるからだ。

　どこかうつろな表情で一心不乱に針を握る横顔は、やや尋じん常じようでない雰ふん囲い気きをまとい見る者を不安にさせる。

　できあがっていく人形らしき物体に円い目の部分が縫い取られ、長い耳が取り付けられる頃には、それがルジャインなのだとアイリは確信した。

　──トリニックさんのいってた通りなら、これを作ってるダリウスさんは八歳ぐらいってことだ。もう、ダリウスさんが七聖府ザインに保護されたあとってことだよね？

　目の前にある光景が過去のもので、自分の意識とは大きく隔へだてられているとアイリにもわかる。

　イルメリア女王が操あやつる仮面がもたらす、目の前の光景の鮮せん明めいさに驚きつつ、アイリはさらに集中した。

　幼い頃のダリウスの境きよう遇ぐうを思い出すと、細く小さな肩に触れたくなったが、声をかけられるわけもない。

　意識をダリウスに近づけようとすると、周囲の空気から新たに流れこむものがある。

　ダリウス自身のぼんやりとした表情は、すでに心がここにないようだった。取り憑つかれたように手元に集中するダリウスの小さな手に、アイリは思わず指先を伸ばす。

　すると針から伸びた糸が淡あわく輝かがやきだし、流れていく道筋のように感じられた。

　アイリがタロットで占いをするときに感じる、特別なものに導かれるような、従うことを求められるなじみの感覚に似ていた。

　さらに意識を深く狭せまく凝らしていくと、針と糸の先へ流れていく光景が目の前に広がった。

　薄うす暗ぐらい視界に、目が慣れるまで少し時間がかかる。見えてきたのは、外から鍵かぎをかけられた扉とびらだった。

　格こう子しがはめ込まれた切り抜ぬき窓から中が見える。そこにはまだ若いひとりの女性が、椅子に腰こしを下ろして頭を抱かかえていた。

「……お願い。出して、ここから自由にして」

　うめくように声をあげると、ちょうど扉が外から開かれるところだった。

　はっと顔をあげた女性の瞳は虹こう彩さいの色が上下で異なっている。

　瞳の下半分は深い青で、上半分が鮮あざやかな緑色。それはドロップパレスの魔ま女じよにだけ見られる特とく徴ちようのひとつだった。

　さらりと背を流れるまばゆい金きん髪ぱつに縁ふち取どられた顔は、泣きはらしたのだろう、やつれた目元に隈くまが浮ういている。怪我けがをしているのか、首筋や両りよう腕うでには包帯が巻かれ、痛々しい眺ながめだ。

　──この女の人、ドロップパレスの人だ。しかも、いま入ってきたのって……。

　アイリが見ているのは、間違いなくいまよりも若い容姿のキアド・ローザックだった。

　涙なみだをこぼす女性を前に、ローザックは冷ややかながら丁てい寧ねいに語りかける。

「儀ぎ式しきは無事に済んだのだから、あとは『鍵』の能力を与あたえられたあなたが、しかるべき役割を果たせば自由になれる。それまで少しだけ、我々に協力をしていただきたい。世界のため、いまの歪ゆがんだ星を正すためにも、助力を惜おしむべきではない。ほら、いい加減に食事をしないと体が弱るばかりだ」

　だが女性はローザックの声に反応するでもなく、ただ涙をこぼすばかりだ。

「心を決めることだ。生きて帰りたければ協力するほうが利口だと、じきにあなたにもわかるでしょう」

　そう言い残して、ローザックは食事を置いて部屋を出て行く。

　女性は手元の盆ぼんから水差しをつかむと、扉に向かって投げつけた。金物のそれは、けたたましい音を立てると水をまき散らして床を転がる。

　目の前の女性は、ローザックに監かん禁きんされているのだ。

　つい先さき頃ごろ、ミッドパレスを訪おとずれたアイリとダリウスも、場所は違ちがうが『黒の七星旅団』によって地下の座ざ敷しき牢ろうに閉じこめられたことを思い出す。

　──さっきローザックは『儀式は無事に済んだ』っていった。儀式ってどういうことだろう。それにこの女の人、ローザックに監禁されてるみたいで……。

　疑問ばかりが増えていくが、アイリが意識を凝らしてたどっていくと、目にする光景から徐じよ々じよに女性の身の上が明らかになる。彼女はドロップパレス出身の腕うで利ききの魔女だった。

　セントパレスの占せん術じゆつ師し通りに憧あこがれ、店を出すために出資者を募つのったが、そのなかにローザックがいたようだ。支し援えん者を装よそおって近づいたローザックは、出店のための下見をしようと声をかけ、彼女の身み柄がらを拉ら致ちしたのだ。

　それからもう数ヶ月ほど、彼女はこの部屋にいるようだった。さらに何度も名を口にする男性の存在は彼女の恋こい人びとだと思われる。

　わかってきた情報を整理したいとアイリが思った途と端たん、目の前の色や形がひどく歪んで、流れの強い川面かわものように複雑な色を見せた。

　──うわっ……なに!?　すごく景色が歪む……それにめちゃくちゃに乱れて……この女の人が混乱してるからなの!?

　断だん片ぺん的に見える場面がつづき、再び女性の姿があらわれたときには、思わぬ事態になっていた。

　──この人、妊にん娠しんしてたんだ。赤ちゃんを抱だいてる……。

　彼女はゆったりとした長衣ローブをまとい、妊娠を隠かくしていたのか、ローザックも知らなかったようだ。

　母子のために医者を呼びつけて静養させていたのだろう。やがて容態が安定したのか、ローザックはそのままふたりをミッドパレスへ移送した。

「病やみ上がりだというのに悪いが、明日行われる我々の聖なる礼拝のあとには、『黒の七星旅団』も本格的に導きの活動をはじめる。そのために、『鍵』であるあなたには、そばにいてもらわなければならないんだ──」

　ふたりの移送先がミッドパレスの旧神しん殿でんの地下にあった座敷牢なのは、間ま違ちがえようがなかった。

　乳ち飲のみ子を抱きかかえ、ローザックの言葉にぴくりとも表情を変えることのない女性の横顔は、ひどく冷ややかに見える。

　いまは両腕や首に包帯が巻かれていることはなかったが、そこには痛ましい刻印のあとが見えた。

　──まさか、ローザックが口にしてた儀式で……？

　自分の目的のために、この女性を傷つけて監禁したのだとすれば、ローザックの行動はあまりにも常じよう軌きを逸いつしている。

　胸に小さな命を抱いている女性は、初めて目にしたときよりずっと毅き然ぜんとした眼まな差ざしをしていた。

　不思議な色合いを見せる瞳ひとみの中には、我が子を守ってみせるという信念が感じられる。

　ローザックが座敷牢を立ち去ったあと、女性は自らが身にまとう長衣ローブのすそから、小さく折りたたまれた紙し片へんを取り出す。

『すまない。必ず、君たちを助ける』

　よほど焦あせって書かれたのだろう。乱れた文字の短い言葉は、女性の恋人によって書かれたものなのかと思われた。しかし手のなかの紙片を見つめる女性の顔は、相手の言葉を疑うような険しい色を浮かべて見える。

　だが、異変はすぐに訪れた。夜半に頭上で争う物音が響ひびくと、慌あわただしく階段を駆かけ下りてくる足音が近づく。

「無事ですか……！」

　押し殺した声で、暗くら闇やみを近づいてくる人物の顔がわずかな明かりに浮かびあがり、アイリははっとした。

　座敷牢にあらわれたのは、金きん褐かつ色しよくの髪かみをしたアイリの父セオドア・モートンの姿だ。

　こめかみに青あお痣あざを作り、唇くちびるの端はしが切れているところを見ると、あまり荒あら事ごとには慣れていないのだろう。

　セオドアと、牢ろうの中の女性に面識はないようだ。

「あなたは……あの男とどういう関係なの？」

　赤ん坊ぼうを抱えた女性が警けい戒かいするのは当然のことだったが、セオドアは周囲を見回しながら、必死に言葉を選んでいるようだった。

「警戒されるのは当たり前です。ローザックがしたことは許されない、あいつを止めるのはもちろんだけど、まず君たちを安全な場所へ逃にがしたい。詳くわしい話も懺ざん悔げも、安全な場所へいってからさせてほしい。どうか、私と一いつ緒しよにきてくれないか。必ず故郷のドロップパレスへ君たちを送り届けると約束する」

　床ゆかに座ってあとずさった女性に、セオドアは目線をあわせて懸けん命めいに言いつのる。

　やがてその気持ちが通じたのか、少しだけ女性が座敷牢の格子に近づいたときだった。

　頭上に物々しい足音があり、先ほどセオドアが入り口で争った男たちの、応おう援えんが駆けつけてきたのだとわかる。

　女性は頭上を振ふり仰あおぐと、強く瞳をきらめかせた。

「わかったわ……託たくします。この子だけでも連れて逃げて……丈じよう夫ぶじゃないから、早くちゃんとしたところ…治ち療りようをして……の」

　女性の声はくぐもって聞こえづらかったが、手早く赤子をくるんだ布を外していく。

　早産だったらしい赤ん坊はずいぶんと小さく、格子の隙すき間まをすり抜ぬけることができた。

　セオドアが壊こわれ物のように赤ん坊を受け取ると、女性は格子越ごしに布を渡わたしてよこす。

「この子の名前は？」

「…………よ。大切な人からもらったの」

　女性は赤ん坊を手放すのが辛つらくてたまらないのか、名残なごりを惜しんで額に口づける。

「さ、行って。あとは私がひきつける」

　セオドアは苦しげに眉まゆ根ねを寄せると、赤ん坊を深く抱きこんで階段を駆け上がる。

　女性は格こう子しにすがりつくようにして、一秒でも長く我が子の姿を目に焼きつけようというのかセオドアを見送っていた。

　目にした光景に、アイリは確信した。この赤ん坊がダリウスなのだと。

　──前に私が夢で見た、地下にいる父さんが抱かかえてた赤ん坊は、ダリウスさんだったんだ。まさか、ローザックが人をさらって儀式をしていたなんて……。

　あまりに卑ひ劣れつかつ、非人道的なやり方にただひたすら怒いかりがこみ上げてくる。

　アイリの視界はみるみるぼやけ、それが涙なのではないかと気づいたときには、水のなかを浮ふ上じようするように意識が曖あい昧まいになっていく。




　膜まくのなかをくぐり抜けるような感覚のあと、徐々に自分の体の感覚がよみがえると、アイリの耳にダリウスの声が聞こえた。

「おい、アイリ大だい丈じよう夫ぶか？　アイリ？」

　目の前にあるダリウスの顔に、先ほどの女性の口元が重なる。すぐ隣となりでは、イルメリア女王が心配そうにのぞきこんでいた。

「いま……見えたのって、ダリウスさんのお母さんですか？」

　つぶやくような声で尋たずねると、ダリウスは自信がなさそうにかすかに顎あごをひいてうなずく。

　すると隣にいるイルメリア女王は、アイリを案じているのか抑おさえた声で説明してくれた。

「私も同じものを見せてもらったが、いまの女性が彼の母親なら、『ダァトの目』を使って倒たおれてしまったのもうなずける」

「それは、どういうことですか？」

「この仮面は誰だれにでも扱あつかえるわけではない。ドロップパレスの……力ある人間でなければ、のぞくだけで何かが見えたりはしないのだ」

　アイリと同じ過去の出来事を追ってきたイルメリア女王も、辛い境きよう遇ぐうにあった同どう胞ほうの姿にショックを受けただろう。

「じゃあ、やっぱりダリウスさんのお母さんは、ドロップパレスの人だったんですね」

「そうだろうな。このヒトガタに封ふうじられていた記き憶おくは、彼が母親のお腹なかに宿っている間にあった出来事だろう。彼の母親が、ドロップパレスを出ていくほど力ある魔ま女じよだったのだとすれば、力を尽つくして我が子に伝えたいことがあったということだ。そして彼は魔女の血を引く者だからこそ『ダァトの目』を使うことができた」

「でも、どうしてお母さんの託した記憶がルジャインに？」

　まるで抜け殻がらのように床に横たわるルジャインの姿を見て、アイリは不思議に思う。

　イルメリア女王は、静かに息をついて目を伏ふせた。

「フロストさんは、本来とても力が強い子供だったのではないだろうか？　もちろん、呪じゆ術じゆつに関しての話なのだが」

「……えぇ、幼い時には色々と問題もおこしました」

　ダリウスは過去身を寄せた施し設せつや、引き取られたあとの七聖府ザインで、呪じゆ物ぶつを使って事故を引き起こしているのだ。

「本来、ドロップパレスの魔女は女系のために、男子に力が強くでることはあまりない。けれど、フロストさんは母君の血を濃こく継ついでしまったのだろうな。幼い頃ころに自己防衛本能が働いたことで、自分自身を守るために、力と記憶の大半をヒトガタに移してしまったのだろう。よく見せてもらうと、縫ほう製せいの手法がドロップパレスの魔女に伝わるものだ」

　イルメリア女王の言葉はうなずけるものだった。ダリウスはヒトガタを作ったことで、術師として己おのれの力を封じたが、呪術や守護物タリスマンに対する先天的な理解の早さや、応用する力が残されたのだろう。

「さっき見えたことが実際に過去に起きたことなら、やっぱり私の父親とダリウスさんのお母さんは、出会っていたことになります。ただ──」

「どうして、フロストさんが『鍵かぎ』なのかわからないと？」

　核かく心しんをついた質問を投げかけられ、アイリとダリウスはぎょっと顔をあげた。

　イルメリア女王は少しだけ迷ったあと、意を決したように口をひらいた。

「あなた方対策室の人間は、ウィッカが残した数々の遺産にとても近いところで仕事をしているのだろう？　だからこそ、いまから私が口にするのは、ドロップパレスで伝えられている、伝承のひとつとしてお聞き願いたい」

　アイリとダリウスは顔を見合わせてうなずく。

「ウィッカの出自については学者、占せん術じゆつ師しと諸説あるのだが、なかでも、魔術師というのが最も有力な話だ。こうした憶おく測そくには、ウィッカがドロップパレス出身だったというものもある」

「確かに……印象はぴったりですよね。私が『大鏡』に触ふれたときに見た、森にある神しん殿でんみたいな場所も、ここの樹木と似たものが多かったです」

　塔とうへ来るまでの道中を振り返ってアイリが口にすると、イルメリア女王が答える。

「『魔女の書しよ架か』を囲む森には、いくつも神殿がある。かつての魔女たちが、儀ぎ式しきを繰くり返した名残だろうな。いまはもう使われることもないが、過去には多くの不思議にまつわる物が収められていたと聞く。ウィッカが七聖守護物ザインタリスマンとして定めたものは、その神殿から選び出したものだという説もあったが……いや、話がそれたな」

　イルメリア女王は言葉を切ると、やや緊きん張ちようした面おも持もちで再び仮面を手に取った。

「私はこの『ダァトの目』が使える。それはつまり、他ほかの人よりも七聖守護物について知りうることがあるともいえる」

　イルメリア女王の言葉に、アイリははっとした。いま彼女が口にしていることは、七聖府ザインも知らないことなのだろう。

「それは、『風の天窓』や『鍵』のこと、ですか？」

「そうだ。『風の天窓』は七聖守護物のすべての力が集約されることで、生み出されている。いくつもある力をひとつの縄なわのようにまとめて綴じているのが『鍵』だといえるな。ならば当然、次に考えられるのは『鍵かぎ穴あな』の存在だということになる」

「まさか、『鍵穴』についてもご存じなんですか!?」

　驚おどろくアイリの声に、イルメリア女王はふっと苦い笑えみを浮うかべた。

「……すべてのことは、知らないでいるつもりだ、と答えたら卑ひ怯きようだろうか……今回襲しゆう撃げきがあったように、『ダァトの目』を使えぬ者が、今後私を利用しようとするかもしれない。無論、自己保身だと責められても反論はできないが」

　魔女の能力で極ごく秘ひ事じ項こうを知ることができるとわかれば、魔女たちは特別な監かん視しがつけられたり、制限を受けることがあるかもしれない。だからこそ、いまイルメリア女王が口にしたことは、あくまでもこの場限りの話として受け取るべきなのだ。

　少し憂うれえるような瞳ひとみを見て、イルメリア女王の危き惧ぐは当然だとアイリは思った。

　ダリウスの記憶で見た、ローザックのような男がいる限り、『風の天窓』について知る者には、常に危険が付きまとうことになる。

「いいえ、イルメリア女王には十分ご協力いただきました。今後は我々対策室で、『鍵穴』のことを探さぐってみようと思います。それが私たちの務めですから！」

　アイリは張り切って立ち上がろうとした途と端たん、激しい目眩めまいに襲おそわれ足もとがふらつく。

　目の前でちかちかと白い光が点てん滅めつをはじめた。

「あぁ、いけない！　仮面を使ったあとは、身心ともに消しよう耗もうが激しいから……！」

　イルメリア女王の焦あせった声が響ひびき、ダリウスの手に体を支えられたのがわかる。

　だが、どんどん血が下がっていき、目の前は薄うす暗ぐらくカーテンをかけられたようだ。

　白い星がいくつも増え、きらめくようにくっきりと浮かびあがり、曲線を描えがいて回り出す。

　自分の視界が回っているせいだとアイリが気づいたときには、床ゆかに崩くずれ落ちていた。
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　ひどく大きな音が響いたかと思うと、突とつ然ぜん大きな窓ガラスが割れた。

　自分がどこにいるのかわからず周囲を見回すと、少し離はなれた場所にある窓の位置がとても高く感じられ、アイリは違い和わ感かんを覚える。

　誰かに背後から体を抱だき上げられ床から浮いてしまう。あちこちであがる悲鳴に戸と惑まどった。

「襲撃が──『黒の七星旅団』が」「どうしてここで!?」「子供たちを早く避ひ難なんさせて……」

　ばらばらにあがる声と切せつ迫ぱくした空気があるのに、どことなく自分はそれを他人ひと事ごとのように感じてしまう。アイリはようやく、自分が幼い頃の記憶を見ているのだと理解した。

　──たぶん、ここはミッドパレスにある七聖府ザインの駐ちゆう在ざい所しよだ。七聖府職員の子供が預けられてる場所……。どうして、いまごろ思い出したんだろう。

　かつて自分が知っていたはずのこと。そう自覚した途端、一挙に当時の記憶がよみがえってきた。

　七聖府職員で地方都市への派は遣けん任務を伴ともなう者には、家族の同どう伴はんが許される場所もある。

　当然子供がいる家庭もあり、共働きの夫ふう婦ふも多い。

　アイリの両親のようにどちらも七聖府職員の場合は、各駐在所に常じよう駐ちゆうしている保育資格者が子供を預かってくれるのだ。

　アイリを抱き上げたのも保育士のひとりだろう。割れたガラスを避さけるように、部屋の奥へと入っていく。

　窓からのぞく空には、黒い煙けむりがもうもうと上がっていた。

　大人たちは誰だれもが不安そうに、状じよう況きようを確かく認にんしに走り、子供たちの保護者の無事について声を落とすような気配がある。

　たちまち駐在所は、出入りする職員たちでひどく混乱することになった。

　子供たちはひとかたまりで待機するよういいつけられ、アイリも周囲の空気に圧あつ倒とうされるように不安がふくれあがっていった。

　しかし駆かけ込んできた人物の声で、ぱっと気持ちが晴れる。

「アイリ……！　すみません、娘むすめは──」

　あらわれた父のセオドアの姿に、アイリは泣き出しそうになりながらほっとした。

　駆け寄って手を伸のばしたが、セオドアは抱きあげてくれない。

「……そのこ、だれ？」

　アイリがきょとんとしてしまったのは、父親の腕うでのなかにまだとても小さな赤ん坊ぼうがいたからだ。

　だがアイリの困こん惑わくをよそに、セオドアは保育士の女性と話をはじめる。

「神殿周辺でひどい爆ばく発はつが……呪じゆ物ぶつがしかけられた恐おそれがあるそうです。いま職員が確認に向かっていますし、本庁からもすぐに飛ひ空くう艇ていと車両が手配されると通達がありました。子供たちを優先的に避難させることになります」

　うなずいたセオドアは厳しい眼まな差ざしで問いかける。

「ケイトは……妻を知らないか？」

「奥様なら、この先にある七聖府ザインの研修生たちがいる建物への救きゆう援えん部隊に加わられました。軍部からも応おう援えんがくると思いますけど、いまはとにかく人手が足りないので。あの……その子は？　こちらでお預かりしましょうか？」

　保育士はセオドアが抱いている赤ん坊を気にしたが、何気ない風でセオドアは答えた。

「この子は、ミッドパレスの住人の赤ん坊だ。文化交流の会へこられた女性の子供で、母親が怪我けがをしたから、このまま家族のもとへ送り届けてくる」

「でしたら、住民にも避難指示がでているはずですから、確認されてからのほうがいいです」

「あぁ、わかった。ありがとう。それと、娘も僕が見ていたいんだがいいだろうか？」

　保育士は少し迷ったようだが、突然の事態に人手は足りない。

　いまも泣き出し外へ出ようとする子供や、まだ目の離せない幼児が多くいるのだ。

「……わかりました。あと二時間ほどで救援が駆けつけますから、早めにお戻もどりくださいね」

「もちろんだ」

　不安そうな声に、セオドアはしっかりとした調子で礼を告げ、ようやくアイリの手を握にぎってくれた。

「おとうさん……赤ちゃんだれ？」

「アイリ、父さんと少しお散歩にいこうか？」

　アイリの問いかけには答えず、それでもしゃがんで目線を合わせると、セオドアはいたわるように笑いかける。自分の名を呼ぶ父の声に、これが過去のことだとわかっていても、突つき抜ぬけるような痛みが胸に迫せまった。

「そのこ、だれ？　アイリ、おねーちゃんになったの？」

　セオドアに手を引かれながらアイリが尋たずねると、セオドアは泣き出しそうに顔をゆがめた。

「ごめんね、この子はアイリの弟じゃないんだよ」

　赤ん坊を腕に抱きアイリを連れたセオドアは、人目を避けるように駐在所を出ると、少し離れた一いつ軒けんの木造建築へとたどりついた。

　アイリの手を放し、上着から取り出した鍵かぎで建物の扉とびらを開けると、迷うことなく入っていく。

　やや薄暗くほこりっぽい場所は、壁かべ際ぎわの棚たなに置かれた書物や、焼き物の数々からみて、郷土資料の保存のためにある建物のようだ。

　棚の間を歩くと、部屋の隅すみに赤ん坊を寝ねかせ、アイリに見ているよう言いつける。

　手て狭ぜまな空間に置かれた小さなテーブルや椅い子す、資料を立てかけるためのイーゼルなどをセオドアは壁際に寄せていった。

「おとうさん、なにするの？」

「もう少し待っててくれ。ちょっとだけアイリにお願いしたいことがあるから」

　なにか楽しいことでも始まるのかとアイリは期待したが、セオドアは床に座りこむと、自らの制服の内側へと手を入れ、小さな箱を取り出した。

　幼いアイリにとっては、父が取り出したものよりも、目の前にいる自分より小さな赤ん坊が気になって仕方がない。

　赤ん坊は小さな手の指に触ふれられて笑っていたが、手のひらには奇き妙みような赤い模様が痣あざのように浮うき出している。アイリの隣となりから赤ん坊をのぞきこんだセオドアは、はっきりと目の前にあらわれた証あかしに、苦しげに顔をゆがませた。

「やっぱり、ローザックは儀ぎ式しきを成功させてたのか……でも、『鍵』の力は彼女のお腹なかの子に宿った……」

　セオドアは箱から取り出したカードを床に広げザラザラと混ぜ合わせると、それをもう一度ひとかたまりにしてアイリに声をかけた。

「ごめんね、アイリ。これから少し父さんと遊ぼうか？」

「？　うん」

　セオドアは優やさしげに話しかけてくれるものの、表情はひどく硬かたい。

　自分の娘の小さな手にカードを握らせると、床ゆかの中央に赤ん坊を寝かせた。

　硬い床にひとり寝かされて不安なのだろう。ホワァホワァと泣いていた声が、ギャアギャアとわめくように激しくなる。

　アイリは赤ん坊の泣き声に不安にさせられつつ、それでも父親から伝わってくる緊きん張ちようした空気に押し黙だまってしまった。

　こうして薄うす暗ぐらい建物のなかにいても、ときおり爆ばく音おんがあがり、人の叫さけぶ声や物々しく走る音と、周囲は異様な騒そう々ぞうしさだ。

　だがセオドアは、外の世界と切り離されてしまったかのように振ふる舞まった。

　ひたすらアイリの気をそらさないように、笑え顔がおだけをこちらに向けている。

「アイリ、父さんの手を見て。ほら、そこからこっちへ。父さんが止まってっていうまで、まっすぐに歩いて。そう……ゆっくり、はい、止まって」

　ひどく慎しん重ちようなゆっくりとした言葉に、自分は失敗してはならないのだと、幼いアイリも感じていた。自分が一歩でも足を踏ふみ間ま違ちがえると、真っ逆さまにどこかへ落ちていくような、さっき目にしたばかりの黒い煙が襲おそってくるような不安な気持ちにさせられる。

　外のようすと、室内の尋じん常じようではない緊張に恐きよう怖ふが高まるなか、他ほかに助けを求められる相手もないままアイリは声も出せない。

「じゃあ、いま父さんが渡わたしたカードを上から一枚とって床に置いてくれ。そう、上手だ。いい子だね。次はこっちへ同じように歩いて──」

　一体これがなんの遊びなのかわからぬまま、それでも父親の鬼き気き迫せまる声こわ音ねにアイリは言うとおりに足を踏み出す。

　赤あか紫むらさきのカードをめくっても、裏になにが描かいてあるのかは見てはいけないと言われる。

　奇妙な儀式は、円を描えがくように何度も繰くり返された。

　アイリが歩かされている間も、赤ん坊は泣きつづけ、自分が床に置いていくカードのせいで泣いているのではないかと思うほど、いまや泣き声が激しくなっている。

　あたりに漂ただよう異様な空気に、アイリは何度も足を止め、いつ泣き出してやめてしまおうかと考えていた。

　立ち止まるたび、父のほうを向いて首を振ってみせるが、聞き入れられることはなかった。

　外で響ひびき渡る爆音が、暗い部屋をときおり揺ゆらす。

　アイリはよろめきながら、また一枚カードを言われる場所に置いた。

「よし、これで最後だよ。アイリのいまいる場所にカードを一枚置いたら、残りを赤ちゃんのそばにおいてくれ。これで最後だから、ね？」

　アイリが六枚目のカードを手に取って床に置いた途と端たん、それは暗がりのなかで不思議な光を放った。

「──っ!?」

　手に持った残りのカードを落とすまいとして、思わず尻しり餅もちをつきそうになる。

　強きよう烈れつに足もとから放射される光は、徐じよ々じよに細く力強さを増すと生き物のように床を走り、模様を描きはじめる。

　アイリが父親に言われた通り、残りのカードを持ち、赤ん坊ぼうのすぐ脇わきに置こうとしゃがみこんだときだった。

　ひときわまばゆく強い光が手にしたカードから発せられ、屋内だというのに四方から強い風が巻き起こった。白く白く、視界を遮さえぎるように周囲にあふれかえった光は、離はなれた位置にいる父の影かげも、そこにあるあらゆるものの形をも吞のみこみ覆おおい尽つくす。

　まぶしさと恐怖に、アイリの目からはいつのまにか涙なみだがあふれていた。ぐずぐずと鼻を鳴らして、震ふるえる声で呼びかける。

「お、おとうさ……」

　恐怖で床にへたり込んだアイリは、とうとう持っていたカードの束を床に落としてしまった。

　怖くなったアイリはカードに近づきたくなくて、赤ん坊の反対側にしゃがみこんだ。

　赤ん坊の小さな手に触れるとひどく熱を持っている。そのぬくもりにすがる気持ちで、ひたすら身を寄せてうずくまった。

　光の放出がつづいたのは、ほんの数十秒ほどのことだったろう。

　セオドアは床で縮こまる我が子の姿に唇くちびるを嚙かむと、足早に駆かけ寄った。そっと抱だき起こすと、痛みをこらえるように娘むすめの頰ほおに自分の頰を寄せる。

「ごめん、アイリ。怖かったよな、がんばったぞ。よく、やり遂とげてくれた」

　そうつぶやいて、アイリの頭を撫なで床に座らせると、隣の赤ん坊を抱だき上げた。

　いまではまったく泣き声を上げていない小さな体は、泣き疲つかれたのか寝ね入いってしまったようにぐんにゃりとして見える。

　セオドアは赤ん坊の小さな右手に触れると、握りこんでいる指をひらかせた。

　途端、こわばっていたセオドアの表情がゆるむと、ほっと息をつきながらうつむいて全身の力を抜く。

　さらに床に散らばったカードを見て、「真っ白だ」とつぶやくと、一枚を手に取ってアイリに見せた。

「ここに、なにか絵が見えるかい？」

「……お星さまがある、いっぱい」

　アイリの答えを聞くと、セオドアは力強い瞳ひとみを潤うるませてアイリの頭を撫でた。

「──成功、だ。これで『鍵』は隠かくせた。……アイリ、ごめんね」

　ひどく疲れた声でそうつぶやいて、セオドアはもう一度ぎゅっとアイリの体を強く抱きしめる。やがて床に散らばったカードを拾い集めると、その裏面は図柄が消え淡あわく輝かがやくだけで、用途がわからないものになっていた。

　──こんなことがあったんだ。私、全部忘れてたの？　両親のこともなにも覚えてないと思ってたけど……でも、三歳だったっていうなら、こんなふうに会話もしてたはず……。

　改めて考えると、アイリ自身もまたダリウスと同じように、幼い頃ころの記き憶おくがかなりあやふやなのだと気づかされる。

　自分が三歳の頃から養女として育ったことを考えると、それ以前の記憶を無意識に押し込めてしまったのかもしれないと思えた。

　──いまみたのって、父さんが私にタロットを使わせて『鍵かぎ』を隠したってことだ。タロットが光って真っ白になったのも、元々は図ず柄がらが見えていたってことよね？

　頭の中に疑問ばかりがうずまいたが、父であるセオドアは幼いアイリを右みぎ腕うでで抱き上げ、左腕で赤ん坊を抱くと、ひと気のない資料室を後にする。

　外には瓦が礫れきの埃ほこりや、火災が起きているのか燃えかすのようなものが始終舞い、灰色のチリが降り積もっていた。

　避ひ難なんする住人に紛まぎれるように、セオドアは再び駐ちゆう在ざい所しよを訪おとずれると、託たく児じ室の職員にアイリと赤ん坊を預ける。

「すまない、この子たちも一いつ緒しよに避難させてやってくれ。指令があって、私は救きゆう援えんに向かうことになったんだ。この手荷物は七聖府ザイン本庁の外務省の都市環かん境きよう調査室に届けてくれれば、受け付けてくれる」

「……この赤ん坊もですか？　家族のところへは!?」

「残念だが、家族とすれ違ちがってしまったみたいなんだ。名前はダリウス。いま親を捜さがすより一いつ旦たん安全な場所へ連れていったほうがいいだろう」

　すでにその頃には七聖府ザイン職員の子供たちだけでなく、別の用件で他都市から訪れていた人たちや子供が、駐在所に身を寄せ始めていた。

　子供を預かっている女性職員は、ざっと周囲に目をやると力強くうなずき返してくれる。

「必ず、この子たちは無事にセントパレスへ送り届けます」

　保育士はセオドアの腕から赤ん坊を受け取るとしっかりと腕に抱いた。セオドアはしゃがみこむと、最後の別れとばかりにアイリの額に口づける。

「お前には星の加護がある。父さんは母さんを迎むかえにいってくるから、いい子にしてるんだ。すぐに戻もどってくるからね」

　そこで言葉をつづけるのが辛つらくなったのか、セオドアは息を吞みこむと、ぎゅっと娘の肩かたを抱き、惜おしむように離れた。

　あとは振り返らぬまま、人でごった返す廊ろう下かをかき分けて進み、駐在所の外へと向かう。

　自分はおいていかれるのだ。

　心細さに襲おそわれて、アイリは父の背に向かって叫さけぶ。

「おとうさんっ……おとうさんっっ!!」

　すぐそばにいた保育士の腕に抱きかかえられるのを嫌いやがって叫んだが、叫びが泣き声に変わっても父は足を止めることなく、姿を消してしまった。

　割れた窓ガラスの外には、ミッドパレスのそこここで火の手があがり、黒く巻いた煙けむりが生き物のように空へと昇のぼっていくのが見える。

　アイリはまだあきらめきれずに、泣きながら何度も父を求めて叫んだ。




「……っ父さん！」

　はっとして、叫び声をあげたアイリは、自分の額にあてられている手の感かん触しよくに目を開いた。

「アイリ……大だい丈じよう夫ぶか？」

　目の前にあったのはハイヅカの顔だ。

　アイリは一いつ瞬しゆん、自分がどこにいて何をしているのかわからなくなった。

　大きな手がアイリの額に置かれ、心配そうに顔をのぞきこんでくる。

　ようすがわからず不安だったのが伝わったのか、ハイヅカがほっと息をつくと口を開いた。

「ここはまだドロップパレスだ。いまお前が寝ねてるのはあてがわれた部屋で、俺がようすをみるのについてた。うなされてたぞ……」

　そう言いながら、伸のばされたハイヅカの指が目じりに触ふれ、アイリは自分が眠ねむっている間に泣いていたらしいと知って驚おどろいた。

　ようやく記憶がするりと繫つながって、アイリはほっとしながら額に置かれた手に触れると「ハイヅカさん」と小さく名をつぶやいた。

「お前は、イルメリア女王と『ダァトの目』を使ったあと倒たおれたんだ。女王がすまながってたぞ。何度か止めようとしたそうだが、記憶の内容があまりにも重要なことで、どうしても先を急いでしまったって」

　その言葉にはアイリもまったく同じ気持ちだった。

「いいえ、むしろ止めないでくださって良かったです。私が無む茶ちやをいいだしたのに。あとでイルメリア女王にお詫わびにいかないと……それに、ダリウスさんとも話をしないといけないことがたくさん──」

「アイリ……いいから。いまは休め」

　少し困ったような、やさしく響ひびくハイヅカの声が近づくと、今度は頰に指で触れられた。

　むずがゆいような感触に驚いて、アイリは慌あわてて頰に触さわる。

「……あれ、まだ水が」

　目からあふれ出したものが涙だとわかって、アイリは自分でも顔をしかめた。

　するとベッド際ぎわに腰こし掛かけていたハイヅカが、ため息をついて胸むな元もとに頭を引き寄せる。

「怖こわい夢だったか。まぁ、俺がここにいたんだ、とんだ悪夢だったろ」

「ふふっ、そうですね……そっか、ハイヅカさんがいたから悪夢って。でも……いま私がみたのって、きっとほんとにあったことで。でも…………それが本当ならっ、父さんがしたことが、どういうことなのか……わからなくて……」

　つい先ほどまで夢のなかで自分が感じていた恐きよう怖ふや不安は、かつて本当にあったことなのかもしれない。

　ローザックの野心が引き起こした悪夢。ダリウスはその犠ぎ牲せいになった子供であり、アイリの父は未み曾ぞ有うの災害を防ぐために、我が子を巻きこんだ。

　──あのとき、父さんはダリウスさんの『鍵』を封ふう印いんするために私を使ったの？

　胸の中をかき混ぜるような苦しい疑問を、どう受けとめたらいいのかわからず、アイリは嗚お咽えつを嚙みしめる。

「話ができそうか？」

　ハイヅカの手が背中の中心にあてられ、触れている温かさにアイリの気持ちも少しずつ落ち着いてきた。いつのまにか、ぴったりとハイヅカの腕に抱きこまれていたが、いまは確かなぬくもりに身を寄せてうなずく。

「イルメリア女王に見せて頂いたのは、ダリウスさんのお母さんの記憶だと思います──」

　今日知ったことをハイヅカに話し始めると、自分の声がハイヅカの体に響いてとても近くにいるのだと安心できる。

　言葉にして事情を説明していくうちに、アイリ自身も気持ちを振ふり返る。

　なにより、ハイヅカが身に着けている七聖府ザインの制服を目にして、自分の左腕にもある腕わん章しようのことを思い出した。

「私、父さんのことも母さんのこともほとんど覚えてなかったんですけど、いま夢で見ていたのってたぶん昔にあったことで、少しだけ思い出せたような気がするんです」

「そうか」

「……父さんは『鍵』を奪うばわれないために、私を利用したのかもしれない」

　その言葉をハイヅカは否定も肯こう定ていもしなかった。

「でも、父さんは七聖府の職員で、『ウィッカの予言』に関かかわっていたから、どうしても『鍵』をローザックに渡わたせなかった。もちろん赤ん坊ぼうだったダリウスさんを助けたかっただろうし、災害で避難を優先される子供に『鍵』を託たくしたのも、ひとつの判断なんだと思います」

「それに、怒いかりを感じるか？」

「……わからないんです。どうして自分の娘むすめにタロットを使わせたのか、納なつ得とくできない気がするんですけど。あの状じよう況きようのなかで、父さんが最善だと思う方法だったのかもしれない……。いまは自分も七聖府にいて、公務でいろんな都市や人に会ったから、そんなふうに思うのかも」

　もう自分は孤こ児じではない。心細いだけの子供ではないのだ。

　一人前になりたくて、目指す仕事についた。

　父や母のことを知りたくて、彼らと同じ場所に立ちたくて、七聖府の職員になった。

　だからこそ過去の真実は、アイリ自身にとって複雑な意味を持つ気がしている。

「まだ、ちゃんと整理はできないんですけど……。でも、いまの夢のことをダリウスさんと話してみたら、もっと具体的なことがわかると思います」

　口にしているうちにすぐに行動に移したくなったが、ハイヅカの腕に力がこもるとそのまま身動きを封ふうじられる。

「気持ちはわかるが、とにかくいまは静養が一番だ。いまのお前はふつうの状態じゃないって、ヴァージニーって占せん術じゆつ師しがいってただろ。あのあとイルメリア女王からも、お前の体調が悪いのは、この土地の呪じゆ詛そとも関係してるだろうって話をされた」

　ハイヅカの声に、アイリはとっさに心に浮うかんだことを隠かくそうとしてうつむいた。ごまかすようにあえて明るい口調で話しかける。

「……すみません、幸運体質は私の取り柄えだっていうのに、これがまともじゃなくなったらハイヅカさんだって困るし。またダリウスさんに、『役立たず』っていわれちゃいそうですよね」

「わかってんだろ、ダリウスだって本気でいってるんじゃない。お前は体質だけじゃなくて、対策室で十分役立ってる。今回のことだって元はといえば『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきがあったうえに、呪詛のせいでおかしなことになってるんだ。それは俺が──」

「ハイヅカさん！ やめましょう。私がいいだしたことですけど、お互たがいこんな体質だから相棒パートナーってことなんですし、問題が片付いたらきっと解決しますよ」

　口にしながらアイリは不安になり、思わずハイヅカの制服の袖そでを握にぎる。

　──ハイヅカさん、きっとコゲツのことを考えてる。はっきりとは口にしてなかったけど、それって逆にものすごく意識してたからってことなのかもしれない。

　ハイヅカはどこか苦しむような表情で、アイリを抱だきしめる腕うでに力をこめた。

　わずかに息が詰つまり、胸の底が甘くくすぐられるような心ここ地ちのなか、銀灰の瞳ひとみを見あげる。

　ハイヅカは厳しい雪空のような瞳を閉とざすと、口をひらいた。

「いまの状況を考えると、俺たちは相棒パートナー制度を解消したほうがいいと思う」

「え？」

　想像もしなかった言葉を聞かされ、アイリは夢から覚めたようにハイヅカの唇くちびるをただ茫ぼう然ぜんと見つめた。ハイヅカは腕をゆるめると、アイリの肩かたをつかんでそっと体を離はなした。

「それは……私と離れたいってことですか？」

　声がかすかに震ふるえて揺ゆれる。

　恐おそろしい答えが返ってくるかもしれないという思いに、体中が緊きん張ちように強こわばっていく。

　ハイヅカは質問には答えず、アイリの目元に手のひらをあてがったかと思うと、そのまま寝しん台だいへと押し倒されてしまった。温かく熱を持った手が、視界をふさいだまま起き上がることを許さない。

「お前は、なにも心配しなくていい。とにかく今日はこのまま寝ねてろ」
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　どこまでも真しん剣けんな、ひどくやさしい声に、アイリは怖くて目を開くことができない。

　触ふれていた熱が離れ、扉とびらの閉まる音を聞いて我に返ると、アイリは自分の手で顔を覆おおった。
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　ハイヅカはアイリの部屋を出ると、同じ階にある広間で事後処理に追われているシアーズのもとへと向かった。案の定まだ明かりがついている。

「ハイヅカ、アイリの意識は戻もどったの？」

「あぁ、目を覚ましたけど、だいぶ衰すい弱じやくしてるみたいだから寝かせてきた。主任もそろそろ休めよ」

　いたわるような言葉に、シアーズの表情がやわらいだものになる。

「ほんとにね……できるならそうしてるわよ。突とつ然ぜん部下がふたりも倒れて、しかも『黒の七星旅団』と取り合ってる『鍵かぎ』に関わってるかもしれないなんて」

　現場復帰でいきなり切せつ迫ぱくした事態がつづき、シアーズもかなり参っているようだ。

「コーネル室長から、そのあたりの引き継つぎはしてるのか？」

　アイリの父親が関わる『ウィッカの予言』の話を、シアーズはどこまで知っているのだろうかとハイヅカは気になって尋たずねる。

　シアーズは乱れた髪かみを直そうとしてかきあげ、諦あきらめてかき乱した。

「……それなりに報告は受けてるし、アイリの父親の話も少し聞いたわ。きっとその人が、室長のなかでずっと気にかけてきた人なんだろうなって思うのは、私の勝手な想像だけどね」

　どこか不服そうなシアーズの言葉に、ハイヅカは少しだけ意外に思い質問する。

「へぇ。勝手な想像するぐらい、主任ってコーネル室長のこと詳くわしいのか」

「上司をからかうなら、軍隊式に体たい罰ばつ加えるわよ？　それに、私は軍部の頃ころから室長を知ってるから、あの人がなにか目的があって動いてることぐらいわかってた。それが、『七聖守護物ザインタリスマン対策室』を立ち上げることだって気づいたから、速そつ攻こうで異動申しん請せいを出して……ちょっとなによその妙みような笑え顔がおは」

「妙なとはずいぶんだ。シアーズ主任は、本当に上司思いだなーと、感心してただけなのに」

　ハイヅカの淡たん々たんと答える口調に腹を立てたのか、シアーズは手にしていたペンをダーツのように構えた。

「さぁ、どこに風穴開けて欲しいのかしら？」

「いえいえ、もうおいとましますから。ところでサイクスは？」

「アダムなら、女王の部屋の近くで特別警護中よ。七聖守護物が修復されたことで、『黒の七星旅団』が動くかもしれないからって。ダリウスはいま休ませてるわ、アイリを交えた話し合いは明日にしましょう。今日はハイヅカも休んでおいて」

　上司命令だというように、シアーズはきびきびした口調で命じると、本当に忙いそがしいのだろう、再び書類に没ぼつ頭とうし始める。

　ハイヅカは黙だまって敬礼を返すと、広間を出てそのまま廊ろう下かを歩き出した。

　アイリと隣となり合わせの自分にあてがわれた部屋にではなく、ハイヅカの足は階下へと向かう階段に向けられる。胸の底にずっとくすぶっているのは怒りだ。

　コゲツにとどめを刺さし損そこなった自分に、アイリを苦しめるばかりのふがいなさにひどく苛いら立だちが募つのる。

　無意識に荒あらい足取りになるハイヅカの左ひだり腕うでには、いつもつけているブレスレットはない。

　守護物タリスマンとしての効用を持ち、対ついになっているブレスレットは、これまでアイリと自分の吉きつ凶きようのバランスをとってくれるはずのものだった。

　アイリとの繫つながりを生むブレスレットは、互いの居場所を感知することができるらしい。もちろんダリウスが扱あつかう計測器があってのことだが、すぐに追われては意味がない。

　それを部屋に置いてくることで、自分が抜ぬけ出しても、以前のようにブレスレットの繫がりを頼たよりに跡あとをたどられることはない。

　ハイヅカは、塔とうの一階に預けてあった荷物を受け取りに管理室へと向かう。

　対応してくれた魔ま女じよには、アダムと同じく夜間の警備で見回りがあるのだと告げ、長なが槍やりを受け取った。

　手元にあるのが聖戦器フアランクスではないのが苦々しいところだが、原因はコゲツとやりあったせいだ。

　しかも前回とどめを刺し損なったことが、いまの事態を招いたと言える。

　ハイヅカは『魔女の書しよ架か』である塔を出ると、暗い夜空をみあげた。湖の向こう、黒々として広大に広がる森のどこかにコゲツがいるのだ。

　銀灰の瞳を鋭するどくして、必ず決着をつけてやるとハイヅカは心に誓ちかう。




　夜半に、アイリはもう何度目かわからない寝ね返がえりを打った。

　ハイヅカの言葉が心に刺さってしまい、どうやっても眠ねむれないのだ。

　外は風が強いのか、葉ずれの音が繰くり返し窓に押し寄せ、落ち着かない気持ちにさせられる。

　アイリはそっと寝台に体を起こしてみた。

　どうやら目眩めまいの気配はない。ほっとして視線を落とすと、暗がりでほんのりと鈍にぶく光る左腕のブレスレットに目が留まり、どうしてだろうとひっかかる。

　わずかに波打つようなブレスレットの輪りん郭かくを指でなぞってみると、ざわりと胸が騒さわいだ。

　明らかに、普ふ段だんとは違ちがう気配が感じられる。

　──なんだろう、これ。繫がってた輪が切れたみたいな……すごく軽くなってる？　ハイヅカさんの気配がなくなってる感じがするような……。

　いやな予感に寝台を下りると、アイリは慌あわてて寝衣の上に上着をはおった。

　廊下に出てハイヅカの部屋をノックする。返事がないままの扉のノブをひねると、施せ錠じようはされておらず中が見えた。そこに人の気配はない。

「ハイヅカさん……？」

　暗がりに目が慣れると、寝台の横にある小机にキラリと光るものがあるのに気づく。

　光った銀色の輪が、自分の手首にあるものと同じブレスレットだとわかり、窓を震わせる激しい夜風に不安が現実のものになる。

　──間ま違ちがいない。ハイヅカさんはここから出て行ったんだ。勝手に、黙ってひとりで……！

　ハイヅカの腕の温かさや熱とは裏腹に、口にされたばかりの相棒パートナー解消の言葉が甦よみがえる。

　恐きよう怖ふと怒いかりと恋こいしさに、アイリはぎゅっと唇をひきしめた。いま口をひらいたら、一体なにを口走るのか恐ろしくて自分でも聞きたくない。

　いまはハイヅカの居場所を捜さがすために、主任であるシアーズのもとへいかねばならなかった。

　アイリは無意識のうちに扉を閉めると、うずまく気持ちを胸に抱かかえて廊下を走り出した。
















「ふんふ、ふんふ、ふ[image: ][image: ]ん♪」

　自分の部屋で鼻歌を歌いつつ、アイリは受け取ってきたばかりの買い物袋ぶくろをひろげていた。

　手にしているのは『凶きよう黒こく百貨店』と書かれた黒い紙袋だ。

　中からは、干し草で作られた人形や、赤黒い粘ねん土どの動物などがごろごろと出てくる。

　アイリが暮らすアルステラ大陸は、かつてウィッカと呼ばれる魔ま術じゆつ師しにより、七聖守護物ザインタリスマンという護まもりを与あたえられた。

　以来、この大陸ではお守りやまじない、呪じゆ譜ふなどが、人々の生活に直接影えい響きようを与えるようになっている。

　アイリが瞳ひとみを輝かがやかせて手にしているのは、新しい呪のろい人形たちだ。さほど実害を及およぼすものではないが、呪じゆ具ぐの蒐しゆう集しゆうがアイリの趣しゆ味みだった。

　なにしろ幸運体質という、一見うらやましがられるような体質を持つアイリは、行き過ぎた幸運で、かえって不幸な目にあいがちなのだ。

　紙袋にある『凶黒百貨店』は、合法的な呪具ばかりを取り扱う専門店であり、この趣味もいっそ幸運を相そう殺さいしてくれればと呪具を集め始めたのがきっかけだった。

　アイリが手にした人形から、コロンとなにかが転がり落ちる。

「んん？」

　それは、乳白色の包み紙の両りよう端はしがひねってあるキャンディのようだ。

　鼻を近づけてみると、ほんのりベリーの甘い香かおりがする。

　ごく自然にキャンディを口に入れてから、アイリはしげしげと包装紙を眺ながめた。

　そこには『スウィート・リトル・ドリーム』と書かれており、『夢ゆめ占うらないおまかせください』とある。占せん術じゆつ師しが自分の店の宣伝に、こうしたオマケを配るのはよくあることだ。

「夢占い……ねぇ」

　つぶやいてみたものの、占ってもらいたい夢を見た覚えもない。

　大事な人形を、呪具コレクションの棚たなに並べ終えたアイリは一息ついた。

「さ、明日も仕事だし、もう寝ねなきゃ。新しい子たちが、どうか無む駄だな幸運を相殺してくれますように」

　これまでにも、自分の幸運体質のせいで、やっかい事に巻きこまれがちだったアイリは、願を掛かけるとベッドに入った。




　──あ、私いま夢見てるかも……。




　たまにあることだが、いま自分は夢を見ていると自覚できることがある。

　目の前に広がる白い空間は現実ではない。そう感じつつ歩いていくと、殺風景な空間にベッドがあり人が寝ているのが見えた。

　近づいてみると、横たわっているのはアイリの同どう僚りようで相棒パートナーのハイヅカだ。

　彼とは七聖守護物ザインタリスマンを管理している七聖府ザインで共に働く間あいだ柄がらだった。

　ハイヅカ自身が大だい凶きよう体質という問題を抱えており、悪運を相殺するためにアイリと相棒を組まされている。

「私の夢で、ハイヅカさんが寝てる。なんで？」

　眠っていると確信できたのは、ハイヅカがやや背を丸め、目を閉じて微び動どうだにしないからだ。

　それを意外に思ったのは、ハイヅカは野生の獣けもののごとく、人前で横になって眠ったりはしないとどこかで思っていたからだろう。

　珍めずらしい光景にアイリはついつい寝ね顔がおを凝ぎよう視ししてしまい、感かん嘆たんの息をもらす。

「はぁぁ[image: ][image: ]何だろこのまつげの濃こさと長さは……」

　なめらかな頰ほおに影かげを落とすまつげと、深い目元に思わず見とれる。白いシーツにさらりと広がる艶つややかな黒くろ髪かみ。触さわってみたい衝しよう動どうに駆かられて、アイリは指をのばした。

　ふっとハイヅカの呼吸が乱れて肩かたをすぼめたのに、アイリはびくっとおののいた。

「や……違うんですよ。なんかしようとかそういう……じゃなくて、あれだ！　普段ハイヅカさんの髪に手は届かないから、ついついどんなかなーって……」

　ぶつぶつ口にして、これでは人の寝こみを襲おそう変態か痴ち女じよのようだと気づきアイリは床ゆかに手をついた。

「やめよう、ハイヅカさんのことは見ないでおこう」

　そう思いつつも、どうしても気になってやはり寝顔を眺めてしまう。

　──ちょっと前まで夢見が悪いとかいってたけど、これだけぐっすり寝てるなら大だい丈じよう夫ぶだよね。

　寝顔を見てほっとしたせいか、突とつ然ぜんお腹なかが音を立てそうになる。

　アイリは慌てて自分の腹にぐにゅっと拳こぶしを押し当てて、ままならぬ胃い袋ぶくろに言い聞かせた。

「うぅっ……だめ！　いま騒そう音おんを立てたらハイヅカさんが起きる。もう……晩ご飯はちゃんと食べたのに、なんで!?」

　ハイヅカの凶運が原因で、相棒であるアイリも七聖府の職員寮りようでは暮らしていない。隔かく離り対策ともいえるこの離はなれの建物には、当然食堂はなかった。

　いまでは、自じ炊すい派であるハイヅカの部屋にあがりこんで、食事を共にすることがほとんどだ。

　──だからなのかなぁ、ハイヅカさんの顔を見てるとお腹がすいちゃうのは。

　先ほど食べたキャンディの味が舌に甦り、アイリは甘いものが恋しくなった。

「は、そーだ。もうじき私の誕生日だし、ハイヅカさんお菓か子しとか焼かないかな。前にパイも焼いてたから、きっとケーキもいけるはず！　せっかくだから寝てる間に願掛けしとこ」

　眠ねむりこむハイヅカの耳元にそっと指をのばすと、黒髪をさらりとよける。

　見た目よりはやわらかな髪が指を心ここ地ち良よく滑すべるのを感じつつ、アイリは小声でささやきつづけた。

「じきにあなたの相棒パートナーが生まれた日です。それはもうめでたい日です。ハイヅカさんは私への感謝をこめて、イチゴ満まん載さいの特大ケーキを焼きたくなります。思わず焼いてしまいます、そして私に食べさせなければ気がすみません……」

　あふれそうになるよだれを堪こらえつつ、アイリが本能のままにささやいていると、ハイヅカがぎゅぎゅっと眉み間けんにしわをよせて身じろいだ。

「う……ぅ、よせ。ブ……だ……」

　その言葉に、アイリははっとした。

「ブ？……って、まさかブタとかいいましたか!?　バースデーケーキを食べたい乙おと女め心ごころに対してなんてことを！」

　しかしハイヅカはますますうなされ、呼吸が浅く苦しそうになる。

「あわわわ、まずいっ。いいです、ケーキはまた起きてるときに、きっちりお願いするとして……えーと悪夢をはらうおまじないは──」

　以前、同僚のダリウスが口にしていた悪夢に対するおまじないを思い出す。

　アイリはやみくもに手を合わせてまぶたを閉じると、「獏ばくにあげます、獏にあげます、獏にあげますー！」とつづけて唱えた。




[image: ]




　翌朝。出勤時間になり、アイリとハイヅカは対策室がある本庁へと歩いていた。

　ハイヅカは長身にみあう歩ほ幅はばで、アイリのやや先を歩いていたが、急に振ふり向くと思いついたように口にした。

「そういや、アイリ。お前って生まれた日はいつだ？」

「へ？」

　唐とう突とつな質問だったが、アイリはすぐに昨夜の夢に思い至った。

　──まさか、ハイヅカさん。昨日の夢のこと覚えてるとか!?

「あの、誕生日を聞くってことは、ひょっとして、特大ケーキを焼いてくれるってことですか？」

「なんでそうなる。前からお前のそのややっこしい体質を、易かなんかでみてもらえばどうかと思ってたから……」

　だがハイヅカ自身、どうして自分がそんなことを口走ったのか不思議そうだ。

「でもいわれてみると、自分のこと占ってもらったことってないかも？　ま、いいです。私の誕生日は来月なんです。きっとハイヅカさんなら、見事な男前ケーキを焼いてくれるはずだって、確信してますから！」

「なんで手作りする必要が……そういえば、昨日夢に不気味な人形が出てきて菓子をよこせって脅おどされた気がするな」

　ハイヅカの言葉に、アイリはこそっとつぶやく。

「……なるほど、『ブ』は不気味の『ブ』でしたか」

「で、ケーキってどんなケーキがいいんだ」

　意外にも脈ありな返答に、アイリは思わず息をのむ。

「イチゴ!!　クリームとイチゴ満載のケーキがいいです。スポンジ三段重ねでドーンといきましょう！」

　勢いよく腕うでにすがりつくアイリを引きずるようにして、ハイヅカはまだうぅーん、と苦く首をひねっている。

「なんか、妙みようだな。どうして俺が……あの不気味人形の夢のせいか？」

　アイリは昨夜食べたキャンディの包みがポケットに入ったままだったと思い出し、そっと上から手で押さえた。




　七聖守護物ザインタリスマン対策室は、七聖府ザイン本部の地下に位置しており、長い螺ら旋せん階段を下りた先にある。

　アイリが所属する対策室は、室長、主任を含ふくめ全部で六名という少数精せい鋭えいの部署だ。

「おはようございますー。あれ、サイクスさんどうしちゃったんですか？」

　出勤したアイリの視界に入ったのは、どこかしんなりとした風ふ情ぜいで椅い子すに腰こし掛かけている、アダム・サイクスの姿だった。

　頭ず抜ぬけて整った容姿のアダムは、能力も高く、性格も穏おだやかで人ひと柄がらが良い。

　ミスター完全無欠のような人物だ。

　ただし、『どうしても身だしなみが整わない』という一点をのぞけば。

　短めの銀ぎん髪ぱつが、今朝も寝ね癖ぐせではすまされない勢いで上下左右に跳とんでいる。

　制服の襟えり元もとは大きく内側に折れ、ベルトは裏返しの上に途と中ちゆうでねじれていた。

　もとから色素が薄うすいアダムだが、今朝はまぶたが青ざめて見えるほど、肌はだに血の気が感じられない。

「このところ夢見が悪いんだってさ」

　投げかけられた言葉に、アイリが視線を巡めぐらせると、奥のデスクに積み上げられた書しよ籍せきの間からまぶしい金の髪がのぞく。

　さらっとした髪を揺ゆらして立ち上がったのは、ダリウス・フロストだ。

　最年少で七聖府入省を果たしたダリウスは、誰だれに対しても強気な姿勢を崩くずさない。

「そうですね。夢見が悪いというか、不思議な夢というか……眠りが浅いんでしょう。疲つかれがとれないみたいで」

　アダムの言葉に、ダリウスの琥こ珀はくの瞳ひとみがキラリと光る。同じくアイリも顔をあげると、ふたりの声が重なった。

「わかった！　モテすぎて、大勢の女性に押しかけられる悪夢ですよね！」

　その指し摘てきにはハイヅカも同意なのか、黙だまってうんうんうなずきつつ、自分の椅子にどっかりと腰掛ける。

　だが、アダムはゆっくりと首を振ると、そうではないと否定した。

「いえ、夢に出てくるのはひとりで、まだ幼い少女なんです。なにか言いたそうにも見えるのですが……あ、でもここ数日は傘かさをさしていたように思います」

　アダムの言葉に「傘？」と一同が首をかしげる。どうやらアダムの夢の中では雨が降っているらしい。

「同じ夢がつづくってのも妙ですし、いちど夢ゆめ占うらない師に見てもらったほうがいいんじゃないですか？」

　提案するアイリに、ダリウスが「君の寝ぼけっぷりも相変わらずだね」と言って、タロットの教本をぽんと背中に押しつけた。

「こんなときこそ、君の占いで状じよう況きようを探さぐるぐらいしてみせないと、なんのために対策室にいるわけ？」

　そんなダリウスの口調も当たり前になってしまったアイリは、素す直なおに鞄かばんから練習用のタロットカードを取り出す。

「じゃあ、私もタロットで見てみますね。その結果によっては、夢占いにもいったほうがいいとは思いますけど」

　アイリは占せん術じゆつの方法をどうするか迷ったが、結局カードを二枚だけ使う、単純なクロススプレッドを使うことにした。

　机にカードを広げ、右回りに交ぜる。それを綺き麗れいに束ねておいてから、アダム自身に三つに分けてもらい、再びひとつの束に戻もどす。

　上から二枚選んだカードを、十字をかたどるように重ねて置けば完成だった。

「まず、一枚目は現在のサイクスさんの問題や状況をあらわすカードです」

　アイリはアダムにも見えるようにカードをあけた。

「〈節制〉の逆位置です。これは、不安定、調整の悪さをあらわすので、いまのサイクスさんの体調が悪いのも、夢が関係してるのかもしれません」

　アダムがうなずくのを確かく認にんして、アイリは二枚目のカードをあけた。

「この二枚目が、いまのサイクスさんの状況にとっての試練をあらわすカードです。こっちは〈審しん判ぱん〉の逆位置」

　アイリの説明に、アダムはなおも興味深そうにカードを眺ながめる。

〈審判〉のカードは過去からの学びや、決断、ひらめきなどを示すものだ。だが、カードが逆位置だとすると、それは前向きにばかりはとらえられない。

「試練でこのカードが出たとすると……うーん、サイクスさんが昔のことで引きずってることとか、後こう悔かいしてることについて夢にみたりしていませんか？」

　アイリの問いかけに、アダムの表情がほんのわずかに曇くもったが答えはない。

　物もの憂うげなアダムの顔に、アイリははっと思い出して、ポケットに入れっぱなしになっていた、キャンディの包み紙を取り出した。

「もし思い当たることがないなら、ここにいってみるのはどうでしょう？　買い物のオマケでもらったキャンディに、夢占いの宣伝があったんですよ。ほら、これ」

　そこに記された『ＳＬＤスウイート・リトル・ドリーム』の文字に、全員の視線が集中したときだった。

「さ、今日も仕事はじめるわよ！」

　そう言って部屋に入ってきたのは、対策室の主任を務めるシアーズだ。

　金茶の巻き毛を完かん璧ぺきに整え、今日もメイクにぬかりはない。きりっと背筋を伸のばしたシアーズは、アイリの手元を見た途と端たん、驚おどろく勢いで駆かけ寄ってきた。

「ちょっとアイリこれどこで手に入れたの？　それってＳＬＤじゃない」

「主任、ご存じなんですか？」

「アイリったら知らないの？　すごく腕がいい夢占い師だって評判よ。ただ営業場所がネレル橋付近としかわからないから、みつけられるかどうかも運次し第だいなのよねぇ」

　どうやらすでにシアーズは夢占い師を探したことがあるらしい。

　話を聞けば、なおさらアダムの夢を見てもらう価値はありそうだ。シアーズは目ざとく机の上に広げられたタロットカードに気づいた。

「ちょっと、そこにあるタロット。あんたたち、妙なこと占ったり首つっこんだりしてないでしょうね？」

「そ、んなわけないじゃないですかー」

　思わず視線を泳がせた、アイリの頭部を引き寄せるようにしてハイヅカが答える。

「お節せつ介かいなダリウスが、アイリのタロットの練習につきあうって、先せん輩ぱい風かぜをふかせただけだ。就業前だっていうのに俺たち勤勉すぎだろ？」

「な、誰がお節介だって……!?」

　怒いかり狂くるうダリウスを席につくようなだめつつ、シアーズはにこやかに告げた。

「そうよね、しかもここにいるのは国家公務員だもの。自分たちの行いにも、正しく責任とれるわよね？」

　教師ににらまれた生徒よろしく、それぞれが目配せしおとなしく席に向かう。

　アイリはすれ違ちがいざま、アダムに小声で伝えた。

「今日の仕事が終わったら、帰りにキャンディをもらった店に寄ってみます。きっと本人が店にきてたはずですし」

　アイリがそう言うと、寄り道につきあわされるハイヅカは眉み間けんにしわを寄せたが、アダムのことを思えば断れないのだろう。

「サイクスのためなら、仕方ねぇな……」

「すみません、私の夢の話ですのに」

「なにいってるんですか、サイクスさんはチームの大事な良識で盾たてです」

　ダリウスが勢いこんで言うと、アイリから取り上げていたキャンディの包装紙を返してくれた。

「僕も、少し気になることがあるから、あとで研究室に顔を出してくる」

　話がまとまると、それぞれデスクに戻り、日常業務につくことになった。
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　その日の終業時間が過ぎてから、アイリは制服のままセントパレスの繁はん華か街がいを訪おとずれた。

『凶きよう黒こく百貨店』の狭せま苦くるしい店内のカウンターに向かい、アイリは店主に質問する。

「すみません、昨日オマケでもらったキャンディのことなんですけど」

　老年の店主は目をしょぼつかせつつ、キャンディの包み紙を手にする。

「あぁあ、これかい。確かあの占術師はフィオナと名乗っとったな……」

　ヤギのようなひげをもみながら、店主はもにゃもにゃと言葉を探す。

「ドロップパレスの子だった。それであんたよりもっと小さかったかねぇ」

　どうやらフィオナという占い師は、『魔ま女じよの森』と呼ばれる一帯を有する都市、ドロップパレスの出身らしい。ここセントパレスから北東に位置するドロップパレスは、年中雨が降る深い森として知られている。

「その、フィオナさんがどこにいるかはご存じないですか？」

　アイリの問いに、店主は伸びた眉まゆ毛げをひょいとあげた。

「いんや、知らんね。あの子はこの街でしょっちゅう移動しとるようだしね。ネレル橋あたりを当たるしかないじゃろ」

　そう言ってアイリの制服から視線をそらすところを見ると、フィオナという夢占い師はセントパレスで不法に暮らしている移民なのかもしれない。

　橋の周辺には登録届を持たない違い法ほう業者も多いが、大半はその日をしのぐのがやっとの貧しい人々だ。

「ただ数日前にも、妙みような輩やからがあんたみたいなことを聞きにきとったが……そいつらは以前にも違法呪具を売りつけにきたことがあってな、叩たたき出してやったよ」

　アイリはひとまず店主に礼を告げ、その日は引き上げることにした。

「仕事じゃないのに……まずった」

　この街での聞きこみは状況や相手によって、細心の注意をするべきだったと店に制服できたことを後悔しつつ、待たせていたハイヅカと合流し帰路につく。
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　翌日、店で聞いた話を対策室でアダムに伝えると、薄うす青あおい瞳ひとみが覚めるように見開かれた。

「そうですか……ネレル橋の。ひょっとすると、私は前にその人に会っているのかもしれませんね」

「サイクスさんの、知り合いってことですか？」

　アダムは記き憶おくをたどるように、視線を泳がせて首を振ふる。

「いえ、そうではないです。以前、ネレル橋を通った日に雨が降っていて、路上の占うらない師に傘かさをあげたことがあるんです。そのときの瞳が印象的で……」

　アダムの言葉に、アイリも思い出していた。

　ドロップパレスの住人は、住処すみかの森と、その中にある湖を映したかのような緑と青を、瞳の虹こう彩さいの上下に持つと文ぶん献けんで読んだことがある。

「でも、雨の日にサイクスさんから傘をもらったなんて……その人もさぞかし心に残ったでしょうねぇ」

　しみじみアイリが口にすると、背後でハイヅカが「天然のタラシってこういうことだな」とうなずく。

　だがそんな話の最中に、書類を読みながら対策室に入ってきたダリウスが、ひょいと顔をあげて部屋を見回した。

「揃そろってるならちょうど良かった。昨日アイリが持ってたキャンディの包み。前にもあれとそっくりな呪じゆ具ぐが見つかってたんだ。研究室にサンプルが持ちこまれてた」

　ダリウスの表情から、サンプルというのが違法呪具であることは察せられた。

「それも、キャンディなんですか？」

「あぁ、包み紙から形もそっくりで、同じく『ＳＬＤサイレント・リトル・ドリーム』って書かれてるんだけど意味が違う」

　ダリウスは眉まゆをひそめてこう続けた。

「『ＳＬＤサイレント・リトル・デビル』って意味らしい。それを食べて眠ねむれば、狙ねらった相手の睡すい眠みん中に強力な暗示をかけたり、思うまま操あやつることもできるみたいだね」

　どうやら恋こいのおまじないキャンディは、小さな悪あく魔まになってしまったらしい。

「でも……そんなに似た名前や形のものが偶ぐう然ぜんあるとは思えません。フィオナさんって占い師とも関係があるのかも」

　アイリの言葉に、ダリウスも表情を曇くもらせる。

「ひょっとすると、その夢ゆめ占うらない師が呪具製作に協力している可能性も──」

　だが、ダリウスの言葉にアダムが咎とがめるような顔つきになる。

「いいえ、彼女たちはそういったことは断じてしないはずです」

「彼女たち？」

「ドロップパレスの魔女は、自分たちの術と能力に誇ほこりを持っています。自らを曇らせるような犯罪に、手を染めるような真似まねはしません」

　口調のやわらかいアダムらしからぬ、断言する言葉を意外に思いながらもアイリはうなずく。

「だったら、フィオナさんの技術が盗ぬすまれたか、犯罪に巻きこまれてる可能性だってありますよね」

「十分考えられます。ネレル橋の上で営業しているのは、彼女がセントパレスの正式な市民ではないからでしょう。イスフェルドさんの話と、夢で彼女がさしていた傘のことで思い出せました」

　フィオナの身が危ないかもしれないと、アダムの表情が険しくなる。

　その隣となりで、ダリウスが一冊の本を開いた。どうやら夢占いの辞典らしい。

「夢占いだと、傘をさしてるっていうのは、『助けを求めてる』、『トラブルを回かい避ひしたい』という意味もありますね──」

「サイクスさん、夢のこと、他ほかにもなにか思い出せませんか？」

　アイリの問いかけに、アダムははっと顔をあげる。

「そうですね……昨夜の夢では彼女の背後に、風景が見えました。瓦が礫れきや廃はい屋おくが多い、灰色の街並みの中に、傾かたむいて止まってる時計塔とうがあったように思います」

　アダムの言葉に、ハイヅカが口をひらいた。

「壊こわれた時計塔……旧市街か？」

　どうやらハイヅカには場所の見当がつくらしい。

「ただ、旧市街は不法入居してる移民が多い。僕たちが立ち入るには、都市管理局の許可が必要になる」

　ダリウスの指し摘てきにも、ハイヅカは動じずに答えた。

「なにいってんだ、別に仕事じゃなくたって勤務時間外なら行動は自由だろ？」

「それはそうだけど。時間外に問題を起こしたら……」

「心しん配ぱい性しようだな。俺がかつて自ら進んで問題を起こしたことがあるか？」

　しゃあしゃあと口にしたハイヅカに、その場の誰だれもが一いつし瞬ゆん啞あ然ぜんとする。

「ハイヅカさんが、現場で問題を起こさなかったことがあるんでしょうか」

「ハイヅカの場合、もはや存在が問題っていうか、なんていうか……」

　アイリとダリウスが呆ぼう然ぜんとつぶやくなか、アダムの表情は真しん剣けんだ。

「もし、フィオナさんが危険に巻きこまれているなら、このままにはできません」

「もちろんですよ。私も話を聞いてきた以上手伝います！　まずは旧市街にフィオナさんがいる可能性について、タロットで占ってみましょう」

　アイリはそう言って、再びタロットカードを手にした。質問に対して「イエス」か「ノー」の単純な答えを導き出すには、ワンオラクルがむいている。

　交ぜたカードを整えて山を作ると、意識を集中し一枚だけ選び出す。

　開かれたカードに全員の視線が集中した。扱あつかっているのは練習用の普ふ通つうのカードであるだけに、図ず柄がらは誰にも見てとれた。

「〈戦車〉の正位置。ということは、サイクスさんの夢に出てきた場所は、アテになりそうだということですね」

　物事にたいして前進を示すカードに、アイリは手て応ごたえを感じていた。

　ハイヅカも納なつ得とくしたようにうなずく。

「ってことは決まりだな。今日は仕事が終わり次し第だい、各自ネレル橋を渡わたった向こう、旧市街の手前で落ち合おう」

　自然と予定が決まっていく事態に、アダムはほんのり笑えみを浮うかべた。

「任務ではないうえ、主任に知れたら大だい激げき怒ど間ま違ちがいなしですのに……皆みなさんのご協力に感謝します」

「別に、たいしたことねぇだろ。武器が持ち出せねぇのは不満だけどな」

　さすがに公務ではない以上、ハイヅカも武器の携けい帯たいは諦あきらめているらしい。

　アイリの後ろでは、ダリウスがじつに楽しげな笑みを浮かべた。

「問題ない。僕の私物を持って行けばいいから。まだ試作段階だけど、使える呪具がいくつかあるんだ。実戦での効果も見てみたかったし……うん、あれならちょうどいい。ふふ」

　もともと守護物タリスマンの研究室にいたダリウスは、呪具や守護物の開発を趣しゆ味みで行っている。

　琥こ珀はくの瞳をきらめかせるところをみると、自作の呪具を試ためせる機会を喜んでいるとしか思えない。ハイヅカが念のためにか口をはさむ。

「死人は出すなよ。さすがに始末書じゃすまねぇからな」

「問題ないよ。ちょっと再起不能になったり、うっかり二度と目を覚まさなくなったりするだけだから」

　ダリウスはすでに脳内で、呪具のリストアップをはじめたようだ。

　張り切るダリウスにアイリはやや不安を覚えつつも、就業時間が終わり次第、全員私服に着き替がえて旧市街で落ち合うことになった。
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　アイリは前回の失敗をふまえ、目立たない服に着替えてから、ハイヅカと連れだって市街地に向かった。

　商店や人が集中する繁はん華か街がいに通じるネレル橋を渡ると、にぎやかな商業地につづく大通りではなく、横道へそれて旧市街にたどり着く。

　古びた建物や煤すすけたような風景の旧市街へ、進んで訪おとずれる者は少ない。

「あ、サイクスさんもうきてますよ」

　ひと気のない寂さびれた場所でも、アダムの容よう貌ぼうは目を引く。

　暗緑色のラフな外套オーバーコートはやはり幾いく重えにもベルトがねじれている。もはやそれがアダム流の着こなしなのだと納得し、アイリはそっとしておくことにした。

　アイリたちの到とう着ちやくから、やや遅おくれてあらわれたダリウスは、普ふ段だんからあれこれ詰つめこんでいるらしい鞄かばんをあける。

「悪いね。荷物を持ち出すのに少し手間取った」

　取り出したのは、なにやら玩具おもちやのサーベルのようだ。

「ハイヅカはこれを。見かけより頑がん丈じようだから実戦に使える。それとサイクスさんはこのスティックです。聖戦器フアランクスほど威い力りよくはないですが、サイクスさんなら防ぼう御ぎよ陣じんを出現させることもできるはずです。さて、このあとですけど……」

　ハイヅカとアダムに武器を渡すダリウスには、突とつ入にゆうのアイデアがあるようだ。

　そんなダリウスに、アイリは少しだけ期待の目を向ける。

「なんだ？」

「私にも、なにかないんですか？」

　だが、ダリウスは思いきり眉をひそめるとため息をついてみせた。

「僕がいくら優すぐれた判断力と明めい晰せきな頭脳を持っているからって、君みたいに色々足りない人間でも間に合うような、便利道具が出てくるとか思ったわけ？」

　正面きって断言され、さすがにアイリは悔くやしさにぐっと息を詰めたが、アダムがそっと隣から言葉をくれた。

「イスフェルドさんには、フィオナさんを探してもらって安心させてほしいんです。彼女が被ひ害がい者しやなら、女性がいたほうが安心できるでしょうから」

　その言葉に、アイリはうなずく。確かにアダムの言うとおり、いまは彼女の無事を確かく認にんするのが優先だった。

　一行はアイリとダリウスを間に挟はさむようにして、用心しつつ旧市街の中へと踏ふみ出す。

「私、旧市街に入るのって初めてです」

　これまで新市街のネレル橋を渡るたび、目に入ると気になってきた場所だ。

　旧市街に出入りするのは、ほとんどが訳ありの違い法ほう居住者だけに、犯罪の温おん床しようにもなりがちだった。そのため人の足も遠のき、ますます犯罪者が身をひそめやすくなっている。

　いまだ整備が進みきらない通りは、割れてゆがんだ石いし畳だたみがひろがりほこりっぽい。

　朽くちるままの石造りの建物の間に、木々を立てかけたバラック小屋のような住処すみかがしなだれかかっている。

　さらにはあちこちでなにかを燃やす煙けむりや、屋外で食事を作っている湯気が見えた。

「あっっ……もがっ！」

　アイリが思わず声をあげてしまい、ハイヅカに口をふさがれる。

「なんだ、小さい声でいってみろ」

「あのですね、甘い匂においがしたんです。まるで砂糖を煮に詰つめてるみたいな……」

　通りにあるのは石造りの小屋だが、小さくあいた窓から細く湯気のようなものが見える。

　その場所から流れる風が、妙みように甘ったるい匂いをさせているのだ。

　アイリの横からアダムがすっと前に出ると、外套オーバーコートの下からスティックを取り出す。

　建物から一定の距きよ離りに立つと、アダムはスティックで地面になにか描かきつけはじめた。

　防御陣の準備だろうかとアイリが見ていると、ダリウスに小屋の斜ななめ前の石いし垣がきに隠かくれるよう呼びつけられた。

　ハイヅカだけは特に構えたようすもなく、まっすぐ小屋へと向かっていく。

「ハイヅカさん、まさか……」

　嫌いやな予感を覚えつつアイリが見守るなか、まるで招待されていたかのように、ハイヅカは入り口のドアを叩たたいた。

　ドアから顔を出したのは、甘い香かおりに似つかわしくない、険しい表情の男だ。

　二、三言話したかと思うと、ハイヅカは予備動作なしに、男に向かって拳こぶしを入れた。

　ドアの中へと倒たおれる男を踏み越こえ、ハイヅカの姿が小屋へと消えると、中から激しい怒ど号ごうと物音が響ひびく。

　その隙すきに、建物の裏側へ回りこんでいたアダムも侵しん入にゆうを果たしたようだ。

「ほら、アイリ。人ひと質じちの有う無むを確かめるならいまだ。あとこれ持って」

　ダリウスに折りたたみのナイフを渡され、アイリも小屋へと向かった。

　裏口に回ると、ひと気がないことにアイリはほっとする。

　戸口から踏みこみ、怒号と銃じゆう声せいがする奥の部屋を見ると、異様に景色が歪ゆがんで見える。

「そうか、サイクスさんが部屋の中に防ぼう壁へき張ってくれてるんだ」

　これで男たちは、アイリがいる方の部屋には入ってこられない。

　ほっとしつつ、甘い匂いのもとをたどると、石畳の殺風景な部屋で大おお鍋なべが湯気を立て炊たかれていた。

「フィオナさん？　そこにいますか？」

　アイリはなるべく声を潜ひそめて呼びかけつつ部屋を見回した。

　すると鍋が置かれているのと反対側の壁かべの前で、椅い子すに縛しばられた少女がはっと顔をあげる。

　突とつ然ぜんの騒さわぎと闖ちん入にゆう者に、フィオナは驚おどろいたのだろう。独特な色の瞳ひとみがややおびえてみえた。

「あなたは……？」

「詳くわしい説明はあとにします。とにかくいまの状じよう況きようからして、あなたが望んでここにいるんじゃないのはわかります。逃にげましょう、いいですよね？」

　その問いかけに、もちろんだとフィオナはうなずく。

　アイリは持ってきた折りたたみナイフで、フィオナの細い手足を縛る縄なわを手早く切った。

　拘こう束そくされていたせいで、手足が強こわばっているのかフィオナは歩きづらそうだ。

　少し離はなれた場所まで誘ゆう導どうしてから、アイリはフィオナを物もの陰かげに座らせた。

　駆かけ寄ってきたダリウスが、ふたりをかばうように前に立つと、アイリに向かって手を差し出す。

「なんですか？」

「さっき、現場で役立たずっていったけど……考えたら君にこそふさわしい仕事があった」

　ずいっと押しつけられたのは、四面体のサイコロだ。三角形の面のそれぞれには、アルファベットが記されている。アイリは首を傾かしげながら手のひらに受け取る。

「これ、どうするんですか？」

「いいから。ほら、サイクスさんとハイヅカがあの建物から出てきたら、男たちが外に出る前にサイコロを投げろ」

　急せかされて一いつ瞬しゆん慌あわてたものの、よく見るとサイコロの目に『Ｒ・Ｅ・Ｃ・Ａ』と記されていることに気づいた。

「あの、このサイコロになんの効果が……」

「ほら、いまだ！」

　建物からハイヅカとアダムが駆け出してくるのが目に入り、アイリはわけもわからぬまま建物に向かって走ると、力いっぱいサイコロを放ほうり投げた。

「サイクスさん、防御陣を！」

　ダリウスの声に反応したのか、ハイヅカが追ってきた男の一人の足を蹴けってはらうと、掌たなごころで顎あごを押し上げつき倒す。

　一瞬の隙に生まれた、男とハイヅカの間の空気が、瞬しゆん間かん陽炎かげろうのように歪んで見えた。防壁だ。

　倒れた男は瞬まばたきを何度か繰くり返すと、突然なにかにおびえたように叫さけんだ。

　そのまま這はうようにして小屋へと逃げこんでいく。

　男の影かげが建物に消えてややすると、中から次々と男たちの錯さく乱らんした悲鳴があがり、なにやら尋じん常じようでない騒そう音おんが起きる。

「一体、なんなんですかさっきの」

　アイリは強ばった表情でダリウスの肩かたをゆする。

「これは呪じゆ物ぶつのゲーム盤ばんで使われるサイコロだ。ほらサイコロに記されたアルファベットは、『リセット』『エンドレス』『チョイス』『オール』の目がある。本来なら、盤に用意された呪物がそれで発動するんだ」

　話を耳にしていたフィオナにも状況がわかったらしい。

「まさか、あの人たちの悪夢を……呪物として使った？」

「そう。彼らだって、自分たちが作り出したものが引き起こす結果を知るべきだろう？」

　ダリウスの返答に、一瞬フィオナの表情が暗く翳かげる。

「あ、違ちがいますよ。ダリウスさんはあなたを責めてるわけじゃなくて、単に性格がきついだけですから。悪党に容よう赦しやしないだけです」

「とかいって、君がひいたサイコロの目こそ、一番エグいやつだろ。悲鳴が続いてるってことは、『エンドレス』かな。悪夢が終わらないってやつ」

　確かに建物からはいまだ悲鳴があがっている。淡たん々たんとその効果を説明するダリウスに、フィオナが耐たえられないというように、服の袖そでを引いた。

「彼らは犯罪者ですけど、止めてあげてください。夢は使い方を間ま違ちがえるとひどく尾おをひきます。忘れられなくなるほど強く」

　ダリウスはやれやれとため息をついた。現実でなくとも軽々しく扱あつかうべきではないと、被害者本人から訴うつたえられては、許してやるしかないのだろう。

　いつのまにか隣となりに戻もどってきたらしい、ハイヅカの声が頭上から聞こえる。

「とりあえず、俺たちが離れてからサイクスが防ぼう御ぎよ陣じんを解除すればいいだろ。七聖府ザインには匿とく名めいで通報してあるしな」

　ハイヅカの言葉に、フィオナがびくっと肩を揺ゆらす。やはり彼女はセントパレスの正式な市民ではないらしい。そんなフィオナに、アダムがそっと声をかけた。

「怪我けがはないですか？」

　いたわるような声に、フィオナは不安そうな顔を見せた。

「あの……ごめんなさい。あなたの夢をのぞくような真似まねをしてしまって」

「私の夢に、ドロップパレスが出てきたので、懐なつかしくなったのでしょう？」

　アダムの問いに、少女はこっくりとうなずく。

　その言葉に、アイリは少し意外に思った。てっきりフィオナは、傘かさをくれたアダムに一ひと目め惚ぼれしたのかと思っていたのだ。

「銀の雨と、緑の深い森。湖面に広がる水すい紋もん……あなたの夢で見た故郷が、あんまり懐かしくて綺き麗れいで……忘れられなくなって」

　切ないようなフィオナの声こわ音ねは、本当は家が恋こいしかったのだと告げている。

「あなたが夢で近づいてこなかったのは、故郷の風景を見ていたからですね」

　フィオナは美しい色の瞳を伏ふせると、心を決めたように顔をあげた。

「私は、故郷に帰ります。でもあなたは……どうして、夢のなかであの場所から動かないの？」

　それが不思議だったというフィオナに、アダムは少しだけ苦く笑った。

「いいんです。私はあの美しい場所を、見ていたかっただけですから」

　夢には理由がありそうだが、アダムはそのわけを口にするつもりはないようだ。

　そんなアダムに、フィオナは言い聞かせるように話しかける。

「あなたの夢に降るやさしい雨は、良い兆きざしです。恋しい人に想おもわれるという意味もあります。会いたい人がいるなら、これを口にして眠ねむってみて」

　フィオナがアダムに手て渡わたしたのはあの『ＳＬＤスウイート・リトル・ドリーム』のキャンディだった。

　はにかむように微笑ほほえんで、アダムはキャンディを受け取ると「ありがとうございます」と礼を告げた。

　フィオナの安全のことを考え、アイリたちは都市管理局に連れん絡らくを入れることにした。

　これで彼女は正式に身み柄がらを保護され、故郷のドロップパレスへ送り届けられるだろう。




　旧市街を出て繁はん華か街がいの入り口の警備に告げると、ただちに都市管理局へと連絡がなされた。

　アイリたち全員で、ネレル橋のたもとまでフィオナを送っていった。

　担当者に引き継つがれたあと、何度も振ふり返るフィオナの小さな背中を見送って、アイリたちも七聖府ザインにあるそれぞれの部屋へ帰ることにした。

　やや遅おくれて歩くアダムのようすが気になってアイリは振り向く。すると、アダムの浅い青の瞳と視線がぶつかった。

　アダムはにっこりと笑えみを浮うかべて、アイリに向かって手を差し伸のべる。

「イスフェルドさん、良かったらこのキャンディをもらっていただけませんか？」

「え……でも、それがあれば、サイクスさんは夢で想い人に会えるんですよね？」

　だがアダムは笑顔のまま、アイリの手のひらにそっとキャンディをのせてしまった。

「いいんです。私には必要のないものですから」

　やや物もの憂うげにまぶたを伏せたアダムは、「お先に失礼しますね」と告げると、橋を渡わたっていってしまった。

「サイクスさんて……謎なぞめいてます」

　誰だれにともなくアイリがついもらすと、頭上からハイヅカの声が返ってきた。

「たしか……サイクスの以前の警護勤務地ってのが、ドロップパレスだったって聞いたことがあるな」

　ドロップパレスには、アダムの心に残る特別な人がいるのかもしれない。

　アイリは思い至ったが、アダムは夢でも森に近づこうとしなかったうえ、キャンディを自分に渡していったのだ。

　そこに隠かくされたアダムの気持ちを想像すると、アイリは切ない気分になったが、ハイヅカがもらした言葉に我に返る。

「だいたいだな、この飴あめをくって寝ねたら、想い人に会えるってことはだぞ。お前の夢には誰が出てきたんだ？」

　──は、そっか。フィオナさんがいった意味だと、あのキャンディってそういうことなんだ。

　アイリは必死に言葉をさがす。

「えーと、あの……私が夢でハイヅカさんにケーキを頼たのもうとしたのはですね」

「アイリ、ハイヅカの夢見たの!?」

　しどろもどろのアイリの返事に、反対側を歩くダリウスが、ぎょっとしたようすで身を引いた。

「あっ、しまっ……！　いやー、ですから誕生日が近いせいで、ケーキが──」

　うっかり失言しまくりな自分に、アイリはうろたえて早足になる。

　だが、歩ほ幅はばの広いハイヅカは、トントン、と二歩であっさり追いつきアイリの耳元で意地悪くささやくと、最後は耳をつまんできた。

「へぇ、俺の夢を見たんだ？……ってことは、あの不気味人形の悪夢はお前のせいか！」

「アイリって、深層心理の想い人＝イコール食しよく欲よくに直結してるってわけ？」

　ダリウスに馬ば鹿かにした口調で揶や揄ゆされつつも、アイリはひらき直ってハイヅカと向き合うと大おお真ま面じ目めで口をひらいた。

「夢の話でも、誕生日ケーキの約束は守ってくださいね？」

　真しん剣けんなアイリの声に気け圧おされつつ、ハイヅカは銀灰の目をすがめると、降参だというのかため息まじりにもらす。

「ほんと、お前って色気より食い気だな」

「いいんですー。イチゴケーキですよ、イチゴ！」

　アイリは繰くり返すと、後ろを振り返れないまま、ふたりを置き去りに歩き出す。

　街灯が灯ともされた夜のネレル橋は、川面かわもが明かりを反射して、さざめくようにまばゆい眺ながめだ。

　この時間にも、多くの辻つじ占うらない師しが橋の上で商売をしている姿が目についた。

　アイリはアダムからもらったキャンディの形を指でなぞる。

　──このキャンディが夢に見せる想い人の意味、フィオナさんにちゃんと聞いとけば良かったかな。

　それでも夢で見たハイヅカの寝ね顔がおを思い出せば、またこのキャンディを食べてしまうかもしれない。

　ハイヅカの寝顔は思わぬ穏おだやかさで、普ふ段だんの鋭するどさがやわらいで見えた。

　その寝顔を、ずっと見ていたい気持ちになったのは本当だ。

　──こんな気持ちで見る夢なら、それも想い人の夢っていうのかな？

　甘いやさしい香かおりを思い出し、アイリはアダムにもらったキャンディを、ぎゅっとポケットに押しこんだ。







　あとがき




　とうとうＦＯＷシリーズ五冊目となりました！

　これもひとえに読者様がいてくださってのこと。ありがとうございます、感かん慨がい深いです。

　……と、ゆったり浸ひたっている間もなく、今回は初の連続刊行とあいなりまして、なんというか色々初のスケジュールでした。とうとう次巻が最終巻。

　物語の最後に向かって、一気に駆かけ抜ぬけることができそうでとても嬉うれしいです。

　そんなわけで、なんというか本文にはあまり触ふれないほうがいいかなと思われるあとがきページなのです。




　あ、今回は珍めずらしくアダムにスポットが当たっております。

　いただくお手紙でも、「活かつ躍やくを楽しみにしています」とお声をいただきがちなアダム。

　しかし控ひかえめな性格もあって、なかなかでばってくれないアダム。困った人でした。

　服がちゃんと着られない（着こなし以前の問題）ところなどは、己おのれの性せい癖へきに近いところがあるような気がしなくもない。

　靴くつ下した片方だけ裏返しとか、コートの襟えりを中に折り込みとか、幼少時は小学校にいこうとして、母によく止められたものでした（その格好で外に出てはいけない、と）。

　なんともかんとも、おおざっぱなこの性格は、大人になって直った……とも言い難がたい部分が、ごにょごにょ。

　うん。間ま違ちがい探しができてしまった友人は、こっそり教えてくださると良いと思います。

　気を取り直して、そんなアダムさんクローズアップの今巻でもあったので、同時収録していただく短編も、ドロップパレスが絡からんでいるお話となっております。




　そして残る最終巻は、わりとすぐにお会いできる予定となっております。

　ファンタスティックかつ、ハートが奪うばわれるカバーとイラストで、薄葉カゲロー先生に盛りあげていただき、もう毎回見とれっぱなしです。さらに怒ど濤とうの進行を助けてくださる担当様、編集部をはじめ、発行に関かかわってくださる方々に御おん礼を申し上げます。

　最もありがとうございますの読者様には、ぜひ次巻物語の結末まで、アイリたち対策室一行におつきあいいただけると嬉しいです。




　今年も、すでにインフルエンザワクチンの予約はしましたよ～！

月本　ナシオ　　

















本書に収録された「甘い夢は恋の罠わな」は、The Sneaker ２０１１年３月号増刊「The Beans VOL.16」に掲けい載さいされた作品です。
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